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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　帰き還かんの宴うたげ







　その夜、皇こう宮ぐうではささやかな宴うたげが開かれていた。

　出席しているのは皇こう帝ていと太子琮そう成せい、それから耀よう妃ひ、景けい妃ひ、麗れい妃ひの三人の太子妃。現在皇宮にいる皇帝一家である。

　そしてもう一人。今こ宵よいの宴の華はな、瑠る璃りの酒しゆ杯はいを片手にぼやいている娘むすめ。

「はぁ……。わらわって、なんて可哀かわい相そうなのかしら」

　切なげに頭かぶりをふる彼女は、皇帝の娘だけに許された牡ぼ丹たん柄がらの赤い衣装に身を包んでいる。

　何度となく繰くり返された彼女のため息に、琮成は軽く眉まゆを寄せた。

「今日は姉上を歓かん待たいする宴なのですよ。祝いの席でそのようなことばかり仰おつしやっては……」

　公主華か瑛えい。琮成の一つ違ちがいの異母姉だ。

　普ふ段だんは離り宮きゆうで暮らしているが、このたび北の隣りん国ごく・采さいの太子に輿こし入いれすることになり、その準備のため皇宮へやってきた。異国へ嫁とつぐ彼女を祝おうと宴を開いたのは琮成だ。

　ところが当の公主ときたら、はじめこそ太子妃たちときゃあきゃあ楽しげに話していたが、そのうちやたらため息をつき始めた。御み簾すの向こうに皇帝がいることもお構いなしだ。

「申し訳ありません、太子殿でん下か。でも心配なのです。わらわったら、もう三度も結けつ婚こんに失敗しているし。四度目の縁えん談だんまで破談になったらと思うと心配で心配で、夜も眠ねむれないのです」

　眉をひそめて言いながらも華か瑛えいはひたすら食べ物を口に運んでいる。とてもそんな繊せん細さいな悩なやみ方をしているようには見えなかったが、琮そう成せいは真面まじ目めに応じた。

「過去のことはお忘れください。大事な御おん身みなのですから、思い悩まれてご病気にでもなられてはいけない」

「そうですわ、公主様」

　妃たちも同意したが、華瑛は軽く頭をふった。

「お気持ちはありがたいのですけれど、でも、三度ですのよ、三度！　大恩ある皇帝陛下と皇后様のご期待にも添そえず、申し訳なくて……。……きっと何かに取り憑つかれているのですわ」

「公主様……」

「はーぁ。わらわって、本当に可哀相」

　焼き肉の串くしを持ったまま頰ほおに手をあててため息をつく彼女を、琮成はやや呆あきれて見つめた。

　いくら内輪の宴とはいえ皇帝の御ご前ぜんでこれだけくだけられるのがすごい。胆たん力りよくがあるというよりはどこか抜ぬけているのではと思ってしまう。

　そっと御簾のほうを見た。皇帝が機き嫌げんを損そこねている様子はないと察し、ほっとする。

（これくらいで腹を立てられていては、皇帝など務まらないか）

　龍りゆう神じんに選ばれた碧へき眼がんの皇帝は、めったなことでは人前に顔をさらさない。その存在を神格化するため、いつからかそう定められたという。父が気安くその姿を見せるのは息子むすこである自分と、一部の近きん侍じ、あとは後宮の佳か人じんたちくらいなものだろう。

「公主様、ご案じなさらないで。次のご縁談はきっとうまくいきますわ」

「そうですとも。四度目の正直と申しますでしょう」

「現に、三度の破談を経へて四度目のお幸せなご婚こん約やくをされている方もいらっしゃいますのよ」

　妃たちが口々になぐさめると、華瑛は驚おどろいたように顔をあげた。

「まあ。それは一体、どこのどなたですの？」

「豊ほう家のご令れい嬢じようですわ。殿下の叔母おば君さまの──」

「やめよ」

　琮成は眉をひそめて妃たちを見た。公主の輿入れを祝う席で話すことではない。

　そこへ、遠えん慮りよがちな咳せき払ばらいとともに中年の男が入ってきた。丁てい寧ねいに一礼して口を開く。

「皇帝陛下に申し上げます。雪せつ南なん王おう崇すう怜れいさまがおいでになられました」

　琮成は軽くうなずいてみせた。皇帝に代わってこの場を取り仕切る太子の合図に、官かん吏りがうやうやしく頭をさげて退室していく。

　彼と入れ替かわりに入ってきたのは一人の若者だった。遅おくれていたもう一人の出席者がようやく到とう着ちやくしたのだ。

　颯さつ爽そうと現れた彼は琮成を見るなり笑えみを浮うかべた。回かい廊ろうを歩けば女官たちの黄色い声が鳴りやまないと言われる精せい悍かんな美び貌ぼうは、今日も完かん璧ぺきだ。

「皇帝陛下。ご無ぶ沙さ汰たしております」

　御簾に向かって挨あい拶さつした彼は、琮そう成せいが促うながすと、さらりと袖そでをなびかせてこちらを向いた。

「太子殿下も、お変わりなく。しかし琇しゆう有ゆうの姿がないようですが」

「……ご気分がすぐれないとのことで、欠席しておられます」

「おや。それは残念」

　がっかりしたように彼は表情をくもらせた。兄弟に会える機会は少ないので楽しみにしていたらしい。

　琮成の異母兄である彼、臨りん崇すう怜れいは、都から遠く離はなれた雪せつ南なん府ふを治める将軍だ。生母の喪もが明けたため、その報告と挨拶に来たのである。

　彼は次に、席に着いた華か瑛えいへと目をやった。

「采国への輿入れが決まったそうだな。お祝いを申し上げるよ、華瑛」

　華瑛がわずかに微笑ほほえんで会え釈しやくする。それまでの奇き人じんぶりと違ってどこか微び妙みような笑みだった。

　妹への挨拶が済むと、崇怜は再び御簾へと向き直った。

「慶けい事じを祝う宴に、私からもご報告が。ちょうど一族の方々もお集まりですし、よい機会かと存じまして」

「──申してみよ」

　初めて御簾の向こうから声がした。崇怜が深く一礼する。

「喪が明けましたので結婚を考えております。そのお許しをいただきたく参上いたしました」

「ほう……。それはめでたい。して、相手は誰だれだ」

「はい。豊ほう家の三さん娘じよう──豊ほう諭ゆ迅じんどのの娘、結ゆい蓮れんです」

　一いつ瞬しゆん、戸と惑まどうような沈ちん黙もくが部屋に落ちる。

　にこやかに言い放った兄の横顔を、琮成は驚きよう愕がくして見つめた。







　第一章　訪問者







　翠すい玉ぎよくの御み使つかい様




　お元気でいらっしゃいますか。桃とう霞かは今、新緑の季節を迎むかえています。

　薫くん風ぷうにきらめく若い緑の木々を眺ながめていると、ふとあなた様の凜り々りしいお姿がよみがえり、感動の涙なみだがこみあげます。結ゆい蓮れんはこの季節が大好きです。

　きっとあなた様は、今日も困っている人々をお助けしておいでなのでしょうね。神こう々ごうしいお姿が目に浮かぶようです。

　お弟で子しになる身として、一日たりともなまけてはいられません。

　あなた様のお名前に恥はじぬよう、結蓮も本日の任務に励はげんでまいります。
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　煌こう国の東、周しゆう方ほう山ざんの麓ふもとにある里の郊こう外がい。

　そこでは今日まさに、おぞましくも悲しい儀ぎ式しきが行われようとしていた。




　屹きつ立りつする岩山と、霧きりのかかる深い谷。暗い木々のおりなす森──。

　深山幽ゆう谷こくを絵に描かいたような山の奥に、碧みどり濃こき水をたたえる滝たき壺つぼがある。

　そこへ通じる山道を、数人の里人たちが大きな桶おけをかついで辿たどっていた。

　蓋ふたがされた桶には、無事冥めい府ふまでたどり着けるようにと霊れい符ふが貼はり付けてある。煌での死者は大たい抵ていこうして埋まい葬そうされるのだが、今その桶に入っているのは、まだ生きている娘むすめだった。

　これから彼女は、この山を統すべる神への生け贄にえとして捧ささげられるのだ。

　山道の果てに滝壺が現れると、里人たちはその前に桶を置き、逃にげるように駆かけ去った。その足音もじきに聞こえなくなる。

　山の静せい寂じやくは深い。

　風は鳴らず、鳥や獣けものの声も聞こえない。流れ込む水が涸かれたのか滝壺は澱よどみ、傍そばにある社も崩くずれかけていた。

　やがて、社の朽くち木がカタカタと音を立て始める。その後ろから、のそりと四つんばいの影かげがいくつもはい出てきた。

　現れたのは褐かつ色しよくの毛並みの狒ひ々ひだ。見上げるほどの巨きよ軀くに金色の目玉が爛らん々らんと光っている。

　彼らの頭かしらだろうか、一ひと際きわ大きな狒々が舌なめずりしながら口を開いた。

「──出てこい」

　カタン、と桶の蓋がはずれる。

　命じられるまま桶から出てきた娘を、狒ひ々ひたちは高こう揚ようしたように眺めた。

「ほう……」

　それは、仙せん女によかと見まがうほどの美しい少女だった。

　白絹のごとく清らかですべらかな肌はだ、凜りんとこちらを見つめる黒い瞳ひとみ、紅をさした小さな唇くちびる。あざやかな錦にしきの上うわ衣ぎぬに桃もも色いろの裙くん子しを穿はき、流れる黒くろ髪かみを高く結ゆっている。

　唇からこぼれた声も、また涼すずやかだった。

「この山の主、山神様を名乗る御お方かたはどちらですか」

　狒々の頭は一いつ瞬しゆん黙だまったが、耳みみ障ざわりな声をあげて笑った。

「いかにも、我がこの地を統べる神だ。小仙女よ、おまえが次の贄にえか」

「……なるほど。おまえたちが」

　にこりともせず娘は返す。

　とたん、ぶわりと突とつ風ぷうが巻き起こり、狒々らは怯ひるんだように後ずさった。

　桶の中に入れておいたのだろう、娘はいつのまにか太刀たちを構えている。鞘さやは付いたままだがその殺気はただならぬものだった。先刻の突風は彼女が太刀を振ふり下ろしたために起きたものだったのだ。

　すらりと太刀を抜ぬき放ち、娘は切っ先を狒々の頭に向けた。

「私は大だい煌こう帝てい国こく皇帝陛下の臣にして太子殿でん下か琮そう成せい様の近衛、柚ゆう梨り軍北軍所属、豊ほう結ゆい蓮れんと申す者。殿下にあだなす不届き者を成敗しにまいりました」

　なよやかな見た目にそぐわない力強い声、太刀を握にぎる姿にも隙すきがない。裾すそ引びく裳もも長い袖そでの上衣も、彼女が動く上でなんの障害にもならないのだとその瞳が語っているかのようだ。

　突とつ如じよ現れた皇帝の武官を名乗る佳か人じんに、狒々たちはギシギシと不気味な声で騒さわいだ。

　獲え物ものを捕とらえるためゆっくりと散らばる妖よう怪かいたちを、娘は冷ややかに見回す。

「神の名を騙かたれば里人が要求を吞のむと思ったか、はぐれ妖怪。ゆくゆくは太子殿下がお治めになる国に、おまえたちのような人を食くらう化け物はいらぬ」

　毅き然ぜんと放たれた言葉には明らかな殺気が宿っている。狒々の頭は、にたりと口を開けて娘を眺めた。

「間ま抜ぬけな里人どもは騙だませたのに、もう帝みかどの耳に入ってしまったか……。頭かしらの深しん撚ねんが封ふうじられて、ようやく我が幅はばをきかせられるようになったというのに」

　ざわりと木々が音を立てる。不ふ穏おんな気配があたりに満ちていく。

「これでもう人の娘を食えないとは……ほんに惜おしいのう」

　ギシギシと鳴く声がこだまする。娘は怯むことなく太刀を構え、金の目玉をにらみすえた。

「殿下の御名と煌国の名を汚けがす愚おろか者。太刀の錆さびと消え果てるがいい。──覚かく悟ご！」

「ヒヒヒヒヒ！　小娘が、なぶり殺してくれるわ！」

　両者の殺気が激げき突とつする。山の静寂は切り裂さかれ、木の葉とともに空へ散った。

　のちに「周方山まっぷたつの怪かい・神の鉄てつ槌ついか」と怪かい奇き小説の下した敷じきにもされた激げき闘とうの始まりだった。
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　煌こう国の都、桃とう霞かは初夏を迎えていた。

　桃とう花かの祭りの熱気がおさまったとはいえ、大門から皇こう宮ぐうまで都の中心を貫つらぬいて走る玉ぎよく天てん大たい街がは今日も大勢の人々でにぎわっている。小路で区切られた〝同どう〟と呼ばれる居住区は同業種の職人や商店が集まって街をなしており、市の立つ日まで間がある今、どこも品物を求める客が絶えない。

　そんな中、結ゆい蓮れんは馬を牽ひいて月げつ仙せん同どうという菓か子し処どころの街を歩いていた。

　きっちりと鎧よろいを着込んだ若い娘、それも見ただけで身み震ぶるいするほどの美女とあって、道行く人々の視線がちらちらと投げかけられる。

　だが彼らの誰だれもが知らないだろう。彼女が今上帝の皇后を出した名門の令れい嬢じようだというのも、ゆくゆくは大将軍となることを目指して日々修しゆ行ぎように明け暮れているのも。ましてや妖怪退治の帰りにここへ立ち寄ったことなど想像もしていないはずだ。

（殿下への贈おくり物はこれでよかったかしら。琇しゆう有ゆう様に頼たのまれていたものも入手したし、あとは何か買い忘れたものは……）

　馬の背には山のように菓子の箱が積まれている。庶しよ民みんの味を知り庶民の生活を知るため庶民の菓子を食すという、太子の崇すう高こうな日課に必要なものだ。

　一つ一つ指で確かく認にんし、買い忘れがないのを確かめていた結蓮は、行く手に見えた菓子処に気付いて足を止めた。

（あの店は確か、季すえ隆たかどののお気に入りの菓子を売っていたはず……）

　大の甘党である上官の顔が浮うかぶ。少し考えたが、結局そちらに足を向けた。

　ここ数日、太たい子し舎しや人じんとしての任務のため出向先である封ふう陰いん省しようには休きゆう暇かを願い出ていた。久々の出勤時に菓子を持っていくのも悪くない。

　繁はん盛じようしている店内で目当てのものを注文し、巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出す。太子のおつかいをするようになってからはこうして自分で買い物をすることも増えた。

（……あ）

　代金を払はらおうとして、巾着の中身が心こころ許もとないのに気付く。太子へ贈る菓子を買いすぎたらしい。どうしようかと迷ったが、正直に打ち明けることにした。

「店主どの。申し訳ないのですが、持ち合わせが少なくて……」

「ええ？　困りますね、武官さまァ」

　店主の男があからさまに顔をしかめる。結蓮は急いで荷物を探さぐった。緊きん急きゆう時のために持ち歩いていたものがあったはずだ。

「本当に申し訳ない。──これで足りますか？」

　ごとん、と台に置かれたのは、赤ん坊ぼうの頭ほどもある大きさの金きん塊かい。

　一瞬沈ちん黙もくが流れ、店主が「ふーっ」と白目をむいて倒たおれた。

「店主どの!?」

　結ゆい蓮れんは驚おどろいてのぞきこむ。やはりこれでは足りなかったか。それにしてもいきなり失神するなんて。

　他ほかの客や店の者もあんぐりと口を開けて見ているだけで、店主を介かい抱ほうする者はない。

（どうしよう。代金を踏ふみ倒すつもりはないのに……）

　太子近衛である自分がそんな容疑で捕つかまっては、太子の名めい誉よにもかかわる。

　困っていると、ふいに後ろでげらげらと爆ばく笑しようする声がした。

　脇わきから小こ銭ぜにがひょいと台に投げられる。ちょうど菓か子しの代金分だ。

「面白い娘だのう。どれ、わしが立て替かえてやるよ」

　愉ゆ快かいそうに笑いながら男が隣となりに並ぶ。

　年の頃ころなら四十にかかるくらいだろうか。少しくたびれた感はあったが、同時に色気のようなものも持った不思議な男だった。結蓮の顔を見ると驚いたように目をむく。

「えっ、すげー美女。わしと結けつ婚こんしてくれ」

　いきなり手を握られ、結蓮はまじまじと相手を見た。どうも見覚えのない顔だ。

「どちら様ですか？」

「わははは、冷たいのう」

　豪ごう快かいに笑うと、菓子の包みと金塊をむんずとつかんで押しつけてくる。

「いいからこれはしまっとけよ。悪いやつらに目をつけられたら事ことだぜ」

　そこで結蓮はようやく気付いた。立て替えてやると言ったのは代わりに払ってくれたのだ。

　店の外に出ると、あらためて一礼した。

「かたじけない。後でお返しにうかがいますので、ご自宅を教えていただけますか」

「あー、家か。ちょっと遠くてのう。こっちの知り合いのところに出てきとるんでな。今から一いつ緒しよに行くかい」

「いえ、それは……。出勤途と中ちゆうですので」

　丁てい寧ねいに結蓮が断ると、男はおもしろそうに笑った。

「そう警けい戒かいせんでも、あやしい素す姓じようじゃないぞ。朝ちよう廷ていの官かん吏りだしな」

「そうなのですか。どちらの官府の方です？」

「封ふう陰いん省しようだ。一応、次官とか言っとったよ」

　さらりと告げた男を、結蓮は驚いて見つめた。

　封陰省次官。それは結蓮の上官であり、〝婚こん約やく者〟にあたる人の官職だ。
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　見覚えのあるその景色は、乳白色のもやに包まれていた。

　幻げん想そう的にも思える風景の中、ざくざくと足早に歩く少年をもう一人が追いかけている。

『季すえ隆たか。──おい、ちょっと待てって』

　こちらは少年ではなく青年といっていい年とし頃ごろだろうか。しきりとなだめるように声をかけている。

『本当に封ふう陰いん省しようをやめるつもりなのか？　考え直せよ。おまえほどの天才がここで潰つぶれるなんて、私は耐たえられないよ』

　その言葉で、季隆はようやく気がついた。

（ああ……これって夢か）

　留学早々上官に意見したせいで僻へき地ちの任務ばかり回らされ、やってられるかと辞表を叩たたきつけに都へ戻もどってきた、あの日の夢だ。

　夢の中の自分が怒いかりをぶちまけ始める。

『俺は田舎いなかのちゃっちい妖怪を退治して回るためにわざわざ煌こうに来たんじゃない！　あんな銭まみれのくそ親おや爺じどもにこれ以上従ってられるかよ』

（あーあー。若いねえ、おい）

　苦く笑しようする今の自分の前で、昔の自分はなおも怒おこっている。

『朝廷ことばとか言ってやたら丁寧にしゃべらなきゃいけないし、こんなに窮きゆう屈くつだなんて思わなかった。俺は勉強しに来てるんだぞ。なんでくそ親爺どもにぺこぺこ愛想ふりまかなきゃいけないんだ』

『しょうがないだろう、ここにいる間は私たちも朝廷の官吏なんだから。そりゃ自分のことを俺なんて言ったりぞんざいな言葉遣づかいをしたりしてたら怒られるさ』

　なだめながらも青年は苦笑している。彼の優やさしい声が懐なつかしく胸に響ひびいた。

　夢の中の自分はむすりとしていたが、ふと怪け訝げんそうに遠くへと目を向けた。はるか向こうにある内ない宮ぐうのほうだ。その顔に緊きん迫ぱくしたものが浮かぶ。

『なんかおかしい……。たぶん、後宮だ』

　言うなり身を翻ひるがえして駆かけていってしまう。一緒にいた青年が『待てよ！』と慌あわてて追っていった。

　それきり、白い光景は徐じよ々じよに曖あい昧まいになっていく。

　もう少しだけ、と思った時にはもう遅おそく、季隆は夢から覚めていた。

　寝しん台だいの天てん井じようを見上げ、今見ていた夢を反はん芻すうする。

（……久々に見たな……）

　あれは結ゆい蓮れんと出会った日の夢でもあった。

　あの後、急いで後宮へ駆けつけてみると、すでにその部屋は妖よう怪かいに襲おそわれた後だった。凄せい惨さんな光景が広がる中、卓子つくえの下で震ふるえている少女を見つけた時はどんなに安あん堵どしたことか。

　苦手だった煌ことばも、あの時ほど勉強しておいてよかったと思ったことはない。とりあえずは彼女と会話が通じたから少しは励はげましてやることもできた。

　あの時命を助けたことで、自分は彼女の恩人様になってしまったらしい。

　不思議な因果だと思う。投げやりな気持ちで都に戻ってきたその日にあの事件に遭そう遇ぐうし、彼女を助けたことで、呪じゆ禁ごん師しとしての使命と誇ほこりを思い出したのだから。

（俺にとっても、あの子は恩人だな……）

　それを伝えられないのが悔くやしいような、申し訳ないような──。

　そんなことを思いながらぼんやりと天井を眺ながめていると、ぬっと視界に顔が入ってきた。

「お目覚めですかな婿むこどの」

「おわッ!?」

　思わず飛び起きた。

　寝台の紗しや幕まくをあげてのぞきこんでいる老人を、目をむいて見つめ返す。

（な……、豊ほう老ろう公こう!?）

　婚約者である結ゆい蓮れんの祖父であり、皇后の父、そして国一番の大だい富ふ豪ごうでもある豊諭ゆ迅じん翁おうだ。

　そんなお大だい尽じんがなぜかこのおんぼろ長屋にいて、寝しん所じよの枕まくら元もとに座っている。わけがわからず慌てて寝台から這はい出た。

「ええと……、おはようございます、ご老公。あの、うちに何かご用でも……？」

　どうやって寝所まで入ったのかとかいろいろと訊ききたいことはあったが、ひとまず用向きを訊いてみる。超ちよう名門の当主がこんなうらぶれた長屋の一室を訪ねてくるなんて、何かあったに違ちがいない。

　いつもどおりの厳いかつい顔つきで床ゆかに端たん座ざしている彼に席を作って勧すすめたが、固辞されたため、季すえ隆たかは仕方なく彼の向かいに正座した。

「急にお訪ねして申し訳ありませぬ。大事な孫の婿どのがどのような住まいを構えておいでなのか、この目で見てみたいという欲よつ求きゆうを抑おさえきれませんでな。失礼いたしました」

「はあ。こんなあばらやでどうもすみません」

「なかなかの豪ごう邸ていではございませぬか。多少あちこち傷いたんでいるのも趣おもむきがあって結構結構」

「……いえ、うちはこの部屋だけなんですけど。建物全体は長屋でして」

　結蓮が初めてここへ来た時も同じことを言っていたのを思いだし、苦笑がこぼれる。

　璉れん人ひとが肩かたを寄せ合って住む長屋のことを説明すると、豊老人は驚いたようだった。

「さようでしたか。他の者は皆みなこちらの使用人だとばかり思っておりました。お気を悪くされたのならお詫わびを」

「いえ、別にいいんですが。お孫さんと同じことを仰おつしやるんだなぁと思って興味深くて」

　とたん、豊老人の眼光が鋭するどくなった。

「結蓮もこちらに？　もうそこまで仲が進んでおいでなのですか？」

「えっ。いや、まあ……、朝が弱いもので、何度か起こしにきてくれたことがありまして」

　内心ぎくりとしたのを笑ってごまかす。

　表向きは厳しく当たりつつも、裏ではまさに目に入れても痛くないほど溺でき愛あいしている孫まご娘むすめだ。こんなところに連れ込んだなどと思われたら、機き嫌げんを損そこねて婚約解消を言い渡わたされかねない。

　しかし、そんな懸け念ねんをよそに豊老人は満足げにうなずいた。

「仲睦むつまじくしていただいておるようですな。安堵いたしました」

「ハハハ、まあ、許嫁いいなずけですから……」

「近ちか頃ごろの結ゆい蓮れんは少し丸くなったように思われます。やはり婿どのの影えい響きようでありましょうな」

　愛想笑いをしていた季すえ隆たかは、その言葉にふと結蓮のことを思い返す。近頃の彼女は良い意味で肩の力が抜ぬけてきたようだと、つい最近自分も感じたのを思い出した。

「確かに、そうですね。でもそれは結蓮嬢じようが自分で壁かべを乗り越こえたからですよ。僕は何もしてません」

　大切な人たちを傷つけ自身の運命も変えた妖怪への憎にくしみから、以前の彼女は可哀かわい相そうなほど思い詰つめていたところがあった。しかしその妖怪を自ら倒たおした今、豊ほう老人の言うようにやわらかい雰ふん囲い気きになってきたように思う。

　思わず微笑ほほえむ季隆を、豊老人は何やら感じ入ったように見つめている。

「ほう……。結蓮とも許嫁らしい仲になっていらしたご様子、このおいぼれも嬉うれしく思いまする。して、そろそろ婚こん礼れいの日取りを決めたいと思うのですが、何かご都合はありますかな」

　いきなり話が飛んだ。いや、彼にとっては孫とその婚約者の話なのだから自然な流れなのだろうが。

　それについてずっと気になっていたことがあったのを思い出し、季隆は真面まじ目めな顔で老人を見つめた。

「一つ確かく認にんしておきたいんですが。本当に結けつ婚こんしてもいいんですね？」

「と、仰ると？」

「結蓮嬢を人の世につなぎとめる術すべを見つけたとして、その時になってやっぱり渡さないなんて言われたら困りますから」

　豊老人が結蓮を結婚させたい理由。それは龍りゆう族の血を引く彼女を眷けん属ぞくのもとに帰さないためだ。人の男に嫁とつがせ、人の世になじませるのが目的であり、その根幹には愛する孫娘を手放したくないという強い想おもいがある。彼女がこの世に残れるとなれば、豊老人にとって結婚話などどうでもよくなるはずなのだ。

　しかしその疑問は力強く否定された。

「そんなことを申すわけがありますまい！　わしはもう季隆どのを我わが婿として親しく思っておるのですぞ。お望みなら屋や敷しきも建てますし、官位ももう少し上のものをご用意いたします。金品を詰めた蔵くらもお贈おくりしましょうと何度も申しておるのに、いつも遠えん慮りよなされて」

「いや、そういうのは本当にいらないんで……」

　寝ね癖ぐせのついた髪かみをかきあげてぼやきかけ、思いついて視線を戻す。

「でも、一つお願いを聞いていただけるなら。少しでいいので、あの子に優しくしてあげてくれませんか。それだけでずいぶん救われると思うので」

　本ほん性しようが人でないゆえに、結蓮は人の世から浮ういてしまっている部分がある。それに敏びん感かんに気付いた周囲の人々から心ない仕打ちを受けてきたらしい。せめて祖父である彼が優しい言葉をかけてやればどんなに喜ぶだろう。

　お願いします、と頭をさげるのを見て、豊老人の目に涙なみだが浮かぶ。

「婿どの……それほどまでに結ゆい蓮れんのことを想ってくださっておいでか……っ」

「え」

　たじろぐ季すえ隆たかの手をがしりと握にぎると、彼は重々しく宣言した。

「今日はそんな婿どのを見込んでお願いにまいったのです。どうか、結蓮と──」
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　煌こう国の朝ちよう廷ていは、政治機関の置かれた外朝と皇こう帝てい一家の住居である内ない宮ぐうに大きく分かれている。

　とはいえ内宮にも様々な官府は存在する。太子のための東宮府もその一つだ。かつて結蓮が所属していた太子近衛の柚ゆう梨り軍もここに詰めている。

　東宮府の奥、門をくぐった先にあるのが東宮御ご殿てん、すなわち太子の住まう春しゆん明めい殿でんだ。

　いつものように身分証を提示して門を抜けると、ぴりぴりと肌はだを刺さすような刺し激げきが走った。龍神の末まつ裔えいである太子は、妖怪たちから最上の餌えさとして狙ねらわれる存在だ。そんな太子を護まもるために強力な結界がかけられているのである。

（今日も結界に不備はなし、と）

　しっかり確認し、結蓮は安心して回かい廊ろうを進んだ。

　御殿へつながる回廊には、祖父である豊ほう諭ゆ迅じんが寄き贈ぞうした絢けん爛らんな吊つり灯どう籠ろうがずらりと続く。

　近くの柳やなぎの枝が風にたなびいている。見上げれば黄こ金がね色いろの甍いらかが蒼そう穹きゆうにあざやかに映はえていた。初夏の風が光るさまが見えるような、穏おだやかな陽ひ射ざしだ。

　のどかな風景から目を戻もどし、結蓮は何気なく行く手を見たが、とたんに仰ぎよう天てんした。

　なんと太子その人が回廊をこちらへ歩いてくる。お付きの舎しや人じんを従えているとはいえなんとも不用心だ。

「太子殿でん下か！　いけません、このような時間に出歩かれては危険です」

　猛もう然ぜんと駆かけ寄って膝ひざをつくなり諫いさめた結蓮を、太子は眉まゆをひそめて見下ろしてきた。

「昼間に出歩かずに、いつ出歩けというのだ」

「はっ。しかしながら殿下はこの煌国に唯ゆい一いつの御お方かた。万一の備えとして、あと五千ばかりお供を増やしてからお出かけになられては」

「うつけ者。とにかく立て。そんなに地べたから言われては話しづらくてかなわぬ」

　冷めた声で命じられ、結蓮は急いで立ち上がった。じっと視線が注がれるのを感じるが、一武官として気安く顔をあげるわけにはいかない。

「そのわけのわからぬ暑苦しい気き遣づかい。いいかげんにしろと言ったはずだぞ」

　煌国太子、臨りん琮そう成せい。過保護な武官を呆あきれて見下ろすその瞳ひとみは、蒼あおい輝かがやきをしている。

　龍神の末裔だったという初代皇帝以来、煌では碧へき眼がんを持って生まれた者だけが玉座にのぼるのを許されていた。この国で今現在その資格を持つのは彼と皇帝の二人のみだ。

「申し訳ございません、太子殿下！」

「だがいいところへ来た。おまえも供をせよ、結蓮」

「はっ。どちらへお出ましでしょうか。先にいって露つゆ払はらいをしてまいりますが」

「しなくてよい。母上の御殿だ」

「北ほく宮ぐうへ。お見み舞まいでございますか？」

「それも兼かねた挨あい拶さつだ。おまえが留守にしている間に母上がお目覚めになった」

　結ゆい蓮れんは驚おどろきのあまりつい顔をあげてしまった。

（皇后様が……！）

　妖よう怪かいの襲しゆう撃げきで受けた傷を癒いやすため、皇后は五年前から結界の中で眠ねむりについていた。この春に結界が解かれ、住まいであった北宮に戻ったものの、眠りから覚めないままだったのだ。

「おめでとうございます、殿下！」

　かつて母親代わりに慈いつくしんでくれた人の回復に思わず声がはずむ。琮そう成せいも同じ思いだったようで、いつもは冷静な顔つきに喜びがにじみ出ていた。

「行くぞ、結蓮」

「はっ！」

　ただの幼なじみであった子どもの頃ころに戻ったかのように笑えみをかわすと、二人はいそいそと東宮を後にした。







　北宮へ向かう道すがら、妖怪退治の任務が成功した旨むねを結蓮が報告すると、琮成はしぶい顔になった。

「しばらく留守にすると言っていたのはそれか」

「はっ。いずれ殿下がお治めになる国で、神を騙かたって生け贄にえをとるとは不届きな輩やからもあったものです。無事に召めしとってまいりましたのでどうぞご安心ください」

　少々手こずったことは伏せ、かしこまって一礼する。

　太子である琮成は、いずれ帝てい位いを継つぐ者として皇帝の仕事の一部を任されている。その一つが各地から上奏される怪かい異いの解決だ。龍神に選ばれた存在の太子は生まれつき異能の力を持つ。人々はそんな太子を崇あがめ、頼たよりにしていた。

　太子に対する煌こうの民たみの信しん頼らいに応こたえるため、そして太子の役に少しでも立てればと、結蓮はしばしば妖怪退治の任務に出かけているのだった。

「……おまえは……」

　眉を寄せて何か言いかけた琮成だったが、尊敬に満ちた眼まな差ざしが向けられているのを見ると諦あきらめたように目をそらした。

「おまえが留守にしている間、こちらでもいろいろとあったのだが。──華か瑛えい姉上を覚えているか？」

「はっ。禄ろく山ざん公こう主しゆであらせられる……」

　琮成の姉の皇女だ。現在は皇こう宮ぐうを離はなれ、離り宮きゆうで暮らしている。

「そうだ。采さいの太子に輿こし入いれするのは聞いているだろう。その準備のために皇宮へいらしているのだが、慣れない皇宮暮らしで退たい屈くつなさっておいでのようでな。何か心をお慰なぐさめするものはないかと考えていた」

　物思うふうに遠くを見やる。皇帝の御み子こたちの中では年若い彼だが、生まれながらの太子として兄弟姉妹に気を配っていることに結ゆい蓮れんはあらためて感動を覚えた。

（なんというお優やさしい御方だろう。さすがは太子殿下……！）

　思わず熱い眼差しで見つめてしまうと、視線に気付いたのか琮そう成せいがこちらを見た。

「ああ、おまえは考えなくてよい。どうせ素すっ頓とん狂きような案が出てくるに決まっているからな」

「はっ。おそれいります！」

「もしどこかで姉上とお会いすることがあれば──まあ、ないとは思うが、遠い国に嫁がれる身だ、気き遣づかいの言葉をかけてさしあげてくれ」

　いつものようにそっけない口調での指示に、結蓮は「はっ」とかしこまってうなずく。煌こうの名を背負って嫁ぐ公主の縁えん談だんだ。うまく運ぶよう祈いのらないわけがない。

「それから──」

　真顔で言いかけた琮成が、何か迷うように言い淀よどむ。

　どうしたのかと結蓮が見つめると、彼は思い直したように続けた。

「……それから、西さい宮ぐう付近には当分近づくな。いいな」

（西宮？）

　皇子皇女の宮きゆう殿でんがある場所だ。現在は琮成の同母兄の琇しゆう有ゆうのみが暮らしている。各地に散らばった御子らが皇宮へ来た時の臨時の御殿でもあり、華か瑛えいもそこに滞たい在ざいしているはずだ。

　理由はわからなかったが、太子の命令とあっては逆らうわけもない。結蓮は大して疑問も抱いだかずうなずいた。

　北宮へ到とう着ちやくし、女官の案内にしたがって奥へ進む。琮成は何度も見舞いに訪おとずれていたようだが結蓮はこれが初めてだ。緊きん張ちようと喜びで胸がはりさけそうだった。

　なにしろ五年ぶりに目通りするのだ。まず初めになんと挨拶したらいいだろうかとどきどきしながら考えていると、行く手から朗ほがらかな笑い声が聞こえてきた。

　皇后のものだと気付いて結蓮は思わず琮成と顔を見合わせる。

「ずいぶんとお元気そうだな」

「そのようですね……」

　楽しげな笑い声の合間に別の声が混じって聞こえる。自分たちより先に訪問者があったのだろうか。しかし皇后のもとを訪ねる者といえば限られているはずだ。

　怪け訝げんに思いながら部屋に入ると、そこには衝しよう撃げきの光景が広がっていた。

「あらあら、それはまことの話？　あたくし初耳だわ」

　上じよう機き嫌げんな様子で寝ね椅い子すに寄りかかっている皇后と。

「実はそうなんですよ～。あ、これは内密にお願いいたします。ばれたら旅に出なきゃいけなくなりますので」

　その後ろで皇后の肩かたを笑顔で揉もんでいる男──。

「おほほ、橘たちばなったら大げさねえ」

「いえいえー、本当ですよ皇后様」

　結ゆい蓮れんは目をむいた。

　どこの無礼者かと思えば、皇后と仲良く談だん笑しようしているのはなんと見慣れた上官だったのだ。

（なぜ季すえ隆たかどのが!?）

　太子より先に皇后に会い、あまつさえ気安く肩を揉んでいるとは。

「あら、太子？　今日も来てくれたの。相変わらずあたくしに似て美青年だこと」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす二人にようやく気付いたらしく、皇后が笑みを向けてくる。はっと結蓮は我に返った。

「もしや、そこにいるのが結蓮なの？　あらあら、こちらも大きくなったこと──」

「はっ。皇后様、しばしご無礼つかまつります！」

　畏おそれ多くも皇后の言葉を遮さえぎってしまうほど動どう揺ようしながら、結蓮は上官の首根っこをつかんですみやかに部屋の隅すみへと連行したのだった。







「──なぜあの者がここに？」

　隅で小声で言い合っている二人を見やり、琮そう成せいは眉をひそめた。

　当然ながら皇后の御ご殿てんというのは簡単に入れる場所ではない。自分は許可を出していないから、とすると父である皇こう帝ていの許しをもらってということになる。

「相そう長ちよう官かんの代わりに様子を見に来てくれたのよ。長官は出張中なのですって」

　不ふ審しんがるのを隠かくしもしない太子と違ちがい、皇后は鷹おう揚ようとした態度だ。絹の打ち掛かけを膝ひざに掛け直しながら、ゆったりと部屋の隅へ目をやった。

「……驚いたこと。本当に武官になってしまったのね、あの子」

　見ているのは鎧よろい姿の結蓮だ。事前に誰だれかに武官になったことを聞いていたらしい。

　五年前、母も自分も妖怪に襲おそわれて同じように血の海に沈しずんだ。救助がわずかに早かったため自分はすぐに意識を取り戻もどしたが、母はそのまま目覚めなかったのだ。よもやその間に可愛かわいがっていた姪めいが武官に志願したとは思いも寄らなかったことだろう。

「こんな形であたくしの言いつけを守り続けるだなんて……」

「申し訳ありません。止められませんでした」

　琮成は目を伏ふせた。結蓮が武官になったのは間ま違ちがいなく太子のためだ。いつも従順な彼女があの時だけは言うことを聞かなかった。

「まあ驚きましたよ。けれど頼たのもしい婚こん約やく者が一いつ緒しよのようだし、そこは安心だわ。結蓮も恩人がお相手では本ほん望もうでしょう」

「恩人？　なんのお話ですか？」

　あの封ふう陰いん官のことを皇后が気に入っている様子なのも気になる。初対面のはずなのにと琮成が怪訝な思いで見つめると、皇后は不思議そうな顔になった。

「そなた、聞いていないのですか。五年前の例の妖よう怪かいが襲しゆう撃げきしてきた時、あたくしとそなたの命を助けたのは、あそこにいる橘たちばななのですよ」

　何を言われたのか一いつ瞬しゆんわからず、琮そう成せいは眉まゆをひそめた。

　あの時、最初に駆けつけてきたのは現・封ふう陰いん省しよう長官の相そう京けいのはずだ。その功績が認められて現職に任命されたのだから。

　そんな疑問を察したのか皇后が軽くうなずく。

「相京本人からも聞いたのですよ。自分が異変に気付いて駆かけつけた時にはすでに事は済んでいたと。一足先に現場に来ていた橘が、そなたにとどめを刺さそうとしていた妖怪を退散させたそうよ。その頃ころの彼は封陰省の新人で、現場の指揮を執とることができなかった。それで別部署ながら高官だった相京にすべてをゆだねたと言っていたわ」

「……まさか」

　我ながら間の抜ぬけた声がもれた。

　あそこで部下に小言を言われてへらへら笑っている男が命の恩人？　──とてもすぐには信じられない。

　だが呆然として彼を見つめているうち、もう一つの事実に気付いた。

（つまり……結ゆい蓮れんが憧あこがれている恩人が、あの男だということか……!?）

　颯さつ爽そうと現れた術師に命を救われて以来、結蓮がその術師を慕したっているのは知っている。確か『翠すい玉ぎよくの御み使つかい様』だとかいうおかしな呼び名をつけていた。

（馬ば鹿かな。恩人と再会したのなら、結蓮が私に言わないはずがない。なぜ黙だまっている……）

　だから季すえ隆たかとの婚約をすんなり受け入れたのか。そんなに大事なことを報告しないのは、あの男との関係を太子である自分より優先させたからなのか。

　そんな思いで動揺したが、はたと顔をあげた。

（そうだ──結蓮が私に言わないはずがない。結蓮は知らないのか……！）

　何年も慕い続けている相手が現れたとなれば、多少なりとも浮うかれてもおかしくない。だが彼女の態度に変わったところは見られなかった。

　季隆が恩人だということに気付いていないのだ。今まさに彼女の目の前にいるのに。

「──母上、お願いがあります。その件は結蓮には内密にしていてくださいませんか」

　その事実に気付いた時、とっさに琮成はそう口にしていた。

　皇后が長い睫まつ毛げを瞬しばたたかせる。

「なぜです？　三人目までは気が進まなかったようだけれど、橘のことは結蓮も気に入っているのでしょう？」

「あの男は留学生ですよ。いずれ故国に帰る身です。結蓮を任せられるわけがないでしょう。もっと身元のしっかりした、結蓮を守れるような男でなければ認められません」

　自分は何も、気まぐれや同情で彼女の結けつ婚こんを邪じや魔ましてきたわけではない。

　家の事情で安易に嫁とつがせていい娘むすめではないと、本能で感じるのだ。その理由までは自分でもわからないままだが──。

　皇后はしばし黙ったが、そっとため息をついて言った。

「あの子を本気で守りたいのなら、今のそなたでは覚かく悟ごが足りないわね」

「……どういう意味です？」

「わかっているでしょう。結ゆい蓮れんは幸か不幸か豊ほう家という名門に産まれてしまった。親の決めた相手に嫁ぐことは避さけられない運命です。そなたがいくら邪魔をしたところで、この先もきっと同じことの繰くり返しでしょう。それを断ち切りたいというのなら、それこそ、そなたの後宮にでも入れるしかありません」

「私と結蓮は甥おいと叔母おばということになっているのですよ。そんなこと、できるわけが──」

「それでもあの子を意に染まぬ結婚から救ってやりたいのなら、そうするしかないでしょう。もちろん、豊結蓮として太子妃ひになることはできないわ。結蓮がそなたの妃きさきになるとすれば、あの子から名前も素す姓じようもすべて奪うばい去り、まったく別の人間として迎むかえなければね」

　琮そう成せいは目を瞠みはった。皇后が軽く微笑ほほえむ。

「結蓮を名無しにしても守りたいという、その覚悟がそなたにはないと言っているのです」

　本当に結蓮を解放してやりたければ、別人として自分の後宮へ入れる。それは、彼女が親の決めた結婚に臨のぞむのと同じくらい琮成にとっては受け入れがたい話だ。

「そなたはそんなことはしたくないのでしょう？　あたくしだって望んではいません。けれど、やみくもに反対してばかりでは結蓮はいつになっても幸せにはなれないのよ。あの子が心から望む相手と巡めぐり会えても、そなたは『認められぬ』と邪魔をするつもりですか？」

「……」

　琮成は離はなれたところで上官に小言を続けている結蓮へと目をやった。

　ずっとつないでいた手を、もう離してやれ。──母はそう言っているのだろうか。

（私は、結蓮を不幸にしたいわけではない……）

　兄妹きようだいのように育ってきた彼女を、どうしてそんなふうに思えるだろう。

　黙り込む琮成を皇后は慈いつくしむような目で見つめたが、それきり何も言わなかった。

　部屋の隅でいまだに小言続行中の姪へと顔を向ける。

「結蓮。そんなに橘たちばなとばかり戯たわむれていないで、こちらにいらっしゃい」

　笑えみを含ふくんだ華はなやかな声に、結蓮がはっと口をつぐんだ。

　くるりとこちらを向いた顔が、意外なほどあどけなく見えた。まるで五年前までの彼女のような。

「……はっ。皇后様！」

　うわずった声で返答してすばやく皇后の前に立つ。緊きん張ちようしているのか頰ほおがほのかに赤い。

「顔を見せてちょうだい。あらあら、やっぱりあたくしのにらんだとおりだわ。仙せん女によ様のような美しさではないの。さぞや面めん倒どうな男に大勢言い寄られたでしょう」

「はっ。おそれいります。ですが皇后様の教えを守り、対応いたしましたので大事ございません」

「おほほ、面白いしゃべり方をするようになったのねえ」

　あらためて再会の挨あい拶さつを始めた二人を、琮そう成せいはなんとなく眺ながめていた。

　ふと気付くと、傍そばに季すえ隆たかが立っている。結ゆい蓮れんの小言から解放されて彼のほうもこちらへ戻っていたようだ。その緊きん張ちよう感かんのない横顔を見ると言いようのないむかついた感情がこみ上げたが、それは抑おさえてひとまず確かく認にんした。

「五年前の事件の折、初めに後宮へ駆けつけてきたのはそなただと聞いたが、まことか？」

　季隆は驚おどろいたような顔で見たが、すぐに微笑んでうなずいた。

「はい。来るのが遅おそくなりましたが、殿でん下かをお助けすることができて幸いでございました」

　毒気のない応こたえに複雑な思いになる。真実であるなら彼は命の恩人なのだ。

「……結蓮は知らぬのだな？」

「はい。私も話すつもりはありませんので、どうか殿下もご内密にお願いいたします」

　その答えは意外だった。家の決めた婚約とはいえ、その事情を話せば結蓮はまず嫌いやがりはしないだろうに。何か思惑おもわくがあるのか。

「なぜ言わない？」

　季隆は少し考え込むように黙りこみ、やがて唇くちびるに笑みを浮かべた。

「職務上、支障が出ては困りますので」

　よくわからない答えだった。まるで何かをごまかしたいようだ。

　だがそれはこちらも都合がいい。てっきり彼のことだからべらべら話すのではと思っていた。

「支障も何も、あれがやる気を損そこなう日が来るとは思えぬがな。現に今日も妖怪退治から帰ったばかりだ。そなた、臨時とはいえ上官だろう。もっとしっかり見張っていろ」

「やはり武官を続けるのは反対でいらっしゃいますか」

「無論だ。結蓮が武官になると言い出した時から反対だった」

「でも無理にやめさせようとはなさらないんですね」

　季隆が笑顔でたたみかける。琮成は冷たく視線を返したが、軽く息をついて目を落とした。言動の矛む盾じゆんは自分が一番わかっている。

「結蓮は私の近衛という職務でのみ自身の存在を確認している。それを知っているのに、無理にやめさせるなどできぬだろう」

　結蓮にとっては武官であることが存在意義なのだ。それを太子の一存という形で奪いたくはない。彼女の〝兄〟だった者としてのせめてもの思いだ。

　季隆の視線に気付き、琮成は表情を戻もどして彼を見み据すえた。

「とにかく、私はそなたを結蓮の婿むことして認めた覚えはない。許嫁いいなずけ面して余計な真似まねをしようものなら許さぬぞ。婚こん礼れいまでに必ず破談にしてやるから覚悟していろ」

　この男が結蓮の恩人であったとしても、ふさわしくないのなら排はい除じよするまでだ。

（──いや、待て）

　ふと兄の崇すう怜れいのことが脳のう裏りに浮かんだ。

　突とつ然ぜん結蓮と結婚すると宣言した彼については、真意を探さぐるよう皇こう帝ていからひそかに命令を受けている。だが調べがつく前に兄が結蓮に会いにいくおそれは高い。

「……しかし今は表向きはそなたが許嫁だ。せいぜい結ゆい蓮れんの身辺に気を配っていよ」

　自由の利きかない自分は、不本意だがこの男に任せるしかない。

　遠回しで唐とう突とつな注意に、季すえ隆たかが怪け訝げんな顔になる。追つい及きゆうされるのを拒こばむように琮そう成せいは彼から目をそらした。
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　皇こう后ごう宮ぐうを辞して封ふう陰いん省しようへ戻る道すがらも、結蓮の小言は止まらなかった。

「本当に信じられません。太子殿下よりも先んじて皇后様にお会いしたばかりか、気安く玉体にふれて肩かたを揉もむなど、神をも恐おそれぬ所行ですよ。反省していらっしゃるのですか？」

　隣となりを歩く季隆は一向に効いた様子もなくひらひら扇せん子すであおいでいる。

「固いなぁ結蓮ちゃんは。それくらいでいちいちカリカリして」

「あなたが緩ゆるすぎるのです！　そもそもあなたは朝ちよう廷てい高官としての自覚が──」

「そんなことよりさ」

　ぐい、と肩を抱だき寄せられ、結蓮は驚いて顔をあげた。目の前で季隆がにっこり笑う。

「夫ふう婦ふの朝の挨拶がまだなんだけど？」

「……朝廷高官としての自覚があるのですか？　あなたは模も範はんとなるべき立場で、数多あまたの官かん吏りたちがあなたの背中を見ているのですよ」

「気持ちいいくらい流された！　なんで何事もなかったようにお説教続けるのよー」

　大げさな調子で季隆が嘆なげく。結蓮はため息をついてそれを見上げた。

（どうしてこの人はいつもこうなのかしら……）

　封陰省次官という高官に若くしてのぼりながらも、それにともなう威い厳げんをいっさい持ち合わせていない彼、橘たちばな季隆が結蓮の上官になったのは今年の春のことだ。

　皇こう宮ぐうに現れた大妖よう怪かいを二人で退治したのち、怪かい異いに悩なやむ人々の相談を受けて解決に乗り出したことも何度かある。その際の手て際ぎわはすばらしいものだったが、普ふ段だんの彼は万ばん事じがこの調子で、とても凄すご腕うでの術師とは思えないのだった。今も皇后宮訪問のための正装がやはり窮きゆう屈くつだったらしく、さっそく留め具をはずしてだらけている。

「そんなに怒おこってるけどさぁ。俺も君にお説教したいことがあるんだけど？」

　内ない宮ぐう門から外朝へ出て封陰省近くまで歩く間、反論もせず小言を受けていた彼だったが、ふいに眉まゆをひそめてのぞきこんできた。

「なんでしょうか」

「休きゆう暇かとか言って、また妖怪退治の旅に出てただろ。一人で動くなって言わなかったっけ？　一回おしおきされないとわかんないのかねえ、この子は」

　くい、と顎あごを持ち上げられる。不ふ穏おんな顔つきで見下ろしている彼を結蓮は真顔で見返した。
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「申し訳ありません。しかし太子殿下の御おんためですから」

「またそれか。殿下のこと好きすぎだろ」

「近衛が殿下をお慕したいして何が悪いのですか」

「悪くないですよ。けどそういう時は俺を連れていけって言ってんの。わかった？」

　めずらしく真面まじ目めな声だった。封ふう陰いん官は二人一組行動が原則だという。彼はそこに固いこだわりを持っているらしい。

　今は封陰省に出向している身だ。従うべきだろうと判断し、仕方なくうなずく。

「うん。わかったならよし」

　上官の顔をしていた彼が、一転して笑顔になった。

「仏ぶつ頂ちよう面づらしてないで、もっと楽しい顔しなよ。皇后様とお会いできて嬉うれしかったんだろ？」

　その言葉に、小言を続けようとしていた結ゆい蓮れんは口をつぐんだ。

　にぎられた手の温ぬくもりや華やかな笑い声がよみがえり、思わず頰が上気する。

「……はい。嬉しいです」

　皇后のぶんまで太子を守らねばという一心で武官になったと言ったら、心配されてしまった。だが最後には笑って、「またお菓か子しを食べにいらっしゃい」と頭をなでてくれた。

　あの笑顔にどんなに会いたかったことか。思い出すと胸がいっぱいになる。

　と、ふいに頭に手を乗せられた。

　ちょうど皇后に同じことをされたのを思い返していたところだったため、驚いて見上げると、季すえ隆たかが微笑ほほえんで見ていた。

「よかったね」

　いつものふざけた笑顔ではなく、優やさしい笑みだ。めずらしいその表情に結ゆい蓮れんはどきりとして我に返り──そして気がついた。

　肩に手を回したままの上官のせいで、すれ違ちがう官吏たちの視線が痛いことに。

「あの、季すえ隆たかどの。そろそろ離はなれていただけませんか？」

「なんで？　許嫁なんだから別にいいだろ」

「ここは神聖な朝廷ですよ。許嫁だろうと夫婦だろうとけじめが必要な場所です」

「じゃあ、可愛かわいく笑ってお願いしてくれたら聞いてあげるよ」

（……笑ってお願い……？）

　唐突な要求に結蓮は眉を寄せた。わけがわからない。

　季隆がもっともらしい顔で言う。

「俺たちは豊ほう家公認の許嫁同士なんだよ。たまには仲良く笑い合ってるところでも周りに見せとかないと、偽ぎ装そう婚こん約やくだってばれちゃったらまずいだろ？」

　三度の婚こん約やく破談を経て祖父が持ってきた四度目の縁えん談だん。それが二人の出会いだった。

　太子近衛の仕事をやめたくない結蓮と、豊家から持ち込まれた縁談を断って朝廷を追い出されてはたまらないという季隆は、互たがいの利害のために婚約したふりをしている。このことは二人しか知らない秘密だ。

　確かに一理あったが、結蓮はきりりと彼を見つめた。

「私は武官です。おかしくもないのに無む駄だに笑うことなどできません」

「ほーぉ。無駄に、ねえ」

「はっ。武官たるもの、常に気をひきしめ周囲に目を配っておかねばなりません。任務中に笑うなどもってのほか──」

「いいから笑う！　はい、上官命令！」

　びしっと鼻先に指を突つきつけられ、結蓮は口をつぐむ。

　命令を受けては仕方がない。しぶしぶ笑え顔がおを作った。

「……」

　ひょいとのぞきこんできた季隆が、なぜか引きつった顔になる。

「おいおい。今から誰だれかを血祭りにあげそうな顔してるぞ」

「え？　血祭り……」

　どういうことだろう。渾こん身しんの笑顔のつもりだったのだが。

　戸と惑まどう結蓮を見て、季隆が苦く笑しようしながら身体からだを離した。

「ま、いいか。結蓮ちゃんの可愛い笑顔を知ってるのは俺だけってことで」

　ぽん、と頭に手を乗せられる。またもや軽くなでられ、結蓮は思わず眉を寄せた。

　彼は時々こんなことをしてくる。たった五つやそこらしか年ねん齢れいが違わないのに、いい歳としをした娘むすめにすることだろうかと前々から不思議だったのだ。

「なにゆえ季隆どのはたびたび私の頭をなでられるのでしょうか。まるで小さな子どもに対するように……」

「ん、嫌だった？」

「嫌ではないのですが、一応私も成人していますし、できればそのような方向で──」

「ああ、大人扱あつかいしてほしいんだ？」

　にやりと笑って、季すえ隆たかが顔を近づけてくる。

「俺が大人扱いすると、ちょっとすごいよ。いいの？」

　結ゆい蓮れんは無言で彼を見つめ、かしこまって一礼した。

「では結構です」

「聞けよ！」

「いえ、ろくなお話ではなさそうなので」

「ろくな……、ま、まあそうだけどね！　……なんなんだよ、冷てーな……」

　辛から口くちな返答をされ彼はぶつぶつ言いながら踵きびすを返す。黒の長ちよう袍ほうの裾すそがひらりと風に舞まった。

（あ……）

　結蓮は思わず足を止めた。

　あの時と一いつ緒しよだ。五年前、妖怪に襲おそわれた時に助けてくれた恩人の後ろ姿と。あの人も黒い長袍をまとっていた。

　翠すい玉ぎよくを使った術で妖怪・業ごう焰えんを撃げき退たいし、華か麗れいに結蓮を助けてくれた術師、翠玉の御み使つかい様。

　彼の弟で子しになる日を夢見てもう五年になるが、まだお迎むかえがくる気配がない。

「──どうした？」

　季隆が不思議そうに振ふり返ったので、結蓮は我に返った。足早に追いつくと、少し先を歩く彼にふと思い出して報告する。

「お話しするのを失念していましたが、登城前にあなたの知人という方にお会いしました」

「知人？」

「はい。ひとまず季隆どのに確かく認にんをとってからと思い、ご自宅に案内するのは控ひかえたのですが……。かといって皇宮にお連れするのも憚はばかられますし、まだあの店でお待ちだと思います」

「ふーん。誰だろ。どんな人？」

「年の頃ころは四十ほどの、お名前は確か、燎りよう幻げんさまと──」

　とたん、季隆が勢いよく振り向いた。

　彼の顔に狼ろう狽ばいが浮うかんでいるのを見て、結蓮は驚おどろいた。いつも飄ひよう々ひようとしている彼がそんな表情をするのはめずらしい。

「燎幻!?　確かにそう言ったのか、その男。どこにいるって？」

「ええ、城下の──季隆どの？」

　返事を全部聞くよりも早く季隆が駆かけ出す。結蓮は急いで追いかけた。もう封ふう陰いん省しようは目と鼻の先だというのに、急にどうしたのだろう。

「突とつ然ぜんどうされたのです。どちらへ？」

「だから城下だよ！　さっさと追い返さないと大変なことになる！」

　この慌あわてぶりからして、知人というのはどうやらよろしくない人物のようだ。

　ならば助すけっ人とをするべきかと気を引き締しめて駆けていた時だった。

「──そんなに急いでどこに行く？　季すえ隆たか」

　とぼけたような声が横から飛んできた。

　そちらを見た結ゆい蓮れんは目を瞠みはった。封ふう陰いん省しようの官府の門に寄りかかって酒さか瓶びんをぶらぶらさせている男──まさしく菓子屋で会ったあの男がそこにいたのだ。

「なぜ朝ちよう廷ていに……手形がなければ入れないのに」

　どう見ても官かん吏りではない彼が皇こう宮ぐうの門をくぐるのは不可能なはずだ。

　しかし結蓮のそんな疑問など季隆にはどうでもよかったらしい。

　同じく男を凝ぎよう視しした彼は、青い顔をして、たった一言。

「師し匠しよう……」

　うんざりした声でそうつぶやいた。
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　臨りん道どう水すい明めい真しん君くん。

　初代皇こう帝ていが煌こうを建国した折に導いたといわれる聖せい仙せんであり、現在は東の蓬ほう白ばく山さんに棲すんでいるという。そして季隆はその蓬白山で、真君の弟子として修しゆ行ぎようしていたらしい。

　封陰省の書庫で寝ね椅い子すにだらしなくもたれ、季隆の従者の翡翠かわせみ丸まるが運んできた茶を音をたててすすっている彼を、結蓮はひそかな高こう揚ようを胸に見つめていた。

（この御お方かたが真君様……）

　煌の民たみにとって真君といえば篤あつい信しん仰こうの対象だ。国中いたるところに彼を祀まつった廟びようがあるし、前を通れば自然と手を合わせたくなるほどに尊敬されている。そんな仙せん人にんが突とつ如じよ目の前に現れたのだから、興奮するなというのが無理な話だった。

　なんて神こう々ごうしいのかと床ゆかに端たん座ざして結蓮が感激していると、視線に気付いた真君が機き嫌げんよく笑いかけてきた。

「ああ、嬢じようちゃん。さっきは世話になったな。あとでおじさんとうまいものでも食べに──」

　手を握にぎろうとするのを、季隆がぱしっとはね除のける。

「触さわんな。──いや、触らないでください」

　結蓮の視線に気付いてか彼は丁てい寧ねいに言い直したが、顔は不機嫌なままだ。

「……何しにきたんですか、師匠」

「そりゃあ、かわいい愛まな弟子の様子を見にきたに決まってるだろう」

「噓うそつけ」

　即そく時じに切り捨てると、彼は大おお卓たくにもたれて腕うでを組む。真君を見る眼まな差ざしは不ふ審しんなものでも見るかのようだ。

　しかしそんな愛あい想そのない弟子にも真君は笑顔で言った。

「よし、じゃあさっそく花街に繰くり出すぞ、季隆」

「はあ？　一人で行ってくださいよ」

　師匠が訪ねてきたというのに──それも伝説の聖仙だというのに季すえ隆たかの態度はそっけない。師と揉もめて力を半分取り上げられたと言っていたし、何かわだかまりがあるようだ。

「どうせ暇ひまなんだろ。高官のつてで高級妓ぎ楼ろうをはしごさせんかい」

「仙人のくせに煩ぼん悩のう多すぎなのは変わってねえな……。こんなのが聖仙とか、煌こうの人がほんと可哀かわい相そうだわ……」

「ぶつぶつ言っとらんで、支し度たくをせい。さっさと遊びに行くぞ」

　げんなりとうめいていた季隆が、ため息をついて顔をあげた。

「行くわけないでしょ。婚こん約やくしてるんですよ俺。ほら、この子が嫁よめ。嫁の前で変な誘さそいかけないでもらえます？」

「いえ、私はまだあなたの嫁では──」

「君はちょっと黙だまってて。今、大人の話し合い中だから」

　きっぱりと言った季隆を真しん君くんは興味深そうに眺ながめている。かと思うと、菓か子しの盆ぼんを運んできた翡翠かわせみ丸まるにこそこそと話しかけた。

「おぬしの主人、人格が変わったの。それとも許嫁いいなずけの前だから恰かつ好こうつけとるのか」

「それはわかんないっすけど、わしも心配してるんすよ。若いのに枯かれたとこあるんで」

「おまえはどういう目で俺を見てんだよ!?」

　目をむいた季隆に翡翠丸は無表情のまま「あ、すんません」と頭をさげた。

「……とにかく、遊びたいなら一人でどうぞ。年とし頃ごろの子の前でする話じゃないでしょ。ごめんね、結ゆい蓮れんちゃん」

「いえ、せっかくですし季隆どのも同行されては」

「んん!?　ちょっと待って、なんの話してるかわかってるの？」

「え？　花街に向かうというお話では？」

　何か間ま違ちがえたかときょとんとする結蓮に、季隆がさらに目をむいた。

「何を言ってんの君は!?　俺がそういうとこで遊んでもいいのか？」

「男の方なら普ふ通つうなのでしょう？　叔父おじや同どう僚りようたちが話しているのを耳に挟はさんだことがありますが。私に遠えん慮りよしていらっしゃるのなら、お気になさらなくて構いませんので」

　せっかくはるばる師が訪ねてきたのだし、結蓮としては邪じや魔まする理由はない。そもそも許嫁というのも偽ぎ装そうなのだ。行くなと駄だ々だをこねるほうがおかしいだろう。

　呆ぼう然ぜんとしていた季隆が、ふと目を据すわらせた。

「へー。男なら普通？　じゃあ、君の憧あこがれの恩人様がそういうところに行ってもいいんだ？」

「え……」

　どきりとして結蓮は胸を押さえた。

　命の恩人、心の師でもある憧れの人──翠すい玉ぎよくの御み使つかい様。

　彼だって素す顔がおは普通の男の人だろう。時にはそういうところで遊びたくなることもあるかもしれない。結蓮以外の女の人と、楽しく笑い合ったり──。

「…………仕方がありません。御み使つかい様が行きたいと仰おつしやるのなら…………」

　想像して結ゆい蓮れんはしゅんと肩かたを落とした。季すえ隆たかが慌てて身を乗り出す。

「わかったよ、絶対行かないから！」

「いえ、あなたはどうぞご遠慮なく」

　すぐさま冷めた顔に戻もどった結蓮を見て、真しん君くんが爆ばく笑しようした。

　ひーひーと腹を抱かかえて笑っている。目を丸くする結蓮に、季隆が「気にすんな、笑い上戸なんだ」としらけた声で言った。

　真君はひとしきり床をばんばんたたいて笑っていたが、やがて涙なみだをぬぐいながら顔をあげた。

「なあ、嬢ちゃん。風の噂うわさで聞いたが、おまえさん、その恩人に惚ほれとるらしいな？」

　結蓮は驚いて彼を見つめた。仙人というのはなんでもお見通しらしい。

　いきなり指し摘てきされて頰ほおが熱くなってしまう。見ていた季隆が顔を引きつらせたが、それに気付く余よ裕ゆうもなかった。

「そんな、ほ、惚れているだなんて……っ」

「照れんでもよろしい。実は、その恩人とやらはわしの知り合いでな。手紙でも書けば届けてやるが、どうするね？」

　結蓮は目を瞠った。季隆もぎょっとしたように固まる。

「御使い様のお知り合い……それはまことでございますか、真君様！」

「まことだとも。ほれ、この鳥に結んで放てばどこにいようと相手のところに飛んでいくぞ」

　真君がにやにやしながら袖そで口ぐちから一いち羽わの鳥を取りだす。鳩はとを少し大きくしたような灰色の鳥だ。結蓮は心底感動してそれを見つめた。

「そのようなすばらしい技わざをお持ちとは、さすがは真君様……！」

「わっはっは。もっと崇あがめてもよいぞ」

　ふんぞり返る真君の肩に留まり、鳥は時折ぱちぱちと瞬またたきながら結蓮を見ている。この鳥が憧れの御使い様へ手紙を届けてくれるのかと思うと、自然と動どう悸きが激しくなった。

「ちょ……何考えてんですか、あんた！」

　季隆が小声で真君に詰つめ寄る。思いも寄らない展開に必死の形相だ。対する真君は噴ふき出すのをこらえるように口元を押さえて震ふるえている。

「なかなか面おも白しろいことになっとるらしいな、季隆よ……。そのあたりの詳くわしい事情はだいたい翡翠かわせみ丸まるから聞いたんだが」

「は!?　聞いたって、師匠」

「これくらいでガタガタ言うな。ほれ、嬢ちゃんが何か言いたげにこっちを見てるぜ」

　ぎくりとしたように季隆が振ふり返る。

　小声で会話する二人をおずおずと見ていた結蓮は、遠慮がちに切り出した。

「あの……季隆どの。御使い様にお手紙を出してもいいでしょうか。やはりご不快ですか？」

　偽装とはいえ彼は許嫁だ。他ほかの男の人と手紙をやりとりするのは面白くないと思っているかもしれない。この偽装婚こん約やくは自分の事情によるものであるため、結蓮はなるべく季隆の意見を尊重しているつもりだった。

　笑いをこらえてぷるぷるしている真しん君くんと無表情に見守る翡翠かわせみ丸まるに挟まれ、季すえ隆たかはしばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて根負けしたように顔をそらした。

「い……いいんじゃない……」

「ありがとうございます！」

　結ゆい蓮れんは胸を躍おどらせながら礼を言った。

　思いがけず御み使つかい様の知人に出会い、そのおかげで手紙を送ることができるなんて。まるで夢のようだ。

「ではさっそく最初のお文を……いえ、一いつ旦たん帰宅して、精進潔けつ斎さいしてからのほうがいいですね。こんな世せ俗ぞくにまみれた私の筆ひつ跡せきなど申し訳なくて御使い様にお見せできません。今夜は夜通し滝たきに打たれて心を浄きよめなければ──」

「いや普通に書けよ！　滝とかやめて！」

　颯さつ爽そうと準備に向かう結蓮を、季隆が慌あわてて止めに走る。

　書庫に真君の爆笑が轟とどろいた。
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「あーもー……ほんとへこむわ……」

　その日の業務を終え帰宅するころになっても、季隆は落ち込んだ様子だった。

　やはり真君との再会が彼になんらかの打だ撃げきを与あたえてしまったらしい。肩を落としてとぼとぼ歩いている。並んで玉ぎよく天てん大たい街がをくだりながら、結蓮は気き遣づかわしく彼を見上げた。

「もしや、本当は私と御使い様の文通がお嫌いやなのでは……」

「……そうじゃないよ。それはいいんだけどね……」

　はぁ、とため息をついている。微び妙みような表情の浮うかんだ横顔を結蓮は首をかしげて見つめた。

（お菓子でも買ってなぐさめてさしあげるべきかしら……）

　普ふ段だんはだらだらして高官らしくない人だが、任務の際には助けられたこともあるし、彼の才能を個人的に尊敬してもいる。何より偽装婚約の件では大いに世話になっているのだ。とても知らぬふりはしておけない。

　しかし考えがまとまらないうちに自宅についてしまった。同じく考え事に夢中だったのか、季隆も一いつ緒しよについてきている。

「季隆どの？　ここは私の家ですが……」

「うん。相変わらずでかい屋や敷しきだね」

「もしや、送ってくださったのですか？　気づきませんで申し訳ないことを……」

「いやいや。今日から俺もここに住むから」

　すたすたと彼は門をくぐって入っていく。一いつ瞬しゆん固まった結蓮は、動どう揺ようしながら追いかけた。

「ちょっと待ってください。ここに住むとは一体、どういうことです？」

「あれ、お祖父じい様に聞いてないの？　君がこのでかい屋敷に一人暮らしで心配だから、一緒に住んでくれって頼たのまれたんだよ」

　もちろんそんな話は聞いていない。結ゆい蓮れんは呆然となった。彼に求きゆう婚こんされた時以来の衝しよう撃げきだ。

「そんな……。やはり祖父はこのまま婚礼まで進める気です。それで同居しろなどと先走ったことを」

「いいんじゃない。俺は別に困らないよ。あ、君は嫌なんだっけ？　だったらなるべく君の目につかない範はん囲いで暮らす努力はするけど」

　こんな重大な事態が降りかかったというのに彼はけろりとしている。

　だが結蓮にとっても迷う余地はなかった。家長である祖父の命令は絶対なのだ。彼とこの家に住むという選せん択たく肢し以外、選ぶことはできない。

「……わかりました。ではお部屋をご用意します。客間が整うまでそちらでお休みください」

「いや、いいよ。その間に食事の支し度たくするから。えーと厨ちゆう房ぼうはあっちか」

　言うなりぶらぶらと散歩でもするかのような足取りで行ってしまった。

　結蓮が後を追うと、厨房で季すえ隆たかと翡翠かわせみ丸まるが貯蔵庫や棚たなを検分していた。

「うわ、何もないじゃん。爺じいやと婆ばあやは引退したんだっけ？」

「はい。高こう齢れいですし、身体からだを悪くしていたので以前から隠いん居きよを勧すすめていて……」

　結蓮が赤子の時から、もっと言えばそのさらに前から、母に仕えてくれていた者たちだった。やはりいなくなって寂さびしいのは否いなめない。

「じゃあ今ってあのちびたちしかいないの？　どうやって生活してんの、ほんとに」

「何か買ってきますか。さすがに若さんもこれじゃなんも作れんでしょう」

　翡翠丸が提案すると、季隆はきりっと振り返った。

「主婦をなめるな。俺はそのへんの雑草でも晩飯を作れる」

「いや、あんた主婦じゃないっすよね」

　冷めた顔で突つっ込む翡翠丸をよそに、季隆は再び棚の中に目を戻す。

「まあ待てって。芋いもが少しある……干ひからびかけた人にん参じんと、後は昆こん布ぶか。小麦粉もあるし、団子汁じるならできるだろ。味み噌その代わりに適当に味付けすりゃいいし」

　さくさくと材料を取り出すと、調理道具の準備にとりかかる。その手て際ぎわのよさはさすが毎日封ふう陰いん省しようで昼食を作っているだけのことはあるといったところか。

「璉れん国の料理ですか？」

「俺の故郷の郷土料理だよ。寒い日に食べると身体が温まるんだ。今夜は少し冷えそうだしちょうどいいだろ」

　腕うでまくりをしながら答えた季隆が、にっこりと笑って肩かたに手を回してくる。

「あ、君の心は後で俺が温めるからね」

「それは結構です」

「早っ。反応が早いよ！」

　包丁片手に彼はいつものように嘆なげいたが、すぐに笑え顔がおになった。

「着き替がえておいで。美味おいしいの作るからさ」

　突とつ然ぜんの展開に戸と惑まどい、結ゆい蓮れんはすぐには動けなかった。

　古参の使用人夫ふう婦ふ以外、誰だれも居着かなかった屋敷。鬼おに火びが出るだのなんだのと近きん隣りんからも恐おそれられ、本ほん邸ていの人間すら近寄らないというのに。彼はすんなりと入ってきてしまった。

（私と同居だなんて、嫌じゃないのかしら）

　結蓮が人間ではない〝何か〟だと彼は知っているはずだ。祖父の命令とはいえ、そんなことをさせるのが申し訳ない気がした。

「どうした。お腹なかへってるだろ？」

　初めての同居人が振り返って笑う。

　しばらく火が入っていなかった厨房が、ゆっくりと温まっていくのを感じる。

　それが素す直なおに嬉うれしかったので、結蓮はこくりとうなずいて踵きびすを返した。







　第二章　姫君と女武官







　翠すい玉ぎよくの御み使つかい様




　初めてお手紙を出します。

　五年前、御使い様に助けていただいた豊ほう結蓮と申します。覚えておいでですか。

　真しん君くん様のおはからいにより、御使い様にお手紙を書くことができました。

　朝からお手紙を書いていたのですが、巻物三つ分ほどの長さになってしまいました。あまり長くては、お忙いそがしい御使い様にご迷めい惑わくかと思い、書き直しています。

　最初ですから短めにすることにしますが、これだけはお伝えしておかなくてはなりません。

　毎朝、あなた様にご挨あい拶さつしてから出勤し、毎晩、あなた様におやすみなさいを申し上げるのが日課です。いつの日か、直接気持ちをお伝えできたらと願っています。

　御使い様。

　結蓮は、五年前のあの時から、あなた様のことが好きです。
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「ねえ季すえちゃん。豊ほう舎しや人じんってば、さっきからずっとそわそわしてない？」

　ひそひそと耳打ちしてきた劉りゆう博士はかせに、季すえ隆たかは広げた巻物に目を落としたまま応こたえる。

「知らねーよ。気のせいだろ」

「あらやだ。冷たいじゃない。いつもは鬱うつ陶とうしいくらい構ってるくせして」

「知らねーもんは知らねーんだよ」

「なぁにィ？　つんけんしちゃって」

　茶を運んできた翡翠かわせみ丸まるが無表情のまま口を挟はさんだ。

「若さんは奥様との文通一発目から恋こいの告白をされて動揺してるんすよ」

「やだ、そうなの？」

「だから知らねーって言ってんだろ！」

　必死に平静を装って言い張る季隆だが、巻物の中身はまったく頭に入っていないのだった。

　封ふう陰いん省しよう書庫の朝。この頃ごろは大きな任務もなく皆みなのんびりしている。変わったことといえば、相そう長ちよう官かんが留守にしているため次官の季隆が責任者となっていることくらいだ。

　一方、彼らの小声での攻こう防ぼうをよそに窓辺で外を見上げていた結ゆい蓮れんは、ばささっと羽音がしたのに気付いてはっとした。

　急いで窓を開ける。舞まい降りてきたのが真しん君くんから借りた神しん鳥ちようだとわかって胸が高鳴った。

（あ……御み使つかい様からのお返事が付いている！）

　脚あしに結びつけられている紙を緊きん張ちようしながらほどく。丁てい寧ねいに折りたたまれたそれを両掌てのひらに載のせ、言葉もなく見つめた。

　あの憧あこがれの御使い様から返事が来た。この紙を御使い様が触さわり、筆を走らせ、結蓮のために手紙を書いてくれたなんて。

　あまりの感動でめまいがしそうだ。誰かにこの喜びを伝えたい。

「季隆どの！　見てください、翠すい玉ぎよくの御使い様からお返事がきました！」

　ひとまず上官に、と思って報告すると、彼はぎくりとしたように見た。

「なんで俺に言うの？」

「緊張しますが、読ませていただきます」

「ここで読むの!?」

　彼はさらに動どう揺ようしたようだったが、手紙のことで頭がいっぱいな結蓮は気付かない。何度も深呼吸を繰くり返し、そろそろと紙を開く。

　流りゆう麗れいな字が綴つづられている。これが御使い様の筆ひつ跡せきなのか。豊結蓮様、という一行目の始まりに、泣きそうになるほどの高こう揚ようが押し寄せた。

「季隆どの！　御使い様が……御使い様が、私の名を書いてくださっています！」

「だから、なんで俺に言うんだよ！」

「あっ……、本文では私のことを〝結ゆい蓮れん〟と呼び捨てにされています。どうしましょう……」

「え、何かまずかった!?」

　季すえ隆たかが焦ったように身を乗り出す。結蓮は頰ほおをそめながら首を振ふった。

「夢にまで見た呼ばれ方だったので嬉しくて……。ますます好きになってしまいました」

　パリーン、と季隆の手からすべり落ちた湯ゆ吞のみが床ゆかでくだける。

　劉りゆう博士はかせと翡翠かわせみ丸まるが笑いをこらえているのも知らず、結蓮は胸をときめかせながら文面を追っていた。

「なんて美しい字を書かれるのでしょう。きっとこの字のように男らしくて凜り々りしい御お方かたなのですね。それにとてもお優やさしい語り口です。いつでも君の好きな時に手紙を送っていいだなんて──」

　椅い子すを蹴け倒たおす勢いで季隆が立ち上がった。

「俺ちょっと、天気いいから散歩してくるわ」

「若さん、雨降ってます」

　耐たえきれず逃にげ出そうとした主人に翡翠丸が突つっ込んだ時だった。

「おや、お出かけですか？　仕事の話で来たんですがね～」

　間延びした声とともに男が書庫に入ってくる。鉢はち合あわせする恰かつ好こうになった季隆が、意外そうに目を見開いた。

「あれ……めずらしいですね」

「どうも～。お久しぶりです～」

　官服姿の細ほそ面おもての男に、結蓮も驚おどろいて向き直った。

「孔こう少しよう保ほ」

　東とう宮ぐう府ふの次官の一人、孔東宮少保。しかしそれは仮の姿で、実は皇こう帝てい密使という皇帝直属の密みつ偵ていだ。彼が持ち込んできた仕事となると皇帝からの密命ということになる。

「陛下から何かご下命が？」

　瞬しゆん時じに御使い様の手紙の件から頭を切り換かえ、姿勢をただした結蓮に、孔少保は飄ひよう々ひようとした様子でうなずいた。

「東宮府のほうの仕事ならわざわざお願いにきませんよ～。というか聞いてくださいよ。新しい上官、これがもうがっちがちの堅かた物ぶつで。ごまをすっても全然響ひびかない人でね～。張り合いがないったらなくて～」

　かつて腰こし巾ぎん着ちやくと陰かげで呼ばれていたほど上官にすりよっていた彼だが、その上官が罪を犯おかして朝ちよう廷ていを追われたため、新任の高官に期待を寄せていたらしい。ちなみにごますりは任務上の技わざではなく趣しゆ味みなのだそうだ。

「本当に、どこかにいませんかね～上じよう昇しよう志向が強くて偉えらぶるのが好きな人。豊舎しや人じん、あなたのお父上あたり紹しよう介かいしていただけません～？」

「はっ。お伝えしてはみますが、なにぶん父は忙しい身ですので……他ほかの豊家の方ならなんとか」

「おいおい。皮肉られてるのに真面まじ目めに返さないの」

　二人のやりとりに呆あきれた様子で突っ込むと、季すえ隆たかが息をついて話を戻もどした。

「で、仕事の話っていうのは？」

「ああ、はいはい。実はですね。禄ろく山ざん公こう主しゆ華か瑛えいさまのことなんです～」

「公主……、確か采さい国に輿こし入いれされるんですよね」

　一同はあらためて大おお卓たくを囲む。思ったより大きな依い頼らいのようだ。

「公主さまは、これまで三度のご結けつ婚こんに臨のぞみながら三度とも相手の死という形で破談になっておられます。そして四度目の今、輿入れを阻はばむかのように周辺で不気味な現象が続いているというのですよ～」

　結ゆい蓮れんは顔を引き締しめた。三度の結婚が破談になったという話は耳にしたことがある。

　季隆は知らなかったらしく、興味深そうな顔をした。

「不気味な現象、というと？」

「なんでも、突とつ然ぜん部屋の中に大風が吹ふいたり、公こう主しゆ宮ぐうの周りを無数の鬼おに火びが飛んだりするそうですよ～。それだけならまだしも、近ちか頃ごろでは不ふ審しん火びが出てあやうく火事になりかけたり、誰だれもいないのに物が壊こわれたりしているとか」

「そりゃ穏おだやかじゃないですね」

「四度目の縁えん談だんのお相手は采国の太子殿でん下かです。そんな方がお相手なのにこのまま送り出すわけにもいかないでしょう？　そこでなんとかせよとの皇帝陛下のご命令、というわけなんですが～」

「が？」

　孔こう少しよう保ほは、ふふんと意味ありげに笑った。

「それとは別に、公主さまからもご要望がありましてね～。あなたにお会いしたいそうですよ～？」

　季隆が怪け訝げんな顔になる。

「なんでまた？」

「理由は知りませんが、直々のご指名ですよ。やりますね色男～。このこのっ」

　孔少保に肘ひじでつつかれ、季隆はあからさまに顔をしかめた。ため息までついている。

「苦手なんだよなー。あのお姫ひめ様さま……」

　どうやら公主と面識があるらしい。しかも様子からしてある程度親しいようだ。

　意外に思って結蓮が問いただそうとすると、孔少保がのんびりと話を続けた。

「そうそう、あなたのこともご指名ですよ～豊ほう舎しや人じん」

「え……？　私もですか？」

「ええ。個人的に気に入ったから、だそうですよ～」

　結蓮は驚いて彼を見つめた。

　会ったこともない公主に気に入られるとは、一体どういうことだろうか。
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　公主華か瑛えいは皇帝の第五皇女である。生母の身分が低く一族の後ろ盾だてもないことから、生母が亡なくなると早々に後宮を出され、城下で幼少期を過ごしたという訳ありの姫だった。それを不ふ憫びんに思った皇后が彼女を後宮へ呼び戻し、皇帝に頼たのんで公主の身分を授さずかったのだ。

　皇こう宮ぐうに滞たい在ざい中の彼女のもとに向かう道すがら、季すえ隆たかは華瑛との因いん縁ねんを話してくれた。

「煌こうに来たばかりの頃ころだったかな。公主に召めし出されたんだよ。璉れんからの留学生で封ふう陰いん官、しかもまだ十代半ばだっていうのが物もの珍めずらしかったらしい。一番下っ端ぱだったから無理やり上官に行かされてさ」

「公主様に召し出されるなんて、名めい誉よなことではないですか」

「普ふ通つうの公主様ならね。あのお姫様、とても公主とは思えないじゃじゃ馬だったから。池で泳ぐわ木には登るわ、それに付き合わされるわで……ひどい目に遭あわされた」

　よほど嫌いやな思いをしたのか、彼は気が進まない様子だ。しかし事は皇帝から下された密命である。やる気のない上官をなだめつつ引っ張って連行する。

　華瑛が滞在しているのは西宮の一つ、鈴りん泉せん殿でんだった。

　中へ入りながら、ふと太子の言葉を思い出して結ゆい蓮れんは首をかしげた。

（西宮付近には当分近づくなと言われていたけれど……あれはどういう理由があったのかしら）

　太子命令をやぶってしまったことは後ろめたかったが、公主に会うためには西宮に入るしかない。あとでお詫わびに行かねば、と思いながら門をくぐる。

　話が通っているのだろう、門の傍そばに出で迎むかえの者が待っていた。

「公主宮家令、李り青せい慎しんと申します。ただいま公主様にお取り次ぎを」

　一礼したのはまだ二十代にしか見えない若い男だった。落ち着いた物もの腰ごしと冷静沈ちん着ちやくな顔つきは家令にふさわしいものといえたが、それにしても若すぎる。

　同じく気になったのだろう、季隆がそっと顔を寄せてきてささやいた。

「ずいぶん若いな。どう多く見ても三み十そ路じにはいってないだろ」

「家令どのの家系で代だい替がわりをしたところ……なのでしょうか」

　珍めずらしい例だがそういうことも皆かい無むとはいえないだろう。回かい廊ろうを過ぎて部屋に案内されたため、二人はそれきり口をつぐむ。

　皇帝の娘むすめの御ご殿てんらしく、華やかで明るい居室だった。極ごく彩さい色しきの吊つり灯どう籠ろうがいくつも下がり、隅すみでは黄金の香こう炉ろから香かおりがたちのぼっている。奥の丸い月光窓のむこうには咲さき誇ほこる牡ぼ丹たんの園があり、傍では若緑の竹林がさやさやと鳴っていた。

　二人が室内に入って礼をとると、壇だん上じようの貴人から涼すずやかな声がかかった。

「ようやく来たのね。待っていたのよ。顔をあげてちょうだい」

　言われるまま顔をあげる。椅子に腰こし掛かけた娘が微笑ほほえんでこちらを見ていた。

　手元には美しく切り分けられた果物が玉器に盛られている。甘く清せい涼りような香りがただよってくるかのようだ。

（この方が、公主様……）

　海かい棠どうや玉ぎよく蘭らんといった花々を縫ぬい取った深しん紅くの衣ころもをまとい、手首には翡翠ひすいの鐲うでわ、髪かみには真しん珠じゆの歩ほ揺ようと牡丹の花を飾かざっている。可か憐れんな姫ひめ君ぎみだった。小さな唇くちびるに笑えみをのせ、懐なつかしげに笑いかける。
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「久しぶりね、橘たちばな。元気にしていましたか？」

　問いかけは親しげだったが、けっして押しつけがましくはない。じゃじゃ馬の印象はどこにもなかった。

　季すえ隆たかも驚いたのだろう、意外そうな顔で微笑む。

「公主様もお元気そうで何よりです。それに大変美しくおなりで」

「あら、お世辞が言えるようになったの？　お互たがい歳としをとったわね」

　くすくすと楽しげに笑い、質問するのももどかしいといったように身を乗り出した。

「聞いたわ。あれから、山で修しゆ行ぎようしていたのですって？　どんなことをしていたの？」

「地道に呪じゆ禁ごん道と神しん仙せん道の勉学に励はげんでおりました」

「あの噂うわさは本当なの？　仙せん人にんに弟で子し入りしていたと豊ほう老公が言っていたけれど」

「はい。この春に都に戻ったばかりです」

「すごいのね！　仙人の弟子って、やっぱり空を飛ぶ練習とかするのかしら？」

　公主は嬉き々きとして季すえ隆たかを質しつ問もん攻ぜめにしている。彼の隣となりに控ひかえ、結ゆい蓮れんはさりげなく室内を観察していた。

　しつらえは立派だが、人が少ない。先ほど案内してくれた家令の姿もないし、妃きさきや皇女といった貴き女性のほとんどが飼っている犬や猫ねこもいない。怪かい異い騒さわぎと関連があるのだろうか。

　疑問に思っていると、華か瑛えいのはずんだ声が耳に飛び込んできた。

「そうだわ、あの時一いつ緒しよにいた封ふう陰いん官は今どうしているの？　名はなんといったかしら」

　それまでよどみなく答えていた季隆が一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした。しかしすぐににこりと笑みを作り、控えた結蓮を軽く振ふり返る。

「公主様、現在の私の相棒はこちらの豊ほう舎しや人じんです。どうぞお見知りおきを」

　紹しよう介かいされた結蓮は公主に向かって拱きよう手しゆしたが、内心首をかしげていた。今の彼の態度に何か不自然なものを感じたのだ。

（気のせい？　公主様のお言葉をかわしてごまかしたような……）

　怪訝に思ったのも束つかの間、華瑛の好こう奇き心しんに満ちた視線を感じ、かしこまって顔を伏ふせる。

「そう、そなたが豊舎人なの。ふうん……。お兄様が心奪うばわれるのも無理ない美女ね」

　ぼそりとした言葉はよく聞き取れなかった。意味ありげな様子に戸惑っていると、彼女はぱっと声の調子を変えた。

「子どもの頃は後宮に遊びにきていたのですって？　わらわたち、不思議と会ったことがなかったわね」

「はっ。このたびお会いする機会をいただきまして光栄の極きわみにございます」

　皇后に引き取られた彼女と、皇后のもとに遊びにきていた自分。遭そう遇ぐうしてもおかしくない二人が会うことがなかったのは、ひとえに豊家の思惑おもわくのせいだ。結蓮は皇后や太子、その女官たち以外とは接せつ触しよくを禁じられていた。

「わらわね、そなたと会ってみたかったのよ。偉い大だいなる皇后様の妹君ですもの、皇后様に拾われた身としてはご挨あい拶さつをしておかなくちゃと思っていたの」

「おそれいります、公主様」

「ねえ、そなたも結けつ婚こんが三回破談になっているのですってね。そのあたりのことをいろいろ聞いてみたいわ。四人目の許嫁いいなずけはそこにいる橘たちばななのですって？　一応、今は」

（一応？）

　またも怪訝に思いながらも、少し納なつ得とくもしていた。公主が〝個人的に気に入った〟というのはそれが理由だったのか。自身と同じ経験をしている女武官に興味があったのだろう。

（公主様も四度目の縁えん談だんを控えておられる身、心細くていらっしゃるのかもしれない。それで私を召し出されたのかも）

　参考になる話ができるかはあまり自信がないが、そういうことならば精せい一いつ杯ぱい務めよう。公主のことを案じていた琮そう成せいを安心させることにもつながる。

　皇后への尊そん崇すうを口にする彼女に好感を持ち、結蓮はさらにかしこまって礼をとった。

「はっ。豊結蓮、公主様の御おんために、上官とともにこのたびの怪かい異い事件を必ずや解明してごらんにいれます」

　それまで笑顔でこちらを見ていた華か瑛えいが、奇き妙みような顔つきになった。

「怪異の解明……？　なんなの、それは。聞いていないわ」

「はっ。皇こう帝てい陛下のご命令により護衛としてお側そばにお仕えすることになりました。どうかご安心ください」

　彼女は驚おどろいたように黙だまり込んだ。

　それまでの可憐な笑顔など最初からなかったかのように、にこりともせず告げる。

「護衛などいらない、と言ったら？」

「公主様の周辺には危険がひそんでいると思われます。護衛は必要かと」

「本気でわらわの護衛になるつもり？」

「はっ。なんなりとご用をお申し付けください」

「……そう」

　華瑛は尊大な様子で椅い子すにもたれると、なんの感かん慨がいもない声で命じた。

「では、今すぐ都中の果物をここへ持ってきてちょうだい。一つでも買い漏もらしたらすぐに護衛はやめてもらうわ」

　顔を伏せたまま結ゆい蓮れんは目を見開く。

　都中の果物と一口に言っても、何千何万あるかわからない。無む謀ぼうな命令だった。

（なぜ急にそんなことを……？）

「できないの？」

　なじるように念を押す公主に、結蓮はぴんときた。

　慣れない皇こう宮ぐう暮らしで退たい屈くつしていると、太子が話していたではないか。今こそまさに公主をなぐさめる好機だ。

　きりっと顔をあげ、結蓮は口を開く。

「かしこまりました。それではただちに行ってまいります」

　公主様はきっとものすごく果物がお好きなのだろう。ならばその思いに従うまでだ。







　それから半日もたたないうちに、西宮へ続く道は荷車で埋うめ尽つくされた。

　朝から降っていた雨があがり、露つゆをやどした木々から時折、雨う滴てきが庭先へ落ちている。

　そんな風ふ情ぜいある景色に突とつ如じよあらわれた大行列に、華瑛は仰ぎよう天てんしたようだった。

「な……」

　騒さわぎを聞いて駆かけつけた彼女は、続々と運び込まれる箱や包みを見み渡わたして絶句している。

　荷車に山積みにされたみずみずしい果物たち。一つ一つを見れば美しく目を楽しませてくれるのだろうが、これだけごった返していると少々気色が悪いともいえる。

「なんなの、これは！」

　果物の置き場を指示していた結蓮は、彼女の叫さけびを聞きつけるとすばやく駆けつけた。

「大変遅おそくなりました、公主様。本日都で売り出されておりました果物、すべて買い求めてまいりました。目録はこちらに」

　うやうやしく差し出された目録は書物ほども分厚い。華か瑛えいの顔が引きつった。

「いやー……遅くないよ、尋じん常じようじゃない速さだよ。普ふ通つうなら二、三日かかっても無理なのに、半日かかってないし」

　季すえ隆たかも驚きを通り越こして呆あきれた様子だ。彼は結ゆい蓮れんを手伝おうとしたところを公主に引き留められ、ここに残っていたのだ。結蓮がたった一人で公主のお遣つかいを成し遂とげたことに度ど肝ぎもを抜ぬかれているようだった。

「少々急ぎましたので、都のあちこちを壊こわしてしまったかもしれません。後日、請せい求きゆう書が届くと思います」

「えっ、俺が払はらうの!?」

「ご心配なく。公主様の御ためならば私がいくらでもお支し払はらいします」

　冷静に上官に報告すると、結蓮はあらためて公主に申し出る。

「ご所しよ望もうのものがございましたらお申し付けください。すぐに御ご前ぜんにお持ちいたします」

「も、もういいわ！　わらわは果物なんか好きではないの」

　悔くやしげに華瑛がそっぽを向く。結蓮は眉まゆをひそめた。

「本日は市が開かれておりましたので、通常より種類も豊富かと存じますが、お気に召めしませんでしたか？」

「ええ、気に入らないわ。これくらいでは全然足りないわね」

「……わかりました」

　結蓮はかしこまって頭をさげた。

「私の心得違ちがいでございました。お優やさしい公主様がよもや庶人の家にある果物まで集めてこいとは仰おつしやらないと勘かん違ちがいし、商店で売られているもののみ求めてまいりましたが……。ではすぐに都中の民家からも果物を献けん上じようさせてまいります」

「──なんですって!?」

　華瑛が目をむいた。踵きびすを返して出ていこうとする結蓮を慌あわてて呼び止める。

「お待ち！　そんな盗とう賊ぞくのような真似まね、わらわがさせると思うのっ」

「はっ。私もそう思いますが、しかしながら公主様の退屈をおなぐさめするためですので──」

「わ、わらわのせいにする気っ!?」

　生き真面まじ目めな顔で答える結蓮に、華瑛はさらに顔をひきつらせた。からかわれたとでも思ったのか、頰ほおがみるみる赤くなっていく。しかし結蓮があくまで真顔でいるのを見ると、音を上げたように指を突つきつけた。

「こんなことでは、わらわは満足できなくてよ！　そこにある果物、全部持って帰ってちょうだい。見ているだけでうんざりだわ！」

「公主様？」

　言い放つなり華瑛は大またに奥へ行ってしまった。

　どうやら公主の退屈をなぐさめることはできなかったらしい。任務失敗かと結ゆい蓮れんはがっかりして肩かたを落とした。
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「……で、この大量の果物ってわけ」

　劉りゆう博士はかせが途と方ほうに暮れたように荷車の群れを見渡す。

　書庫周辺だけでは収まりきらず、封ふう陰いん省しようの門前にまであふれかえっているのだ。あたりには甘く芳ほう醇じゆんな香かおりが満ちているが、とてもすんなり楽しめそうにない。

「どーすんのよ。わたしたちだけじゃ食べきれないわよ。腐くさらせちゃうのももったいないし」

「心配すんな。結蓮ちゃんがついてるだろ」

　顔に似合わず大食いの部下を指さす季すえ隆たかに、劉博士は「それもそうね」とあっさり納得した。

　翡翠かわせみ丸まるが果物を切り分け、器うつわに盛って運んでくる。それをつまみながらの捜そう査さ会議となった。

「季ちゃん、公主宮に調査に行ってた子たちから報告がきたわ」

「ああ、どうだった？」

　今回の任務は業ごう焰えん事件の時と違い、応おう援えんの封陰官を呼ぶことができる。彼らには公主が普ふ段だん住んでいる離り宮きゆうを調べにいってもらったのだ。

「公主様の周辺で起こってる怪異、やっぱり人にん間げん業わざじゃなさそうよ。公主様のお部屋にかぎ爪づめみたいなものに引っかかれたような痕あとが無数に残ってたとか、とても悪戯いたずらでできるものじゃないわ」

「ふむ……。火事なんかは人が起こした可能性もあると思ってたんだけどな」

　報告書をめくりながら季隆がつぶやく。怪かい異いを調べるにあたり、彼は公主の輿こし入いれに不満を持つ何者かの嫌いやがらせではないかとにらんでいたのだ。

「公主には皇后と豊ほう家の後見がついてる。公主が他国に嫁とつげば豊家に有利な流れに持っていくのも可能だ。もともと豊家って商家だしな。それを阻そ止ししたいやつがいるのかと思ったんだけど……ひとまずその線は保留にしとくか」

　結蓮は黙って聞いていた。豊家の一員として否定も肯こう定ていもできない。そのあたりの事情から、華か瑛えいが他ほかの公主を差し置いてこれまで三度も他国との縁えん談だんに臨のぞんできたのを知っているからだ。

「結蓮ちゃんのほうは何かわかった？」

「はっ。怪異騒さわぎが起こっていたのは離宮にいらした時のみのようです。皇宮に入られてからは別段変わったことはないとか。といっても、まだ皇宮に入られてからそれほど日が経たっていませんが」

「様子を見てみるか。んじゃ、次に公主についてだけど。三回の婚こん約やくと破談って、これ有名な話なのか？」

　訝いぶかしげに季隆が劉博士を見る。彼はつい最近まで都を離はなれていたため、事情に疎うといのだ。

「あまり話題にはならなかったはずよ。わたしたちの部署はそういうのと関係ないし。豊家の方々が噂うわさになるのをもみ消したんじゃないかしら」

「不気味だな。そりゃ相手が死んだら破談になるのも当たり前だけど、それが三回続くっていうのは偶ぐう然ぜんなのかどうか……」

　結ゆい蓮れんも真面目な顔でうなずく。自分もこれまでに三度縁談がやぶれているが、華か瑛えいの場合は話が違う。異様といってもいいだろう。

「そのお三方が亡なくなったというのも、今回の怪異騒ぎと関連があるのでしょうか」

「どうだろうな。時期が違うし、無関係かもしれない。正直、気にはなるけど」

　季すえ隆たかが別の巻物を開く。孔こう少しよう保ほが持ち込んできた資料だ。

「一人目の婚約者は璉れん国の皇子だ。煌こうに留学中に病死したらしい」

「どんな方なのかご存じですか」

「いや、当時俺は都にいなかったからね。面識もないし詳くわしいこともわからない」

　同郷の彼もさすがに皇子とは知り合いではないようだ。

「二人目と三人目はそれぞれ一国の皇族将軍と皇子だけど、婚こん礼れい直前に頓とん死ししてる。まあこの場合、どっちの相手も結構な高こう齢れい、または病的な巨きよ漢かんだったらしいから、病死だろう」

　巻物に記された二人目の婚約者の年ねん齢れいは、なんと六十近い。季隆がため息をつく。

「政略結けつ婚こんとはいえ可哀かわい相そうだよな。自分のじいちゃんみたいなもんだろ、これじゃ」

「……ですが、家同士の結婚というのはそういうものですから」

　結蓮は遠えん慮りよがちに言った。

　確かに、相手の年齢を見て華瑛に同情した。しかし公主の立場では相手を選べないのもまた揺ゆるがざる事実なのだ。

「けど季ちゃん、よその国のことまでは記録にないし、調べようがないわよ」

　困ったような劉りゆう博士はかせの言葉に、季隆はふむと顎あごをなでる。

「少し、本人に探さぐりを入れてみるか……」
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　それからしばらく、公主の住む鈴りん泉せん殿でんでは女たちの悲鳴が絶えない日が続いた。

　その日、いつものように訪おとずれた季隆は、ものすごい形相の華瑛に胸むな倉ぐらをつかまれそうな勢いで詰つめ寄られることとなった。

「橘たちばな！　おまえ、どういうつもりなの！」

　可か憐れんな顔立ちをひきつらせ、わなわなと唇くちびるを震ふるわせている。回かい廊ろうを走ってやってきたところからしても尋常ではない事態だ。

　季隆はやれやれという思いで公主を見つめた。生真面目猛もう進しん型の部下がまた何かやらかしたらしい。

「今日はどうされましたか、公主様」

「どうもこうもないわ！　鈴泉殿にある池を全部さらって、棲すんでいる魚を残らず獲とってこいと命じたのよ。そしたらどう!?　本当に獲ってきたのよ！」

　興奮したようにぶちまけていた華か瑛えいが、みるみる青ざめていく。

「御ご殿てんの庭一面にぴちぴちはねる魚が並べられて、それはもう恐おそろしい光景だったわ。それなのに『ではどれからさばきましょうか？』と言って太刀たちを抜ぬこうとするのよ!?　なぜあんな頓とん狂きような部下を連れてきたのっ！」

「豊ほう舎しや人じんをご指名されたのは公主様では？」

　八つ当たりをかわして指し摘てきすると、華瑛はぐっと詰まったように黙だまり込んだ。悔くやしさと動転がいりまじったような顔で拳こぶしを震わせている。

　季すえ隆たかはため息まじりにぼやいてみせた。

「ですから申し上げたでしょう。豊舎人は公主様のご命令ならなんでもやりますと」

　最初に鈴りん泉せん殿でんを訪れて以降、結ゆい蓮れんと華瑛の攻こう防ぼうはこんな調子で毎日続いている。

　ある時は、「逆立ちで御殿の屋根の上を一周しろ」という公主の命令に、なぜか御殿だけではなく朝ちよう廷てい一周してしまい、各所で目もく撃げきした官かん吏りらの度ど肝ぎもを抜いた。

　またある時は、「今すぐ雨を降らせてみろ」と言われ、「水すい伯はくの知り合いがいるので頼たのんでみます」と出かけていき、しばらく後、都中に豪ごう雨うを降らせた。

　そんな具合で無理難題をすべてこなしてしまうため、結蓮を困らせたいらしい公主は自身が困った状じよう況きように陥おちいっているらしかった。

「……本当に豊家の娘むすめなの？　信じられないわ……」

　深々とため息をつく彼女に、季隆も肩をすくめる。

「私も時々そう思います。ですが悪気があってやっているのではありませんよ。公主様の退たい屈くつをお慰なぐさめしたいと、その一心なんですよ」

　悪気があってやっているのなら逆にすごい根こん性じようだろう。そうでないから困るのだが。

「そんなの……、……」

　華瑛は複雑そうな顔で黙り込む。頰ほおが少し赤くなったのは、何も怒いかりのせいではないようだ。

　ちらりと見やりながら、季隆は結蓮が言ったことを思いだした。

『公主様はおそらく何かお考えがあって私にご命令をなさっておいでなのだと思います。ですからすべてお応こたえしたいのです』

　生き真面まじ目めな彼女は華瑛のために全力で尽つくすつもりのようだった。

　だがあの発言、あながち間ま違ちがっていないのではないか。華瑛の表情を見るにそんな気がする。この姫ひめ君ぎみは何かを隠かくしているのでは？

「──公主様は、なぜ私と豊舎人を御ご前ぜんに召めされたのです？」

　じっと見つめて訊たずねる。華瑛が怪け訝げんそうにこちらを見た。

「わらわは公主よ。いつでも好きな時に好きなことをできるわ。おまえたちを呼んだのもただの気まぐれよ」

「では、なぜ豊舎人に難題を？　あれは戯たわむれや暇ひまつぶしではなく、遠ざけようとなさっているように私には思えますが」

　華か瑛えいがキッとにらみつけてくる。少し動どう揺ようしたように見えたのは気のせいだろうか。

「目め障ざわりなのがうろついているから追い払はらいたいだけよ。護衛なんてわらわにはいらないと言っているのに──」

「公主様」

　割り込んだ声に、華瑛が面おも白しろいくらいビクゥッと反応した。

　端たん然ぜんたる姿勢で現れたのは結ゆい蓮れんだ。靴くつや手て袋ぶくろ、袖そでなどが濡ぬれているのは魚獲りの名残なごりか。

「ご命令どおり、魚はすべて池に返してまいりました。ですが本当によろしかったのですか。焼き魚の準備も整えておりましたが……」

「お、おだまりっ。わらわは魚が食べたくて命じたのではないわ！」

　遠慮しなくてもいいのにと言いたげな結蓮の眼まな差ざしに、華瑛は顔を引きつらせて叫さけんだ。

　やけくそのように、今度はいきなり季すえ隆たかの腕うでにしがみつく。

「聞きなさい、豊ほう舎しや人じん。この橘たちばなはそなたの許嫁いいなずけなのでしょう？　今すぐ護衛をやめなければ、わらわは橘に言い寄るわよ。いいの？」

　結蓮が目を瞠みはる。絶句しているのを見て華瑛はさらに季隆に擦すり寄った。

「わらわと橘は昔から知っている仲なの。当時から親しくしていたわ。久しぶりに再会して、あの頃ころの思いがよみがえったみたい。橘、おまえもそうでしょう？」

「いやいや。私は幼女に手を出す趣しゆ味みはありませんから」

　笑え顔がおで否定する季隆の足を、華瑛が思いきり踏ふみつける。

「いってッ」

「さあ、どうするの？　四度目の幸せな婚こん約やくを、わらわに壊こわされてもいいの？」

　結蓮は驚おどろいたように息を吞のみ、さっと表情をあらためた。

「それはいけません、公主様」

「ふふん。わかればいいのよ。さあ、とっととお帰り」

「公主様は采さいの太子殿でん下かに嫁とつがれる御おん身み。他ほかの者に対してお戯れでもそのようなことを仰おおせになってはいけません！」

「──は？」

　季隆は思わず噴ふき出した。ぽかんと口を開けた華瑛を笑いながら見下ろす。

「豊舎人にその手の話は通じませんよ。許嫁を奪うばわれそうになって焦あせりを覚えるという方向に持っていきたかったのでしょうが、そういうのにはかすりませんから、彼女」

「……っ！」

　真面目な顔で見つめている結蓮を華瑛が悔しげに見返す。あまりに普ふ通つうの正論を返されて一いつ瞬しゆん毒気を抜かれてしまったらしい。

　勢いよく季隆の腕を離はなすと、彼女は「おぼえてなさい！」と捨て台詞ぜりふを吐はいて足早に行ってしまった。
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　公主の退屈をまぎらすこともできぬまま、時間だけが過ぎていく。

　今日も目通りした公主は椅い子すにふんぞりかえり、不ふ機き嫌げんな顔をしていた。

「わらわはとっても退屈で、そして不ふ愉ゆ快かいなの。大道芸でもやって楽しませなさい！」

　かしこまってそれを聞いた結ゆい蓮れんは、しばし考えてから口を開いた。

「おそれながら、大道芸とはどういったものでしょうか？」

「そなた、そんなことも知らないの？」

　信じられないという顔で華か瑛えいは身を乗り出す。壁かべが吹ふき抜けになった部屋の前に広がる庭へと、白い手を伸のばした。

「剣けん舞ぶだとか、剣を吞んだりとか、ああいう高い場所に綱つなを張ってその上を歩いたり跳はねたりする芸とか……、本当に知らないの？　なんて箱入り娘なのかしら」

「はっ。無学で申し訳ありません」

「そんな無知な護衛などわらわには必要ないわ。今度こそ帰ってもらうしかないようね」

　一転して上機嫌になって決めつけた華瑛に、結蓮は深々と一礼した。

「お恥はずかしいかぎりです。しかしながら精せい一いつ杯ぱい公主様のご希望に添そえるよう努力いたします。では失礼しまして」

「──ちょっと？」

　庭へ出て梯子はしごを調達してくると、するすると木にのぼる。大ぶりの枝に縄なわを結びつける結蓮を華瑛がまさかという顔で見上げた。

　少し離れた別の木にも縄を結ぶと、結蓮は非礼を詫わびてから長ちよう靴かを脱ぬいだ。そろそろと感かん触しよくを確かめながら縄に足を乗せる。

（剣舞……太刀を持って舞まうということかしら。あとは歩いたり跳ねたりする芸だと仰おつしやっていたけれど……）

　公主の望む芸というのが具体的によくわからなかったので、とりあえず歩いてみることにする。とたん、ぐらりと縄が揺ゆれ、身体からだが傾かしいだ。

「危ない！」

　叫んだのが華瑛だったような気がして下を見ると、彼女が蒼あおい顔でこちらを見上げていた。部屋の中にいたはずなのにいつのまにか飛び出してきていたらしい。

　どうやら望んだ芸ではないようだ。結蓮は少し考え、ぐるんと綱の上で前転してみた。

「きゃ──っっ」

　けたたましい悲鳴があがる。華瑛だけでなくお付きの女官たちも腰こしを抜かしそうになりながらわめいていた。その様子からして、またもお気に召さなかったようだ。

（私が世間知らずなばかりに、公主様に大道芸をお見せできないとは……！）

　結蓮は悔しさをこらえ、おもむろに太刀を抜いた。一応、教養としての舞まいは習得している。同じ要領でいいのだろうか。

「そなた、何をする気!?」

　太刀たちを構えた結ゆい蓮れんを見て華か瑛えいが目をむいた。

「はっ。剣舞とやらをごらんにいれようかと」

「な、け、剣舞はそんなところでやるものじゃなくてよ!?　そなたごちゃまぜにしてるわ！」

「ですが……そういたしますと、残る大道芸は剣を吞むというものしかございません。それでよろしいでしょうか？」

　華瑛の顔色が白くなった。高いところからでもわかるくらいに震ふるえている。

「も……もうやめなさいよ！　わらわは、本当は退屈なんかじゃ……っ」

「公主様……!?」

　華瑛の顔が泣きだしそうに見えて、驚いて太刀を下げた時だった。

「──何事ですか、これは」

　冷ややかな声が響ひびき、しんとその場が静まった。

　回かい廊ろうから庭園へ出てきたのは公主宮の家令、李り青せい慎しんだ。冷静沈ちん着ちやくが服を着て歩いているような彼が、一段と冷たい空気をまとってあたりを見み渡わたしている。

　彼は公主の傍そばにいた季すえ隆たかをじろりと見た。

「公主様を外へお連れして騒さわぎを起こすのが、あなた様方のお仕事ですか？」

「アハハ、申し訳ない。ちょっとはめをはずしすぎましたかね」

　笑ってごまかす季隆をそれきり無視するかのように、青慎は綱の上にいる結蓮を一いち瞥べつすると、華瑛に目をやった。

「中にお入りください。お身体に障ります」

　びくっと華瑛が震えた。

　見下ろしていた結蓮は、その過か剰じようともいえるような反応に眉まゆをひそめた。

（公主様……？）

　彼女は急いで顔をそらすと、それきり後ろも見ずに御ご殿てんへ入っていった。
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　それ以来、公主の〝横暴〟はぴたりと止やんだ。




　その日も調査のため公主御殿へ向かうと、相変わらず冷たい顔の家令が出で迎むかえてくれた。公主との面会を申し出る二人をにこりともせず案内してくれる。

「それなりに男前なんだから、にこにこすればもっと映はえるのにな」

　ぼそりとつぶやいた季隆に、結蓮は軽く咳せき払ばらいして目をやる。少し前をいく李青慎にも聞こえたはずだったが、さすがというべきか彼は反応しなかった。

　公主の居室前までくると、家令から女官に取り次ぎがされる。彼はいつもそこで役目を終え、中に入ることはしないのだ。回廊を戻もどっていく背中を見送り、季すえ隆たかが小声で言った。

「あの家令、もとは学士を目指してたらしい。よっぽど優ゆう秀しゆうなんだな。公主があれだけあっさり言うこと聞くなんて」

　学士とは官かん吏りでありながら学術の研究をする者のことで、様々な分野に存在する。かなりの難関試験を突とつ破ぱしなければならず、必然的に優秀な者が目指す職業だ。

「それなのになぜ家令をなさっているのでしょう」

「さあね。ま、途と中ちゆうで諦あきらめて別の仕事をする人だって大勢いるわけだし。あの先生もそうなんじゃないの？」

　それは確かにそうだ。李り青せい慎しんにとっては公主宮の家令が〝別の仕事〟であったのだろう。

（けれど、公主宮の家令だなんてなろうと思ってなれるものではないはず。もともとご縁えんがおありだったのかしら）

　なんとなく疑問に思いながら、居室へ続くとばりをくぐる。

　窓辺にいた華か瑛えいは入ってきた二人を見て身構えたが、すぐさま諦めたように息をついた。

「またおまえたちなの。懲こりないわね」

「ハハハ。まあそう仰らずに」

　季隆が愛あい想そ笑いで挨あい拶さつする。結ゆい蓮れんも隣となりで一礼した。

（……特に異状はなし、か）

　さりげなく室内に目をやり確かく認にんする。桃とう花かの透すかし彫ぼりがされた玻は璃りの屛びよう風ぶ、薄うす絹ぎぬの飾かざり布、金と宝玉でできた燭しよく台だい。以前と変わらない美しい部屋だ。

「公主様は甘い物がお好きでいらっしゃいましたよね。よろしければいかがでしょう」

　季隆が持参した箱を差し出す。華瑛が目線で促うながしたのを見て、包んでいた布を開いた。

　中には数種類の菓か子しが並んでいた。紫むらさき芋いもの餡あんを入れたごま餅もちや、砂糖をまぶした甘いかりんとう、色いろ違ちがいの串くし団子。甘党の彼らしい品しな揃ぞろえだ。

「暇ひまだったので、ちょっと作ってみました」

「橘たちばなが作ったの？」

　華瑛が目を瞠みはった。興味を引かれたように箱の中身をのぞきこむ。

「あ、毒は入っておりませんから。なんなら毒どく味みもしますし」

「公主様、お毒味なら私が」

　すかさず結蓮が申し出ると、季隆に突つっ込まれた。

「君、辛から党とうだろ。甘い物なんか嫌きらいなんじゃなかったっけ？」

「ご心配なく。いつも辛から子し粉こを持ち歩いておりますので」

「やっぱり辛くするのかよ！」

　ついいつもの調子に戻ってしまった二人のやりとりに、華瑛が軽く噴ふき出した。

　二人が同時に見ると、彼女は『しまった』というように目をそらした。気まずげに頰ほおを赤らめ、椅子に腰を下ろす。

「……そこまで言うのなら、食べてあげるわ。用意しなさい」

「はい、ただいま」

　金の縁ふち取どりがされた器うつわに菓子を盛り、季すえ隆たかが女官に渡わたす。受け取った華か瑛えいは手を振ふって女官を下がらせた。

　同席を許されたため結ゆい蓮れんも卓たくにつく。金と七宝でできた茶器を季隆が差し出したので、礼を言って受け取った。

「ふん。なかなかおいしいじゃないの」

「おそれいります、公主様」

　尊大な態度ながらも素す直なおな感想をのべる華瑛に、結蓮は思わず微笑ほほえんだ。いろいろと無む茶ちやを仰る公主様だが、悪意あってのことではないのだとこういう場面を見ると思わされる。

　思いがけず興味を引いたようで、しばし華瑛は手作り菓が子しについて季隆を質しつ問もん攻ぜめにしていたが、やがて疲つかれたように背もたれに寄りかかった。冷えた茶を飲み、何か考えているようだ。

「──ねえ、豊ほう舎しや人じん。そなたもこれまでに三度の縁えん談だんが破談になっているのでしょう。そなたの場合は、自分でぶちこわしたと聞いたけれど」

　急に話を向けられ、結蓮はかしこまって姿勢を正した。

「はっ。お言葉の通りです」

「それはどうして？　結けつ婚こん話を押しつけられて嫌いやだったから？」

　じっと見つめられ、初めて彼女が心を開いてくれた気がして、結蓮は丁寧に答えた。

「いえ、そうではございません。太子殿でん下かの危機に駆かけつけた結果、破談になったのでございます」

「でも三度ともそうなのでしょう？　そうなる前に縁談を断ろうとは思わないの？　そのぶんだと気の進まない縁談だったのでしょう？」

「私の結婚は家長である父の命令によるものです。否いやも応もございません」

　華瑛は少し黙だまった。美しい眉をひそめている。

「嫌だとは思わないの？　少しも？」

「事は私個人の結婚ではなく家同士のものでございますので」

　──本当は少し違ちがう。

　結蓮も心の奥底ではためらいがないわけではない。結婚して誰だれかの妻という存在になれば、これまでどおり太子に仕えることができなくなるのではないか。そのおそれを常に抱いだいている。

　しかし、豊家のため、祖父のために役にたちたいという思いも本心だ。だから結局は結婚を断れない。

　だが今はこの思いを言うことはできなかった。目の前にいるのは国の名を背負って嫁とつぐ人なのだ。甘い考えだと不快にさせてしまうかもしれない。

「……わらわは、そうは思わないわ」

　硬かたい声でつぶやいた公主の顔には落らく胆たんが浮うかんでいた。それに気付いて結蓮は驚おどろく。

「公主様……？」

「家長であれば何を決めてもいいなんて。そんなふうには思えない」

　独り言のように言うと、彼女はふいっと立ち上がった。

「もう帰って。これ以上話したくないわ」

　言い放つと、足早に部屋を出て奥へと行ってしまう。

　突とつ然ぜんのことに、結ゆい蓮れんは言葉もなく彼女を見送るしかなかった。
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　警備を他ほかの封ふう陰いん官に任せてその日は帰宅することになったが、家についても華か瑛えいのことが頭から離はなれなかった。

　あれからずっと公主の言った言葉の意味を考えている。気持ちは沈しずむばかりだった。

（どうして急にお怒いかりになったのだろう。私、何か無礼なことを言ってしまった……？）

　私室で卓子つくえに向かって悩なやんでいると、ぽてぽてと軽い足音がした。

「ちい姫ひめ様。お客様がいらっしゃいましたが、お通ししてもよろしいでしょうか」

　おずおずと顔をのぞかせたのは二、三歳ほどの男児だった。体つきに似合わず大人のようにきっちりと袍ほうを着込み、髪かみも冠かんむりで留めている。あやかしの本ほん性しようを持つ家付き従者の四し郎ろうだ。

「どちら様？」

　結蓮は驚いて腰こしをあげた。この屋や敷しきに来る客なんて祖父くらいなものだが、もし祖父であれば四郎はそう言うはずだ。一体誰だろうと思っていると、陽気な声が聞こえてきた。

「お～い、嬢じようちゃん。季すえ隆たかはいるかい」

「あっ、勝手に入ってこられては困ります」

　四郎が慌あわてたように言ったが、結蓮は別の意味でさらに驚いた。

「これは、真しん君くん様！　わざわざ拙せつ宅たくにお越こしいただけるなんて」

「愛まな弟で子しがこっちに住んでると聞いたんでな。ぼちぼち来てみたのさ。にしてもすげぇ屋敷だなぁ」

　物もの珍めずらしそうにきょろきょろしている。腰にはお決まりのように酒さか瓶びんがぶらさがっていた。

　とそこへ、騒さわぎを聞きつけたのか季隆がやってきた。見慣れない男の姿に眉まゆをひそめ、それが師し匠しようと気付いてぎょっと目をむく。

「なんでこんなとこまで来てんだよ、師匠！　いや来てんですか！」

　結蓮の視線に気付いて言い直しながらも彼は顔を引きつらせている。対照的に真君は満面の笑えみだ。

「うむ。今夜一晩泊とめてくれ」

「はあ!?　いきなり来といて何言って……」

「嬢ちゃ～ん、頼たのむぜ。わし長生きしすぎて友達いないんだよ。誰も泊めてくれんのだよ～」

「昨夜まで泊まってたとこに行けよ！」

　文句をつける季隆をよそに、真君は悲しげに嘆なげいている。結蓮は同情して眉をひそめた。

「もちろんです、真君様。拙宅でよろしければ一晩といわずお泊まりください。お部屋は……東の客間を使わせていただいてもいいでしょうか、季すえ隆たかどの」

　部屋数だけなら山ほどある屋敷だが、手入れが行き届いているのは結ゆい蓮れんの住む棟むねか季隆の暮らす離れの客間しかない。どちらに真しん君くんを案内するかは考えなくてもわかったのだろう、彼もしぶしぶうなずいた。

「仕方ない。結蓮ちゃんの部屋に連れていくわけにはいかないしな」

「わしはそっちでもいいよ」

「いいわけねえだろ。──いや、ないでしょう。ほらこっち」

　どうも彼は師匠を前にすると言こと葉ば遣づかいが乱れるようだ。

　むすりとしながら案内していくのを結蓮も急いで追う。一応屋敷の主人として手配をしなければならない。新しい寝しん具ぐを用意して客間に入った。

　季隆がここで暮らし始めてからというもの、足を踏ふみ入れるのは初めてだ。ものぐさな彼の部屋にしては片付いているのは、従者の翡翠かわせみ丸まるのおかげだろうか。

「……？」

　結蓮はふと首をかしげた。当とう惑わくしながら部屋の中を見回す。

「どうかした？」

「いえ……、その、匂においが」

「匂い？」

「はい。御み使つかい様にお出ししたお手紙に香こうを薫たきこめていたのですが、その匂いがした気がして……」

　とたん、ガターン！　と勢いよく季隆が窓を開けた。

「なんか空気悪いぞこの部屋！　今すぐ換かん気きすべきだ、うんそうしよう！」

　やけに焦あせった様子で中の空気を扇せん子すで外へあおぎ出している。

　結蓮は怪け訝げんに思って見つめたが、気を取り直して寝台に向かった。

「すみません、私の気のせいだったようです」

「そ、そうだよね、うん、そうだよ」

「御使い様をお慕したいするあまり幻げん覚かくまで見るようになってしまって……。ここに御使い様宛あてのお手紙があるはずもないというのに」

　なんだか見覚えのある紙を卓子の上に見つけて首をひねっていると、ものすごい速さで走ってきた季隆がすべりこむようにして卓たく上じように倒たおれ込んだ。

「いてっ、いててててッ。翡翠丸、おまえ、ちゃんと片付けしろっていつも言ってんだろ！　躓つまずいちゃったじゃねーか！」

「そんな何もないとこで勝手に躓かれても」

　慌てふためく主人を翡翠丸は無表情で見守っている。その隣となりでは真君が壁かべをたたいて爆ばく笑しようしていた。

「季隆どの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「はいはいはい大丈夫！　後は俺がやるから君はもう帰りなさい」

「いえ、こちらは真しん君くん様にお使いいただきますので、季すえ隆たかどのはどうぞ私の部屋へいらしてください」

　卓子を後ろに隠かくすようにしていた季隆が、驚いた顔で視線を戻もどす。

「え……そんな大だい胆たんな誘さそい方されるとは予想外なんだけど」

「ご自由にお使いください。私は外に出ていますので」

「外!?　ちょ、そこまで気を遣つかわなくていいって」

「いいのです。どうせ眠ねむれそうにありませんから」

　では、と出ていこうとする結ゆい蓮れんを季隆は見つめていたが、さっと肩かたを引き留めた。

「だったら少し話そうか。いい月が出てるしさ」

　微笑ほほえんでそう言った彼を、結蓮は戸と惑まどいながら見つめ返した。







　屋敷の庭には大きな池が広がる。三つの島には橋がかかり、渡わたし廊ろうの先には池ち亭ていもあった。

「おお、良い眺ながめ。一回ここで酒吞のんでみたかったんだ」

　池亭の手すりから身を乗り出し、季隆が機き嫌げんよくあたりを見回す。

　やわらかな風が心地ここちよい。池には月が映り、時折かすかにゆらりと揺ゆれた。

「で、ずいぶんしゅんとしてるけど。もしかして公主のこと気にしてる？」

　椅い子すに腰を下ろしながら切り出した彼に、向かいに座った結蓮は思わず目を伏ふせた。

「……はい。公主様のご機嫌を損そこねてしまいました。でもその理由がうまくつかめなくて……私のどこにお怒りなのかと……」

「まあ、結構複雑なお姫様みたいだしな。俺もあれでちょっと印象変わったよ」

　手て酌じやくで酒を吞みながら、彼は椅子の背に肘ひじをかけた。行ぎよう儀ぎの悪いことこのうえない仕草なのに不思議と優ゆう雅がだ。

「けどそんなに気にすることないんじゃないか？　君に怒おこったわけじゃないと思うし。他に事情がありそうだ」

「他の事情とは、一体」

「うーん。あのお姫様、ひょっとして結けつ婚こんするのが嫌いやなのかもね」

　まさか、と結蓮は目を見開く。

「畏おそれ多くも公主様でいらっしゃいますよ。采さい国の太子妃ひとなられる名めい誉よを嫌がっておられるわけが……」

「そのへんの意識の食い違ちがいが原因なんじゃないかな。君みたいに名門のお嬢じよう様さまで、当たり前のように家のための結婚をたたき込まれてきた子と違って、公主は城下で暮らしてたっていう変わり種だろ？　ほんとは政略結婚ってやつに抵てい抗こうがあるのかもよ」

　言い返そうとして、結蓮は口をつぐむ。自分の中の常識がこの世のすべてではない、そう言われた気がした。

「……確かに、一理あるご意見です。でも、そうだとするとやはり私にお怒りになったのでは……。公主様が政略結婚に臨のぞまれるよう仕組んでいるのは豊ほう家ですし、一族である私があの時あんなふうに申し上げたから……」

　華か瑛えいの過去の婚こん約やく者の年ねん齢れいを知った時は同情したし、豊家の思惑おもわくによって花はな嫁よめとなることに申し訳なさも感じる。けれどもまず先に来るのは〝家長の命令は絶対〟〝家のための結婚は当然〟という意識だった。何を勝手なことをと公主が怒ったとしても無理はない。

「そんなに責任感じることないって。育った環かん境きようが違ってたから考え方も違うってだけさ。公主っていう立場を考えたら、君の意見のほうが正しいって言わざるを得ないよ、俺でも」

　肩をすくめて酒を注つぎ足した彼は、酒しゆ杯はいを手に池のほうへ目を向ける。

「しかし、君にしても公主にしても、いいところの子ってのは大変なんだな。そういえば太子殿でん下かにも同じこと思ったっけ。運命を受け入れられれば楽だろうけど、そうじゃないとつらいだろうなぁ」

　しみじみと独りごちる横顔を、結ゆい蓮れんは怪訝な思いで見つめた。他人ひと事ごとのようだが、彼も故郷に帰ればかなりの名門の出だったはずだ。

「季すえ隆たかどのもそうでしょう。大家の御おん曹ぞう司しなのですから」

　久々にその呼び名を口にすると、季隆が笑って目を戻した。

「大家って言っても、田舎いなかの山奥に住んでる一族だしねー。そもそも俺、次じ男なん坊ぼうだからさ。跡あと取とりの兄貴と優ゆう秀しゆうな弟に家のことは任せっきりで、ずっと好きなことばっかやってきたから。他ほかの流派だろうが興味のあったものには全部手を出して、結局はこうして留学までしてる。だから家に縛しばられるって感覚がよくわかんないんだ。それで逆に気になっちゃうんだろうな」

「何が気になるのです？」

「ん？　君が」

「……え？」

「家とか一族にがんじがらめになりながら頑がん張ばってるのを見ると、どうにかしてやりたくなる」

　頰ほお杖づえをついたまま、こちらを見て彼は笑う。いつにない静かな笑えみに結蓮は少し戸惑った。

（そんなふうに思っていらしたの……？）

　彼の手の中で、杯さかずきの酒が月の光を宿してゆらゆら揺れる。
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　彼の故郷でのことを聞くのはこれが初めてではないだろうか。今まで素す顔がおを見せなかった人がふいにのぞかせたようで、なんとなく緊きん張ちようした。

「……弟君がいらっしゃるのですね。てっきり末子かと……」

「ああ、〝季〟隆だから？　うちの兄弟ってみんな季って字がつくんだよ」

「なるほど……」

　そんな些さ細さいなことにさえ感心してしまう。思えば、仮にも許嫁いいなずけでありながら彼のことをほとんど知らないのだ。

　もっといろいろ訊きいてみてもいいのだろうか。しかし何から訊たずねよう、と迷いながら酒杯を口に運んでいたら、彼のほうが話を続けた。

「そういえばさ、君の剣けん術じゆつって誰だれに教わったの？」

　彼の目が酒杯を持つ自分の指に注がれているのに気付く。節が硬かたくなっているところを発見されたらしい。

「前から気になってたんだけど。太刀たちだけで妖よう怪かい退治できるとか、すごいことなんだよ。術師でも難しいのに」

「たぶん、太刀が良いのです。助けられている気がします」

「母上の形見の太刀か。いやー、それにしても大した腕うでだと思うけどね」

　感心したように息をつく季すえ隆たかに、結ゆい蓮れんは自身の指を見つめながら答える。

「最初に師事したのは叔父おじです。その後はつてを頼たよって、隠いん退たいなさった元将軍に……」

「へー。そういう叔父さんがいるんだ」

「一番下の叔父です。官職につかずに祖父の本業を手伝っているのですが……、少し変わった人で、唯ゆい一いつ私のことを可愛かわいがってくれていて」

「いや、それ変わってないだろ。いい人じゃん」

　たしなめるように季隆が眉まゆをひそめる。結蓮は思わずはにかんだ。

「……はい」

　商家の仕事でほうぼうを回りながら母のことを捜さがしてくれている叔父。もうしばらく会っていないが元気にしているだろうか。

「ちょっと気を抜ぬくとそういう可愛い顔するんだよなぁ……」

「は？」

「いーや、なんでも」

　肴さかなにした豆の甘あま煮にを口に放ほうり入れた彼は、心なしか苦く笑しようしているようだ。

　結ゆい蓮れんはしばしためらったが、おずおずと口を開いた。言おうかどうしようか迷っているうちに次の話題になってしまい、言いづらくなってしまったが。

「どうにかしてやりたい、というのは……ひょっとして、だからなのでしょうか。私が大将軍を目指していると言った時も笑わないでくださったのは」

　太子と国を護まもるために固めた決意。それを笑わずに「恰かつ好こいい」と言ってくれたのは彼だけだった。

　結蓮の事情に同情しているから、笑わないでいてくれた。どうにかしてやりたくなるという言葉は、そういう意味なのだろうか。

「それはちょっと違うかなぁ。君に合ってると思ったのは本心だし」

　結蓮の疑問をあっさりと否定し、季すえ隆たかは池のほうへ目を向けた。

　水面に映る月を眺めて何か考えていたようだったが、言葉を選ぶようにしながら口を開く。

「俺の国じゃ、大将軍ってのは極ごく悪あく非ひ道どうの代名詞みたいになってるからさ。だけど煌こうでは尊敬されてる存在なんだなって……君みたいな女の子が目指すような存在なんだと思って、なんかいいなぁと思ったんだ」

　酒杯をもてあそびながら伏し目がちに笑う。遠い故郷を思い出しているのだろうか。

「極悪非道の大将軍とは、一体」

「うん。話せば長くなるんだけど。璉れんには今、皇こう帝ていが二人いるんだよ」

　皇帝が一国に二人。その尋じん常じようでない内容に結蓮は目を瞠みはる。

「正帝と対立した大将軍が権力を我がものにしようとして、もう一つ朝ちよう廷ていを作ってね。幼帝を立てて傀かい儡らいにしたんだ。おかげで璉はもう十何年も内戦が続いてる。大陸じゃとっくに戦乱時代は終わってるっていうのに」

　だから璉は遅おくれてるんだよな、と彼は少し皮肉げに笑った。

　荒あらぶる龍りゆう神じんが棲すむといわれる広こう大だいな中海と、峻しゆん険けんな山々で大陸から隔へだたった璉国。詳くわしい内情まではなかなか伝わってこないため何もかもが初耳だった。

「その大将軍を捕とらえることはできないのですか？」

「昔はそういう動きも活発だったけど、今じゃ争うより阿おもねっていい思いしようって人が多いんだ。抵抗勢力はどんどん取り込まれてるらしい」

「なんという不敬な輩やからなのでしょう。皇帝陛下をないがしろにするとは……！　皆みなが一丸となって戦うべきです」

「まあ、結蓮ちゃんならそう言うよねー。でも現実は、争いが長引きすぎてみんな慣れてきてるところがあるんだよ。内戦っていっても今じゃ地方で小さな合かつ戦せんがあるくらいだし。正帝の皇子が将軍として出しゆつ陣じんしてるとか聞くけど、勝機は微び妙みようなところだな」

　聞けば聞くほど信じがたい話だった。璉とは思いがけず閉へい塞そく感かんのある国のようだ。

　だから彼は煌こうへ来たのだろうか？　命の危険も顧かえりみず、新しい世界を求めて。

　もし自分がそんな国に生まれていたらどうしていただろう。想像がつかない。彼のように明るく自分の思う道に突つき進むことができただろうか。

「大変なのですね……」

　ぽつりとこぼした結ゆい蓮れんに、季すえ隆たかは酒を注ぎ足しながら笑う。

「けど、平和なら平和なりに別の形の争いはあるしなー。煌だって朝廷の主導権争いとかあるだろ？　どこでもそれなりに良いことも悪いこともあるもんだよ」

　池を渡わたってきた風が、ゆるやかに二人の間を通り抜けていく。

　結蓮は玻は璃りの杯を両手で持ちながら、彼の言葉をかみしめていた。

　彼の祖国の事情を聞いていたはずなのに、いつのまにかなぐさめられたような気がするのは、自分の考えすぎだろうか。だから公主のことでそんなに悩なやむなと励はげまされたように聞こえた。

（どこでもそれなりに、良いことも悪いこともある……か）

　この人はそうやって折り合いをつけて生きているのか。だからこんなに気負わずにいられるのだろうか。

（本当はとても強い人なのかもしれない。こういうところは見習うべきなのかも……）

　心でつぶやき、こくりと酒を吞のむ。

　たまには許嫁とこうして語り合うのも悪くない。そんなことを思いながら。







　第三章　あらたな求婚者







　ぬりつぶされたような暗くら闇やみに、押し殺した声が響ひびく。

「誰にも渡さない……絶対に逃にがさない……」

　華か瑛えいは、はっと瞼まぶたを開けた。

　飛び起きてあたりを見回す。深夜の公主の寝しん所じよに誰かがいるはずもない。だがその声は深しん々しんと頭の中に語りかけてくる。

「逃がさない……おまえはわたしのものだ……」

　たまらず耳をふさいだ。寝台を抜け出し、回かい廊ろうまで飛び出して、柱によりかかる。

　低く重く、呪のろうような声が頭から離はなれない。やはり彼は自分を恨うらんでいるのだろうか。

「わかっているわ、皇子様……」

　震ふるえながら、あえぐように息をつく。

「わたしは、誰のものにもならない……」

　自分に言い聞かせるようにつぶやいた。必死に己おのれを戒いましめるかのように。

「──公主様」

　ふいに声をかけられ、びくりとする。

　振ふり向かなくても誰だれなのかわかった。家令の李り青せい慎しんだ。

「こんな夜よ更ふけに、いかがされましたか」

　いつからそこにいたのだろう。華か瑛えいは青ざめながら彼を一いち瞥べつし、すぐさま目をそらした。

「なんでもなくてよ」

　それだけ答えると逃げるように部屋へ戻もどる。扉とびらの横にもたれ、しばらく外をうかがった。彼が立ち去るのを確かく認にんして、思わずその場に座り込む。

（あの人は、わたしを見張っている……）

　その理由を思うとたまらなく恐おそろしさがこみあげ、華瑛は両手で顔を覆おおった。
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　池ち亭ていでの語らいを終えて客間に戻ると、一人酒の真しん君くんが待っていた。

「戻ってきたのか。腰こし抜ぬけめ」

　にやっと笑ったところを見ると、許嫁いいなずけの寝しん室しつから退散してきたと勘かん違ちがいしているらしい。

　季すえ隆たかは相手にせず、まだ開け放されていた窓を閉めた。

　夜空の月はだいぶ高くなっている。思いがけず長い間結ゆい蓮れんと過ごしていたようだ。

「俺に用があるんだろ。何しにきたんだよ」

　真君を信しん奉ぽうする煌こうの民たみである結蓮の前では一応丁てい寧ねい語を心がけていたが、彼女がいない今は普ふ段だんの関係に戻ってもいいだろう。そもそもこの言葉遣いは彼の影えい響きようだ。

　窓に背を預けてじっと見つめる季隆に、真君は杯さかずきを干すと視線を返してきた。

「そろそろ蓬ほう白ばく山さんに戻る気になったか」

「いや。全然だな」

「戻ってくれば力を返してやると言うのに、馬ば鹿か者が」

　酒に染まった赤ら顔で注つぎ足たしながら、ちらりとこちらを見る。

「仮にも仙せん人にんの弟で子しであった者が、いつまで復ふく讐しゆうなどという俗ぞく事じにとらわれているつもりだ。もうあの男は帰ってこんのだぞ」

「……俗事まみれの仙人にだけは言われたくねーよ」

　窓越ごしに外へ目をやりながら季隆は眉まゆをひそめた。

　あれは、復讐だなどとたった一言で片付けられることではない。

　結蓮に憑ついている太刀たちの精せい霊れい、鬼おに狩かり姫ひめ。彼女からそれについて聞き出したいことがあるのに、そう思っている時にかぎって姿を現さない。

　くくっ、と真君が笑う。

「すげないことを言っておるが、わしに会えて嬉うれしいんだろうが。そういう顔をしとったぞ」

　そんなわけあるか、と呆あきれつつも季隆は黙だまっていた。師に訊ききたいことがあったのは事実だ。

「あの娘むすめ、人ではなかろう」

　心を読んだかのように言われ、思わず顔を見る。どこか超ちよう然ぜんとした眼まな差ざしはとっくにそれを見通していたらしい。

「瞳ひとみの色がわずかながら紫むらさきがかっている。宝玉の瞳に、あの気配。──龍りゆうの眷けん属ぞくだな」

　そこまでわかっているのなら話は早い。持っている情報を披ひ露ろうする。

「母親の家系が龍族らしい。あの子を見た水すい伯はくは『紫し黒こく公こう主しゆ』と呼んでた。あの子自身は翠みどり色の水に守られてる」

「翠……翠すい龍りゆうか。東海龍りゆう王おうの一族だな。確か紫黒公主がいるのも東海だけだ」

「てことは、つまり──」

「東海龍王の娘むすめということだ」

　さらりと告げられた言葉に、息を吞んだ。

　大陸を囲む四海を治める四柱の龍王、四海龍王。その長が東海龍王だ。俗ぞくに龍りゆう宮ぐうとも呼ばれる水すい晶しよう宮きゆうに棲み、その一族はそれぞれ宝玉のようにあざやかな目玉を持っているといわれる。

「どうりで……身体能力が半はん端ぱじゃないわけだ」

　軽口のつもりで発した声が少し震えた。

　致ち命めい傷しようを負いながらも失われない命、人ひと離ばなれした美び貌ぼう。龍族の血が濃こいせいだろうとは思っていたが、さすがにそれほどの血筋とは予想外だった。

　それならばなおのこと、彼女を引き留める術すべを早く解明しなければならない。

「龍の眷属はいずれ龍の世界に戻らなきゃいけないんだろ。あの子の母親もその母親も帰っていったそうだけど」

「ある程度の年ねん齢れいになったらそうらしいな。嬢じようちゃんもそろそろだろう」

「……人の世に留とどめておく方法はないのか？」

「ない」

　即そく答とうだった。一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった季すえ隆たかに、真しん君くんは酒しゆ杯はいをあおると真面まじ目めな顔で続けた。

「昇しよう仙せんする時と同じだ。人として死を迎むかえ、人として滅ほろんだ肉体から出て仙になる。まったく別の生き物になるのだ。龍も同じ。この世で人として生まれた龍族は、かりそめの肉体で一度死を迎え、その肉体を脱ぬぎ捨てて龍となり、眷属のもとへ帰る。そうなればもう元には戻れん」

「……」

　結ゆい蓮れんが翠の龍になって天空を飛び去っていく。そんな絵が浮うかぶ。いつかそれが現実になる日が来てしまうのか。

「嬢ちゃんは具合が悪いようだな」

「……時々、あちらの世界の幻げん影えいを見てる。本人は貧血だと思ってるみたいだけど……。それに、人の食べ物をあまり受け付けなくなってるらしい」

「それはいつ頃ごろからだ？」

「確か……半年くらい前からひどくなったって言ってたな」

「急に悪化したというのなら、何かきっかけがあったはずだぞ。半年前に嬢ちゃんの周辺で変わったことはなかったか」

　季すえ隆たかは考え込む。半年前。何かあったと結ゆい蓮れんは言っていただろうか。思い出せない。

「なんにせよ、もう長くはないぞ。そのぶんじゃだいぶ肉体が弱っておる。このままいけば、あの肉体は早晩くたばるだろう」

「くたばるとか言うな」

　言い返してはみたものの、あまり力が入らなかった。

　ただでさえ弱っている身体に彼女は精霊を宿している。本人は気付いていないが相当負担になっているはずだ。その精霊がもとは自分の持ち物だったことを思うと、取り憑ついた経けい緯いに直接関連がなくても責任を感じる。

　ため息をつき、卓子つくえに積んである巻物や書物を一瞥して続けた。

「煌こうの太たい祖そはどうだったんだ？　伝説だと龍神の末まつ裔えいってことになってるよな。けど伝記では早世したっていう記述はない。数々の功績を残して寿じゆ命みようをまっとうした。そうだろ？」

　朝ちよう廷ていから持ち出してきた初代皇こう帝ていに関する資料だ。中には秘ひ匿とくされているものもあるから、もし問題になった時は孫まご娘むすめを溺でき愛あいする豊ほう老人に助けを求めるしかあるまい。

「教えてくれよ、師し匠しよう。太祖と結蓮、二人の違ちがいはなんなんだ」

　夜な夜な資料を繰くっているが、これといったことはつかめていなかった。初代皇帝と知り合いだったという真君なら、きっと何かを知っている。今は頼たよるしかない。

　真しん君くんはしばらく無言で酒杯をあおっていたが、季隆の望む答えをもたらすことはなかった。

「この世に未練があれば残る時間も長くなる。何も希望と期待を持たなくなれば、すぐさま龍になって帰ってしまうだろう。──せいぜい、嬢ちゃんを失望させんことだな」

「……」

　結蓮がこの世に残す未練や希望とはなんだろう。

　すぐに思い浮かぶのは、敬愛してやまない太子の存在と、待ち続けている恩人のお迎えくらいか。太子への尊敬は変わらないだろうが、それだけでこの世に留まり続ける枷かせになるかはわからない。

（……俺が名乗ればいいのか……？）

　恩人が傍そばにいるとわかれば、彼女は眷属のもとに帰らずにいてくれるだろうか。

　過よぎった思いを、すぐに握にぎりつぶした。

　いつかはそうしようと思っているが、しかし今はまだ言えない。過去に決着もつけられずにいる未熟者が、どうして胸を張って名乗れるだろう。彼女は恩人を〝尊敬〟しているのに。

　結蓮が龍に戻るのが早いか、それとも復讐が片付くのが先か──。

「──季隆どの。夜分にすみません」

　急に部屋の外から結蓮の声がして、季隆はぎくりとした。

　戸を開けてみると、厳しい顔をした彼女が立っていた。手にした書簡を差し出す。

「たった今、報しらせが来ました。公主様の御ご殿てんで怪かい異いが起こったそうです」
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　公主の御殿の一室は、嵐あらしが吹ふきぬけたかのように荒あれていた。

　調度品はなぎたおされ、割れたり散らばったり散々な有様だ。壁かべには一面に鋭するどいものでえぐられたような痕あとが無数についていた。

「やだ、何これ。こわーい」

　見回した劉りゆう博士はかせが季すえ隆たかの腕うでにしがみつく。見た目は逞たくましい男性だがその仕草はやはり可愛かわいらしい。季隆は慣れているのかそれを放置して検分を続けていた。

「なんだろうな、この痕」

　彼は壁の傷きず跡あとをじっと見ている。触さわって確かめていた結ゆい蓮れんも首をかしげた。

「やはり人にん間げん業わざではなさそうですね」

　深夜に駆かけつけた時にはわからなかったが、朝日の下でよく見てみると削けずったような痕こん跡せきがあった。一箇か所しよや二箇所ならともかく、この多さは異様だ。

　交こう替たいで詰めていた封ふう陰いん官たちによれば、それは夜中に突とつ如じよ巻き起こったという。人のいない部屋だったからよかったものの、すぐ傍は公主の寝しん所じよだ。しかし鈴りん泉せん殿でん自体、季隆自ら結界を張っているため本来ならこういった怪異が起こるのはありえない。

「妖よう怪かいか、もしくは悪神、悪あく霊りよう……煌こうでいうところの悪あつ鬼きだね。そのどれかだろうけど、一体どこから入ったんだか……」

　彼は難しい顔で考え込んでいる。仮にも次官にまでのぼった実力者だ、結界をやぶられたというのが結蓮にも信じられなかった。

「妖怪悪鬼が入れないと仰おつしやいますが、それは確かなのですか？　あなたのご友人の幽ゆう鬼きは、ごく普ふ通つうに皇こう宮ぐうをさまよっていらっしゃいますよね？」

「これだけ歴史のある朝廷なんだから、幽鬼が棲すんでても当たり前だろ？　別に封陰省は手当たりしだいに調ちよう伏ぶくしてるわけじゃない。悪霊がいれば退治するってだけの話で」

　気を取り直したように息をつき、彼は振ふり返る。

「とりあえず結界のやり直しだ。気になることもあるし、一いつ旦たん封陰省に戻もどって出直そう」

　何か思いついたふうの上官の言葉に、結蓮は真顔でうなずいた。







　交替の人員を残して書庫に戻ると、季隆はさらさらと紙に筆を走らせ、それを差し出した。

「ここに書いてある呪じゆ具ぐを持ってきて。俺は本庁にいって霊れい符ふをもらってくるから」

「わかりました」

　出向になって日が浅いとはいえ、どこに何がおいてあるのか大まかなところは教えてもらっている。書しよ架かの林立する奥へ行って指定の呪具を用意した。

　大おお卓たくへ並べ、数を確かく認にんすると、ふうと息をつく。

（公主様はどうしておられるだろう）

　今日は華か瑛えいと会えていない。皇宮へ来てまでも怪異に遭あって、恐おそろしがっていることだろう。護衛を命じられていながら防げなかったことが悔くやまれた。何も異変がないことに油断していたのだ。

（それに、あのご発言のことも気になる……）

　公主は結けつ婚こんを嫌いやがっているのではないかという季すえ隆たかの推測。本当だとしたら理由はなんなのだろう。

　のびのびと育ったがゆえに政略結婚を受け入れられない。豊ほう家の駒こまのようにして嫁とつがされることに我が慢まんならない。果たしてそれだけなのだろうか。

（同じく三度の結婚が破談になった身の上の私に、もしかしたら何か話したいことがおありだったのかもしれないのに）

　だが自分はその機会をふいにしてしまった。

　いくら考えても公主の思いが読めないのだ。凝こり固まった常識に囚とらわれているからなのだというのは薄うす々うすわかってきたが、ではどう考えるべきかというのがまだわからない。

　なぜなら自分は今、結婚というものについて悩なやむ必要がなかったからだ。

（私は季隆どのに甘えすぎていたのかもしれない……）

　契けい約やく結婚を持ちかけてきた彼の優やさしさを、申し訳なく思いつつも深く考えることなく受け入れて今日まで来てしまった。それは反省するべきだろう。

　そんなことを悶もん々もんと考えていると、背後に気配を感じた。

　季隆が戻ってきたのかと結ゆい蓮れんは何気なく振り向いたが、すぐさま驚おどろきとともに身構えた。

「……!?」

　異様な男が立っていた。いや、服装からして男だろうと予想したものの、実際はさだかではない。なぜならその人物は面をつけて顔を隠かくしていたからだ。しかも手には抜ぬき身の太刀たちを握っている。

「何なに奴やつ！」

　太刀に手をかけながら誰すい何かするが、相手は答えない。それどころか太刀を振りかぶって襲おそいかかってきた。

（……っ！　こんな狭せまいところで！）

　大卓のあるここでは、とてもじゃないが斬きり結んだり太刀を振り回したりするどころではない。斬ざん撃げきを避さけながらすばやく目を走らせる。外へ出られる扉とびらは相手の背後だ。そうなると奥へ一旦逃にげて立て直すしかない。

　じりじりと後ずさりながら隣りん室しつへ入ると、相手も間合いをくずさないまま追ってきた。斬り合いのできるだけの広さができ、結蓮はあらためて太刀を構え直す。

「名を名乗れ。それが嫌なら面をとれ」

　男は相変わらず無言だ。太刀を構えて襲いかかってきた。

「っ！」

　無む駄だのない動き、しかし勢いはすさまじい。すんでのところで斬撃をかわすと、次の隙すきを許さず男に向かって太刀を一いつ閃せんさせた。

　面がまっぷたつに断たち割れる。床ゆかに落ちて乾かわいた音を立てた。

「──お見事」

　にこり、と男が笑う。結ゆい蓮れんは目を疑った。

「……！　あなた様は……っ」

　それはよく知っている人物だった。しかしここにいるはずのない人物でもあった。

　とにかく刃やいばを向けていい相手ではない。仰ぎよう天てんしながらも太刀を収める。

　跪ひざまずこうと急いで身体からだを退ひくと、その隙をつくように相手が間合いを詰つめてきた。

「そうかしこまるな」

「！」

　反射的にさらに身体を退いたが、すぐ真後ろに寝しん台だいがあったことに気付かず、ぶつかって足がもつれた。そのまま倒たおれ込んでしまう。

「久しぶりだな、結蓮」

　涼すずやかな声で言った彼は、精せい悍かんな面おも立だちに甘い笑みを浮うかべて見つめている。

　寝台にひっくり返った恰かつ好こうの結蓮は、笑え顔がおでのぞきこんできた男を啞あ然ぜんと見上げた。

「なぜ……あなた様が朝ちよう廷ていに……」

「要求されていた婚こん約やくの品が手に入ったんだ。長い間待たせてすまなかった」

　結ゆい蓮れんの髪かみを愛いとしげに梳すき、懐ふところから布にくるまれたものを取り出す。
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「上京してすぐに会いに来るつもりだったが、これを加工させていたものだから。おまえの欲しがっていた〝月宮に住む仙せん女によの髪飾かざり〟だ。一年かかったがなんとか見つけだしたぞ」

「……」

「今度の品は、おまえの気に入るといいんだが……」

　知らず知らず結蓮は冷や汗あせをかいていた。

　〝月宮に住む仙女の髪飾り〟、そんなものはこの世に存在しない。だからこそ要求したのだ。しかし彼はそれを持って再び目の前に現れてしまった。

　くすり、と彼がまぶしげに笑う。

「どうした、そんなに黙だまり込んで。私に会えたからといって喜びすぎだぞ」

「いえ、私は別に──」

「さっきからその鎧よろいが邪じや魔まだな。再会の抱ほう擁ようができないじゃないか。取ってやろう」

　結蓮の否定も聞かず、爽さわやかに微笑ほほえみながら鎧に手をかける。

　その時。

「──おい」

　不ふ穏おんな声とともに、男の頭ががしっと後ろからわしづかみにされた。

　ゆらりと顔をのぞかせたのは季すえ隆たかだ。恐ろしく不ふ機き嫌げんな表情で見下ろしている。

「おたく、誰だれ？　俺の寝台で俺の許嫁いいなずけに何してくれてんの」

　目を丸くして見あげていた結蓮は、急いで身体を起こした。突とつ然ぜんの再会に動どう揺ようしている場合ではない。

「季隆どの、手をお放しください。この方は──」

「放せるわけないだろ、こんな危険人物」

　敵意に満ちた目をしている彼に飛びつき、手を押さえる。

「皇こう帝てい陛下の第三皇子であらせられます、雪せつ南なん王おう崇すう怜れい様です」

　一いつ瞬しゆん訝いぶかしげな顔をした季隆が、はっとしたように男を見つめた。
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　臨りん崇怜は太子の異母兄である。現在は雪南府の統治を任され、雪南王と呼ばれていた。

　文武にすぐれ人望も篤あつく、女官たちの熱い視線を集める美び丈じよう夫ふである彼は、数年前から結蓮に熱ねつ烈れつに求きゆう婚こんを続けている。

　しかし、季隆を婚約者だと紹しよう介かいしても、崇怜はまったく意に介かいした様子がなかった。

「どうせまたあのご老公が持ってきた縁えん談だんだろう？　毎度毎度、意に染まぬ結婚を強要されて可哀かわい相そうに」

　凜り々りしい目ま見みをひそめ、同情したように見つめている。今回は契約結婚なのでご心配なく、などと言えるわけもなく、結蓮は黙って顔を伏ふせるしかなかった。

「で。なぜまた彼女を寝台に押し倒しておられたのでしょうか、雪せつ南なん王おう様」

　慇いん懃ぎん無礼に訊たずねた季すえ隆たかに、崇すう怜れいは今さら何をという顔つきで答えた。

「婚約者に帰き還かんの挨あい拶さつをしていただけだが？」

「……婚約者？」

「しかし我が婚約者はなかなか意地っ張りでな。求婚するたびに婚約の品を要求して、私の気持ちを試ためそうとするんだ。それも、水すい晶しよう宮に収められた宝ほう剣けんだの天てん帝ていの娘むすめが着ている羽は衣ごろもだの、この世に存在するのかと思うようなお宝をだぞ。まあ、そうやって私を振ふり回すところがたまらなく愛いとしいのだが」

　そう言ってとろけるような笑みを結ゆい蓮れんに向ける。

　呆あつ気けにとられていた季隆が、目をむいて詰め寄ってきた。

「なにそれ。俺聞いてないよ!?　結蓮ちゃん二ふた股また!?」

　結蓮は深くため息をつくと生き真面まじ目めに答えた。

「いえ、二股ではありません。崇怜様のご発言はいつもの戯ざれ言です。お気になさらないでください」

　相手は皇子で尊敬もしている人だが、この戯たわむれだけはいただけない。そもそも互たがいの立場からして本人同士で結婚を決めるなどありえないことなのだから。

　ふっと崇怜が目を細める。

「おまえは本当に照れ屋だな、結蓮」

「はっ。おそれいりますが、私は別段照れているわけでは──」

「そんな照れ屋な結蓮のために、婚こん礼れいは身内だけで行おうと考えている。安心していいぞ」

　にこにこと楽しげに彼は笑っている。相変わらず話を聞かない人だ。

「……あの、崇怜様。何度も申し上げておりますが、私は──」

「先日、皇帝陛下にもご報告してきた。おまえと結けつ婚こんすると言ったら驚いておいでだったが、あの分ではおそらく祝福してくださるだろう」

　結蓮は言葉を吞のみこんだ。

（陛下の御ご前ぜんで宣言なさった、ですって……!?）

　さすがにその発言には驚かざるをえない。皇帝が出てくるとなると話はがらりと変わってくる。戯れ言だと聞き流している場合ではなくなるのだ。

　突然のことに固まっていると、そっと崇怜に手をとられた。

　その微笑みは情熱的で、甘い。

「やっとおまえを王おう妃ひにしてやれる。一いつ緒しよに雪南府へ行こう、結蓮」

「……」

（どうしよう……）

　握にぎられた手を呆ぼう然ぜんと見つめる。

　皇帝がからんでいると知った今、この手を振り払はらうことはできない。

　げほん、とわざとらしい咳せき払ばらいが割って入った。

「おそれながら雪せつ南なん王おう様。ただ今任務中ですので、そういうのはまた後ほどにしていただけないでしょうか？」

　季すえ隆たかだ。さすがの彼も皇子相手にいつもの態度はとれないようで、一応丁てい寧ねいに申し出たものの、目は笑っていない。

　結ゆい蓮れんを見つめていた崇すう怜れいが、我に返ったように瞬またたいた。

「それもそうだな。おまえの邪魔はしたくないし、ひとまずは退散するとしよう。変人ぞろいの封ふう陰いん省しように出向だなんて、可哀相に。どうせ上官も変人なのだろう。いじめられていないか？」

「はっ。お気き遣づかいいただきおそれいります」

「変人な上官って、私のことですかね」

　季隆が笑顔で口をはさんだが、崇怜はひたすら結蓮を見つめている。

「おまえが望まない仕事をしているのが哀あわれで仕方がない。すぐにここから助け出してやるから、もう少し辛しん抱ぼうしてくれ」

「無視かよ……」

　結蓮以外の人間は完全に眼中にないようだ。

　と、しらけた目をしてぼやいた季隆を、崇怜は初めて気づいたように振り返った。

「君は封陰官か？」

「え？　はい、そうですが」

　初対面時に名乗りをあげたのだが聞こえていなかったらしい。

　崇怜が嬉うれしげな顔になる。どうかしたのかと結蓮は不思議に思ってそれを見つめた。

「ちょうどよかった。調べ物をしていてな。訊ねたいことがある」

「なんでしょう？」

「六ろく蓮れん天てん女によの加護について興味があるんだが、どんなものか知らないか？」

　とたん、季隆がすっと真顔になった。

「……なぜそんなことにご興味をお持ちなので？」

「なぜも何も、ただの好こう奇き心しんだ。私は人一倍探求心が旺おう盛せいな性質でね。知りたいと思う事こと柄がらについて知らないということが耐たえられないんだ」

「さようでしたか。しかしながらそれは国の機密です。お諦あきらめになったほうがよろしいかと」

　丁寧な口調で季隆が言うと、崇怜は心から残念そうにため息をついた。

「これでも皇族の一人なんだが、だめか？」

「はい。皇帝陛下のお許しがなければ」

　きっぱりと断られ、崇怜はふうと息をついて首を振る。

「残念だ。これからしばらくは六蓮天女の夢ばかり見るだろうな」

　カタン、と音がして見知らぬ下官がしずしずと入ってきた。どうやら彼の従者らしい。崇怜はそれを見ると、気を取り直したように結蓮に目を戻もどした。

「もう行かなくてはならないが……、豊ほう家にはあとでうかがうつもりだ。親族一同に婿むことして挨拶しておかねばな」

　ではな、と笑え顔がおで手をあげ、季すえ隆たかには一いち瞥べつもくれずに彼は小部屋を出ていった。

　姿が見えなくなり、結ゆい蓮れんは思わず大きく息をはく。

（びっくりした……）

　いるはずのない人が急に現れただけでなく、断ったはずの求婚も彼の中では当然のように続行中だったとは。

「あれが崇すう怜れい様か……。ちょっと意外だったな」

　同じく見送っていた季隆がぽつりと言った。

「ご存じなのですか？」

「皇子たちの中で特に異能の力が高かったっていう人だろ？　太子殿でん下かに聞いた」

「殿下に？」

　いつのまにそんな話を太子としていたのかと驚おどろく結蓮に、彼は軽く顔をしかめてみせた。

「こら、忘れてたな。五年前に業ごう焰えんを解かい神じんしたのは誰だれか、まだ捜さがしてる途と中ちゆうだろ」

　五年前、業焰なる妖よう怪かいに後宮が襲おそわれた事件。太刀たちに封ふうじられていたと思われる業焰を解放して後宮に放ったのは皇族の誰かではないかと彼は疑っている。龍りゆう神じんの血をひく皇帝一族は生まれながらに神通力を持つため、解神の術を行えるのではとにらんでいるらしい。

「……まさか、崇怜様を疑っていらっしゃるのですか？」

　彼は不満げな半眼になった。

「今までは疑ってなかったけど、さっきのあれを見たらあやしく思えてきた。初対面で自分の許嫁いいなずけを押し倒たおされるとか……ないわー」

「ありえません！　崇怜様はすばらしい人格者ですよ。そんなことをなさるわけがありません」

「すばらしい人格者はこんなところで女の子の鎧よろい脱ぬがそうとかしないからね。だいたいなんで押し倒されても無反応なんだよ。俺のことは問答無用で殴なぐったのに」

「崇怜様は皇子ですよ。殴るだなんてめっそうもないことです。それにあなたの時とは事情が違ちがいます。崇怜様はおかしな真似まねをされたわけではありませんし」

「俺だってしてないだろ！　つか、崇怜様は思いきり鎧脱がそうとしてただろ」

　なんなんだよこの差……とぶつぶつ言いながら、彼は不ふ審しんそうに顎あごをなでた。

「そもそも蓮女の加護に興味あるって時点で若じやつ干かんあやしいし……」

「その蓮女の加護……とは、一体なんなのです？」

　聞いたことのない言葉に首をかしげた時だった。

「六蓮天女の加護とは、六人の蓮女が守る守護石のことさ」

　朗ほがらかな声が響ひびき渡わたり、季隆が驚いた顔で振り返る。結蓮も意外な思いでそちらを見た。

　小部屋に入ってきたのは真しん君くんだった。二人を見るとにやにやして酒さか瓶びんを掲かかげる。

「季隆の顔を見にきたんだが、おまえさんらが仲良く痴ち話わ喧げん嘩かしてたもんだから入りそびれてな。ワッハッハ」

　楽しげに笑うと、笑みをたたえたまま結ゆい蓮れんを見て続けた。

「かつて天帝は、地上の平安のため六人の天てん女によを遣つかわした。以来、天女たちは地上に留とどまり、現在の六国を護まもり続けている。──有名な神話だ。もちろん知っとるだろう？」

　結蓮はうなずいた。幼子すら知っている創世神話の一つだ。

「だが実際には少し違っててな。地上には六つの柱があり、それが人界を支えている。どれか一つでも壊こわれれば世界が傾かたむくってわけだ。現に六百年前にも一柱が崩くずれ、今の汀てい国にあたる国が水に沈しずんだ。汀国が大湖に浮うかぶ諸島国なのはそういうわけさ」

「ちょっと、師し匠しよう……」

　諫いさめるように季すえ隆たかが口をはさんだが、真しん君くんは鷹おう揚ように手をあげて彼を制し、話を続ける。

「六ろく蓮れん天女が六国を護っているのなら、なぜ王朝が次々と代わるのか。疑問に思ったことはないかい？　六国を守護しているならば当時の六朝は今日まで続いているはずだからな」

「確かに……」

　言われてみればそれもそうだ。六りく雄ゆうと呼ばれる六つの大国と周辺にある無数の小国という地図は昔から変わらないが、それぞれの王朝は時代が下るとともに代わり続けている。

「そうならなかったのは、天女が守るのが六国そのものじゃなくこの地上を支える六本の柱だからなのさ。たまたま守護石柱の置かれた国が栄さかえてるってわけだ」

「……その守護石柱が、この煌こうにもある、と……」

「そのとおり」

「師匠！」

　季隆が再び割って入る。なじるような声だったが、真君は慌あわてた様子もなく結蓮に笑って見せた。

「愛まな弟で子しがにらんどるからこのへんにしとくか。口外せんでくれると助かるんだがな、嬢じようちゃん？」

「はっ。確かに、承うけたまわりました」

　聞いてはいけない話を聞いてしまったらしい。真君は口を滑すべらせたのだろうか。

　とっさにそう察し、結蓮はすぐさま今聞いた話を頭の中から追い出した。立場上、こうして口止めされることはよくあるから慣れている。

「……結蓮ちゃん。そこの霊れい符ふと呪具をまとめて運んでてくれる？　すぐに追いつくから」

　季隆がこちらを見ないまま言った。

　聞かれたくない話をするのだろう。それも察しがついたため、結蓮は「わかりました」とだけ答えてすみやかに指示に従った。







　結蓮が出ていくのを確かく認にんするや、季隆は声を低めて問いただした。

「蓮女の加護のことは最高機密だろ。部外者にべらべらしゃべるなよ」

「嬢ちゃんは部外者じゃないぞ。皇こう帝ていも承知のうえだ」

　真しん君くんがゆったりと答える。さらに理解しがたい言葉に、季すえ隆たかは眉まゆをひそめた。

　皇后の〝妹〟であり太子の〝叔母おば〟ではあるが、皇帝にとっては一臣下だ。国の機密をやすやすと教えるとは思えない。

（なんであの子だけ特別扱あつかいする？　そんな理由はないはずだ）

　じわりと疑念がわきあがる。

　思えば他ほかにも不審に思うことはあった。山に籠こもっている真君が急に訪ねてきたのもおかしい。里へ下りて民たみを助けることはあっても、政まつりごとの場に出るような御ご仁じんではないのに。

　季隆の疑問を察したかのように、真君は笑って告げた。

「先の業ごう焰えん退治で覚えもめでたくなったってことだろ。喜んどけよ、ワッハッハ」

　──噓うそだ。

　とっさにそう思ったが、何も言わずにおく。もちろん顔にも出さずにおいた。

「そりゃ光栄ですね。じゃあ俺、急ぐから」

　軽く会え釈しやくをして書庫を出ると、ちらりと背後を一瞥して歩き出す。

（皇帝と封ふう陰いん省しようの上層部しか知らないことを、褒ほう美び代わりに一武官に教える？　ありえないだろ。一体何を企たくらんでるんだ……）

　自分の知らないところで何かが起きているのか。得体の知れない思いに急せかされるように、足早に結ゆい蓮れんを追った。
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　公主御ご殿てんへ戻もどると、季隆は封陰官を指揮して結界をあらためる術式に入った。

　その間、結蓮は一人で御殿周辺を見回っていた。公主の住むあたりを重点的に見ておこう、と思いながら歩いていると、坪つぼ庭にわに臨のぞむ回かい廊ろうの端はしに当の華か瑛えいの姿を見つけた。

「公主様。おかげんはいかがですか？」

　気配に気付いて振ふり向いた彼女は思いのほか顔色がいい。そのことにほっとして挨あい拶さつすると、華瑛は微び妙みような表情で目をそらした。

「……なんともないわ。平気よ」

「それはようございました。ただいま、橘たちばな次官が結界の強化を図はかっておられます。二度と公主様には怪かい異いを近づけさせませんので、どうかご安心ください」

　華瑛が訝いぶかしげに目線を戻す。しばし沈ちん黙もくし、うかがうように口を開いた。

「どうしてそんなにわらわを護ろうとしてくれるの？　わらわが公主だから？」

「もちろんでございます。貴き御お方かたをお守りするのは官かん吏りとして当然の務めですので」

「そう。大変ね、そなたたちも。あんなに意地悪されても守らないといけないなんて」

　そっけなく言って彼女は庭へと顔を向ける。硬かたい横顔だった。

「でも、そんなことをしても無む駄だよ。怪異はなくならないわ」

「と、仰おつしやいますと？」

「……わらわは呪のろわれているから」

　ぽつりとこぼれた答えに、結ゆい蓮れんは驚おどろいて彼女を見つめた。

「知っているでしょう？　わらわの許嫁いいなずけが三人とも亡なくなっていること。それもすべて婚こん礼れいの直前にね。三人目の方なんて、輿こし入いれしたわらわを迎むかえに来て、興奮のあまり顔を合わせる寸前に発ほつ作さを起こしてしまわれたのよ。そのまま回れ右して煌こうに戻ったわ。笑っちゃうわね」

　そんなふうに言いながらも、彼女の横顔は少しも笑っていない。どこか疲つかれたように生気がなかった。

（やはり、公主様のお心は傷ついておられるのだわ）

　たとえ気の進まない縁えん談だんだったとしても、三人が三人とも亡くなってしまったのだ。気に病やまずにはいられなかっただろう。しかし呪われているとはどういうことだろうかと結蓮が訊たずねようとすると、ふいに彼女がこちらを見た。

「そなた、好きな人はいる？」

「は……」

　唐とう突とつな問いに、初めに浮かんだのは翠すい玉ぎよくの御み使つかい様のことだった。顔も覚えていない、初はつ恋こいの憧あこがれの人。

　無意識に顔に出てしまったらしい。華か瑛えいが興味深げに見つめてきた。

「ふうん、いるの。それって橘たちばなのこと？」

「いえ、……」

　違ちがいます、と答えかけ慌てて口をつぐむ。偽ぎ装そう婚こん約やく中なのにわざわざ自じ滅めつすることはない。そもそも婚約者がいるのに他に好きな相手がいるなどと、〝常識〟ではあってはならないことなのだから。

　華瑛は怪け訝げんそうに首をかしげたが追つい及きゆうしてはこなかった。目を伏ふせてそっと息をつく。

「……わらわはいたわ。昔だけれど」

（え──）

「意地っ張りだったから、誰だれにも気付かれないようにしていたわ。ずっと我が慢まんしていたのよ。婚約も決まっていたのだけれどね。でも、一度だけ気持ちを打ち明けたことがあった」

　思いがけない告白に、結蓮は真顔になって彼女を見つめた。

　彼女の三人の婚約者のうち、面識があるのは一人だけ。煌に留学していた一人目の相手だ。

「それはもしや、璉れん国の皇子様のことでしょうか」

　遠えん慮りよがちに訊ねてみると、華瑛はしばし黙だまり、くすっと笑って顔をあげた。

「そなた、いい人ね」

「……」

「でも、もうわらわに近づかないで。迷めい惑わくなの」

　初対面時以来の笑え顔がおに驚いたのも束つかの間、彼女はすぐに表情を戻すと、冷たく言い放って踵きびすを返した。

「公主様」

　その背中に結ゆい蓮れんは思わず呼びかけていた。

「武官としてだけではなく、私個人としても公主様をお守りしたいと思っております」

　華か瑛えいは足を止めたが、振り返ることなくまた歩き出す。

　いつものようにつっけんどんだったり、突とつ然ぜん打ち明け話をしたり、急に笑ったり冷たくなったり。今日の公主は少し様子がおかしい。やはり不安定になっているのだろうか。

　心配になって追いかけると、彼女がふいに立ち止まった。

　坪庭をはさんだ向こうの回廊、そのさらに奥の月光門をくぐって若い男が現れる。家令の李り青せい慎しんだ。こちらに気付いたのか、足を止めて一礼する。

　それを見るなり、華瑛ははじかれたように目をそらした。足早にまた歩き出す。

「公主様？　彼が何か……？」

「なんでもないわ」

　公主はつんとすまして回廊を去っていく。

　坪庭越ごしに、家令は礼れい儀ぎ正ただしく公主を見送っている。

　ごく当たり前の光景なのに、どこか不自然に結蓮の目には映った。




　　　　[image: ]




　公主御殿の結界をあらためると、その日は予定を変えて別のところへ行くことになった。

　西宮の奥にある黎れい華か殿でん。琇しゆう有ゆう皇子の住まいだ。

「太子殿でん下かいわく、皇子の中で特に能力が高かったのは崇すう怜れい様と琇有様らしい。せっかくだから琇有様にも話を聞きたいんだよ」

　皇子たちにかけられた疑いを晴らすと豪ごう語ごしたのは他ならぬ結蓮である。信じているなら会わせてくれてもいいだろうと季すえ隆たかに詰つめ寄られ、仕方なく琇有に会わせることにした。

「言っておきますが、琇有様がそんなことをされるなんてありえませんよ」

「まあまあ、怖こわい顔しないで。ちょっと個人的に興味があるだけだから」

「個人的な、とは？」

「呪じゆ禁ごん師しを目指されてたんだろ？　珍めずらしい話だし、どんな方なのかなーってね」

　確かに琇有は以前、呪禁師の修しゆ行ぎようをしていた。皇こう帝ていの御み子この中でもっとも神通力に恵めぐまれていたのだ。

「五年前の襲しゆう撃げき事件の時って琇有様はどうされてたの？」

「……琇有様は偶ぐう然ぜんにもあの日は後宮にいらっしゃいませんでした。呪禁道の修行をされていた頃ころで、その道の師とご一いつ緒しよに西宮におられましたから」

「ふーん……。偶然？」

　結蓮はぎろりとにらんだ。季隆が軽く肩かたをすくめる。

「君が熱くなるのは太子殿下に関することだけかと思ってたけど、他の皇子様に対してもそうなんだな」

「煌こう国の臣下ならそれが当たり前です！」

「はいはい。──で、その将来有望な術師だったはずの皇子様は、今は西宮で引きこもりあそばしてる、と」

　結ゆい蓮れんは思わず目を伏せた。

　五年前の業ごう焰えん事件は、現場に居合わせなかった琇しゆう有ゆうにとっても悲劇だった。母と弟を亡くしかけた彼は、その衝しよう撃げきと動どう揺ようから、御殿から出ることができなくなってしまったのだ。

「人一倍お優やさしい方なのです。そして人一倍暗がりを愛されておられるだけです」

「暗がりって。どんな皇子様なんだよ」

　ぼやく彼とともに、黎れい華か殿でんの門をくぐる。

　太子の宮と同じく回廊の柱があざやかなのは、もう一人の孫に対する祖父・諭ゆ迅じんの心こころ遣づかいだ。名めい匠しように作らせた吊つり灯どう籠ろうや窓飾かざりがいろどりを添そえている。

　だが、一歩中に踏ふみ込むと様子は一変する。女官や侍じ官かんの姿はなく、窓はとばりで覆おおわれ室内は薄うす暗ぐらい。ところどころ灯ともる明かりが不気味に影かげを揺ゆらしている。

「……なんなの、ここ。亡ぼう霊れい屋や敷しき？」

　面めん食くらったように見回している季すえ隆たかに、結蓮はキッと視線をやった。

「失礼なことを仰らないでください。皇子様の御殿ですよ」

「いやどう考えても廃はい墟きよだろ。亡霊しか住んでないって、これ」

　季隆が薄うす気き味み悪わるそうに傍そばにあったどくろの置物を手に取った時だった。

「──誰？」

　奥の暗がりから、ささやくような声がした。

　結蓮はその場に膝ひざをつき、拝礼して答える。

「豊ほう結蓮にございます。琇有様」

「……入って」

　ぽっ、ぽっ、と行く手に明かりが灯り、道を照らしてくれる。

　それに導かれるようにして進むと、ほのかな明るさに包まれた部屋があった。無数の燭しよく台だいが並び、きちんと積まれた書物の山がいくつも浮うかび上がっている。

　奥の高座には、座ざ卓たくの前に人ひと影かげがあった。

　伸のびっぱなしの長い前まえ髪がみから整った面おも立だちをのぞかせた青年──太子の同母兄、臨りん琇有だ。

「琇有様、突然申し訳ありません。こちらは封ふう陰いん省しよう次官の橘たちばな季隆どのです。あやしい者ではございませんので、ご安心ください」

「構わないよ。他ほかならぬ結蓮の頼たのみだもの。それより……例の物は持ってきてくれた？」

「はっ。──ここに」

　結蓮は包みを解いて一冊の本を取り出す。本とはいってもしっかりした作りのものではなく、どちらかといえば安っぽい代しろ物ものだ。だがそれを見た琇有は目の色を変えた。

「はあ、はあ、やっと続きが読める……この日をどれだけ待ち望んだことか……！」

　突然鼻息が荒あらくなった皇子に、季すえ隆たかがたじろいだ顔で後ずさる。結ゆい蓮れんのほうはもう慣れているため特に反応せず見守った。

「え……えーと、琇しゆう有ゆう様？　失礼ですが、そちらの御ご本ほんは一体……」

「これかい？　これは現代の至宝、高こう玲れい玲れいの新作小説『巷こう説せつ　玉ぎよく葉よう伝でん』の最新刊さ！　前の巻から間が空いてたからずっと待っていたんだ～。他にもいろいろ読んでみたけど、これほど面おも白しろいものはないね。フフフフフフフフ」

　よほど嬉うれしいらしく琇有は笑いが止まらない様子だ。

「……あ、琇有様ってこんな感じの方？　男前なのに台無し、みたいな」

　当とう惑わく気味につぶやく季隆を結蓮はじろりとにらむ。太子と同じく結蓮にとっては幼い頃から知る大事な皇子なのだ。台無しとは聞き捨てならない。

　その視線を受け流し、季隆は咳せき払ばらいすると愛あい想そ良く話を進めた。

「あのー。それって確か、志し怪かい小説でしたよね。読んだことがありますが」

「貴公も小説好きなの？　いいよね～高玲玲！」

「ええ、すばらしいです。……志怪小説がお好きということは、琇有様は妖よう怪かい幽ゆう鬼きの関連にご興味がおありで？」

　季隆が笑顔でさりげなく切り込む。結蓮は咎とがめるように見たが、彼は知らん顔だ。

「好きだねえ。幽ゆう冥めいの世界には浪ろ漫まんを感じる」

「ですよねえ。では、自分でも機会があればちょこっと呼び出してみたいなあ、なんて思われたことはありますか？」

「季隆どのっ」

　さすがに止めに入ったが、彼は動じていない。

　琇有は訝いぶかしげにそれを見やり、すぐに物もの憂うげに目を伏ふせた。

「経験してみれば執しつ筆ぴつ上で役に立つかとは思うけど……。でも、自分でやるより読んだり聞いたりしているほうが楽しいな。一応修しゆ行ぎようもしたけどものにならなかったし」

「執筆、とおっしゃいますと」

「自分でも小説を書いているんだよ。まだ駆かけ出しだけど、いずれは高玲玲のような志怪小説の書き手を目指しているんだ」

「それはすばらしい。拝読させていただきたいですね。──では当然、神憑つきの太刀たちの話はご存じなのでしょうねえ」

「神憑きの太刀？　名前は聞いたことが……」

　不ふ審しんそうに顔をあげた琇有が、ふいにぎらりと目を光らせた。

「そういえば貴公は封ふう陰いん官じゃないか！　小説の題材にしたいから取材させてくれたまえよ」

「え!?」

　目をむいて後あとずさった季隆を、琇有はいつになく機き敏びんな動きで捕ほ獲かくした。

　結局彼は、琇有を探さぐるどころか封陰官の仕事を事細かに説明するはめになったのだった。







「あー……ひどい目に遭った」

　ようやく琇しゆう有ゆうに解放された季すえ隆たかは、よろよろしながら黎れい華か殿でんを後にした。

　結ゆい蓮れんは一足先に辞し、東とう宮ぐう御ご殿てんへ向かっている。なんでも、琇有を訪ねた後は太子のもとへ報告にいくのが決まりなのだそうだ。引きこもりの兄皇子を太子も心配しているのだろう。

「しかし……引きこもりねえ」

　出てきたばかりの門を肩かた越ごしに見やり、ぼそりとつぶやく。

　黎華殿の庭には清らかな大きい池があった。おそらく水すい伯はくが棲すんでいるはずだ。水門を開いてもらえばどこへでも行ける。そして見るかぎり、琇有の呪じゆ禁ごん術じゆつの腕うで前まえならそれが可能だ。

　加えて、室内には水すい盤ばんがあった。あれは水鏡の術をした跡あとだ。遠くのものでも望めば映るという高等な技わざを、彼は少なくとも数回は実行している。

（あれだけの腕うでがあれば業ごう焰えんを解神するくらいは朝飯前だったはずだ。やっぱ、あやしいのはこっちかな）

　変人と見せかけて実はとんでもない曲くせ者ものなのかもしれない。そのあたりをひそかに観察していたことは、皇子大好きらしい結蓮には言えなかったが。

（それに、妙みような反応してたしな……）

　黎華殿と華か瑛えいの住む御殿は近いため気付いたことはないかと訊たずねてみたのだが、彼は何やらぎくりとした様子を見せたのだ。子どもの頃に華瑛にひどい目に遭あわされたと言っていたから、そのせいかとも思っていたが──本当は別に理由があるのかもしれない。

　考え込みながら歩いていると、西宮への門をくぐって一頭の黒馬が駆けてきた。

　通り過ぎながら何気なく見上げた季隆は、馬上の人に気付いて思わず足を止めた。

（崇すう怜れい皇子──）

　華か麗れいに馬を操あやつっていた崇怜のほうも、こちらに気付いたらしい。通り過ぎたところで手た綱づなを引くとひらりと下りてきた。

「君は確か、結蓮と一いつ緒しよにいた上官だったな？　私の妻は同行していないのか？」

　堂々と妻呼ばわりしている彼は微塵も悪びれたところがない。心底そうなるものだと決めつけているのだろう。季隆もにこやかに応じた。

「はい。私の許嫁いいなずけは一足先に戻もどりました」

「そうか。私の妻はもう帰ったか。顔を見たかったのだが」

　別段張り合う様子もなく残念そうにしている。思いこみの激しさに半ば感心してしまいながら、季隆は慇いん懃ぎんに申し出た。

「おそれながらもう一度ご確かく認にんを。豊ほう結蓮嬢じようは、親が認めた私の許嫁ですので」

　崇怜が悲しげに息をついて首を振ふる。

「ああ、そうだったな。望まない婚こん約やくを押しつけられて結蓮も可哀かわい相そうに……」

（……やっぱ人の話聞いてねー……）

　この精せい悍かんな美び丈じよう夫ふ皇子にとって、どうやら自分程度の男は恋こい敵がたきにすらかすらないらしい。

　確かに馬を乗りこなす姿は同性から見ても男前だが、だからといって許嫁の座を明け渡わたすわけにはいかない。表情をくずさず続けた。

「積年の恋こいには申し訳ないですが、私は引きませんよ」

　声の調子が変わったのに気付いたのだろう、崇すう怜れいが意外そうにこちらを見た。

　目の前にいるのが自身の敵だとやっと認識したのか、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめる。

「──ほう。狙ねらいは豊ほう家の財産か。それとも官職か？」

「雪せつ南なん王おう様はそうなので？　私は考えたこともありませんが」

　笑えみをたたえて切り返すと、帯に差していた扇せん子すを抜ぬく。ぱっと開きながら踵きびすを返した。

「婚約破は棄きはありえませんので、よろしくお願いいたします」

　崇怜はじっとにらみつけている。敵視しているのか、それとも正義感からの抗こう議ぎなのか。

　とりあえずはこれで存在を覚えてくれるといいのだが、と思いながら季すえ隆たかは歩き出した。
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　琇しゆう有ゆうの御殿を訪問した旨むねを報告すると、琮そう成せいはいつものように労ねぎらってくれた。

「ご苦労だった。兄上の暗くら闇やみ好きは相変わらずのようだな」

「はっ。琇有様より殿でん下かへ贈おくり物をあずかっております」

「また怪かい奇き小説か。そこへ置いておけ」

　そっけなく言いつつも太子が兄からの趣しゆ味みのお裾すそ分わけをちゃんと読んでいることは、お付きの者たちから聞いている。結ゆい蓮れんはかしこまって指定の場所へそれを置いた。

　見ていた琮成が、小さく息をついた。

「崇怜兄上と会ったらしいな」

　どこからか耳に入ったのだろう。結蓮は仕方なく「はい」とうなずいた。

「おまえに会いに行かれるだろうとは思っていたが……。できれば接せつ触しよくせずに済むよう仕向けたかったのだがな」

「……本当なのでしょうか。皇こう帝てい陛下の御ご前ぜんで、結けつ婚こん宣言なさったとは……」

「まことだ。残念ながらな」

　ため息まじりに琮成がつぶやく。結蓮は気持ちがふさぐのを感じた。

　しばらく沈ちん黙もくが落ちたが、やがてあらたまった顔で彼は続けた。

「実は、陛下から調査を命じられている。崇怜兄上の真意を探れと」

「真意……？　と、仰いますと」

「私も詳くわしい理由は聞いていないが──、おまえは豊家当主の娘むすめだ。皇子である兄上に嫁とつぐとなれば豊家の威い光こうはさらに増すだろう。崇怜兄上の申し出があまりにも唐とう突とつだったから、何か意味があるのかと疑問をいだいておられるようだ」

「……さようでございましたか」

　相あい槌づちを打ったものの、声がしずんでしまうのをごまかせなかった。

　崇すう怜れいは皇子の中でもとりわけ文武にすぐれ、人望も篤あつい。彼が治める雪せつ南なん府ふも豊かな土地だ。豊ほう家が崇怜との縁えん談だんを拒きよ否ひするとは到とう底てい思えない。

　皇帝の生母はすでに薨こう去きよしているし、その一族も政治には向かないからと朝ちよう廷ていへの進出に消極的だった。何より豊家は次代の皇帝の生母の一族だ。皇帝としても、皇室と豊家の繫つながりを強めておきたいという思いがあるかもしれない。

（陛下がそこまでして特定の一族を頼たよろうとしておられるかはわからないけれど、でも、可能性がまったくないわけではないし……）

　何しろ豊氏官かん吏りは朝廷各官府にひしめいている。いかに皇帝とはいえそれらを軽視しようとはしないはずだ。朝政を進めるには豊家の力はいまや必要不可欠となっている。

「調査の結果だが……、崇怜兄上はこの数年で何度か都にきておられた。それも秘ひ密みつ裏りにだ」

　琮そう成せいの声にはわずかな不審がにじんでいた。

「もちろん都にいらっしゃるのは構わない。王に封ほうじられた皇子は皇こう宮ぐうに入るなという決まり事などないからな。だが秘密裏にというのが気にかかる。なぜ内密に都へ来る必要がある？」

「ご生母様の喪も中ちゆうでいらしたので、朝廷へのお知らせをご遠えん慮りよされたのでは……」

「……まあ、理由はそれしか考えられない。が……」

　実母が亡なくなった場合、服ふく喪も期間は三年。その間は朝廷の行事への参加等は控ひかえることになっている。だが外出に制限はない。

　実を言えば結ゆい蓮れんはこの三年の間に崇怜と何度か会ったことがある。そのたびに彼は「喪もが明けたら結婚しよう」と呪じゆ文もんのように言っていた。

　貴き方の戯たわむれだろうと本気にしていなかったが、彼は生母の喪が明けるのを待っていただけだったのか。そのたびに断りを入れていたつもりだったが、言い方がまずかったのか──。

「縁談の一つや二つくらいで今さらそんな顔をするな。辛しん気きくさい」

　冷めた声で言われ、はっと結蓮は我に返った。

　動どう揺ようしたのを見み抜ぬかれている。皇帝が命じた調査が、自分との結婚を前提にしたものなのではないかと思ってしまったのだ。

　うろたえる結蓮を琮成は冷静な顔で眺ながめていたが、すいと目をそらして言った。

「もし兄上との話が進むようなら、また私が助けてやる。心配するな」

　口調はいつもと同じでそっけない。だが彼の真意が伝わってきて、結蓮は胸がいっぱいになった。

「身に余るお言葉……っ。結蓮は大陸一の幸せ者でございます！」

　思わず傍そばにあった何かを握にぎりしめる。バリンと鈍にぶい音を立ててそれがくだけた。

「しかしながら私ごときのためにそのようなことをなさっては殿下の御み名なに傷がつきます！　どうかお気持ちだけで」

「……おまえはここへ来るたびに私の持ち物を破は壊かいするが、それは何かの願がん掛かけか？」

　指し摘てきされ、結蓮は初めて気づいた。手の中から何か砂すな粒つぶのようなものがこぼれていく。琇しゆう有ゆうからあずかった冊子を捧ささげた時に使った盆ぼんだ。

「申し訳ございませんっ！　畏おそれ多くも殿下を敬愛したてまつりすぎていて」

　ふん、と鼻を鳴らし、琮そう成せいは軽く唇くちびるをゆるめる。

「その台詞せりふが出たか。どうやら調子が戻ってきたらしい」

「……はっ」

　太子の御前にもかかわらず動揺してしまったことに、恥はじ入りながら顔を伏ふせた。こんな未熟なことで何が太子の近衛だろうか。
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　それきりその話題を忘れたように琮成が話を変える。

「華か瑛えい姉上の件で調査を命じられたと聞いたが、どうなっている？　封ふう陰いん省しようからも進展なしとしか報告がこないが」

「はっ。注意を払はらいながら引き続き怪かい異いの原因を探さぐっているところです」

「目星もつかないか」

「季すえ隆たかどの……いえ、橘たちばな次官は、公主様の三人の婚約者に関心を持っておられたようでした。お三方とも偶ぐう然ぜんに病死されたのかどうかと」

　一いつ瞬しゆん、琮成が微び妙みような表情をした。

「そうか。それを聞いていなかったのだな」

「殿下……？」

「……三人とも病死となっているが、一人目だけは違ちがう。──毒殺されたのだ」

　結ゆい蓮れんは息を吞のんだ。

　一人目の婚約者は留学していた璉れん国の皇子だ。それが毒殺されていたとは。

「公おおやけにはなっていない。璉との話し合いにより、病死とすることになったらしい。あちらの国もいろいろと面めん倒どうな事情を抱かかえているようだし、あらたな火種を増やしたくなかったというところだろう」

　言いようは冷めていたが、琮そう成せいの顔には憐れん憫びんが浮うかんでいた。皇子が他国で暗殺されたなど、こんな悲劇はない。しかもその事実を伏せられているのだから。

「毒を盛った犯人は誰だれなのですか」

「捕ほ縛ばくされていない。当時の捜そう査さ資料を読めば何かわかるかもしれぬが。いるか？」

　結ゆい蓮れんは、きりっと顔を引き締しめてうなずく。

「ぜひ！」

　思いがけない事実が判明した。これが公主を悩なやます怪異に関係があるかはさておき、調べてみる価値はある。

（公主様のお悩みも救えず、太子殿下のご心痛も取り除けず、自分の心配ばかりしていたなんて。私は……！）

　ぐっと拳こぶしを握りしめ、結蓮は顔をあげる。

　崇すう怜れいのことは今は忘れ、任務に専念しよう。そう自分を戒いましめながら。







　捜査資料をたずさえて結蓮が出ていくと、琮成は一人、物思いにしずんだ。

　思い出したのは皇后に言われた言葉だった。

　本気で守りたいのなら結蓮を〝名無し〟にしてでも後宮に入れろ。それができないならもう邪じや魔まはするなと。──あれからずっとそのことを考えていた。

（結蓮を名無しになどできない。あんなに努力して自身の居場所を見つけたのに）

　彼女の努力は、それをささげられてきた自分が一番わかっている。

（不本意だが、それは確かに間ま違ちがいない……）

　物心ついた時から、兄妹きようだいのように過ごしてきたのだから──。

　子どもの頃ころの結蓮は、太子を兄のように慕したいなさいという皇后の言いつけを忠実に守っていた。一族の者から冷たくされていた彼女は〝慕う〟ということがわからなかったらしく、ただひたすら、ひよこのようにくっついて回った。

　そんな結蓮を琮成も大切にしていた。大人しくて無口だった彼女がいつしか楽しげに話しかけてくるようになり、よく笑うようになった。それが誇ほこらしくて嬉うれしくて、これが〝兄〟の気分なのかと思ったものだ。

　ある時、結蓮が転んで怪け我がをした。傷口から流れた血が青く変色したのを見た時、彼女がなんらかの特異体質であると気付いた。それを機に、守ってやらねばという思いはいっそう強くなった。

　それなのに、皮肉にも彼女は自分を守る武官になってしまった。あの頃のように気安く名を呼ぶこともなければ、無防備に笑うこともしない。

（いつからだったか。結ゆい蓮れんが笑わなくなったのは……）

　兄と慕ってくれなくなったのを太子が不満に思っていることなど、彼女はきっと夢にも気付いていないのだろう。
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　封ふう陰いん省しようには戻もどらない旨むねを使者に託たくし、その日はそのまま東宮御ご殿てんで資料を読みふけった。すべて目を通し、帰宅する頃にはすでに夜になっていた。

　屋や敷しきへ入ると、居間のほうが何やら騒さわがしい。そしてなんともいえない良い匂においがしている。

　着き替がえてそちらに向かうと、小さな家付き従者たちに囲まれた季すえ隆たかが笑え顔がおで迎むかえてくれた。

「おかえり。待ってたんだよ、帰ってくるの。よーし、飯にするぞー」

　翡翠かわせみ丸まるが鍋なべを抱えて入ってくる。小さな従者たちがいそいそと席についた。

「ふんっ！　おまえの作った飯なんぞ、ぜんぜん大したことはなかったがの！　せっかく作ったというんなら、食ってやってもいいがの！」

「よだれ拭ふけよ、ちびっ子」

　箸はしを握りしめて鍋に釘くぎ付づけになっている九く郎ろうに、季隆はにやにやしている。いつも敵意むきだしで彼に向かっていく九郎だが、いつのまにか胃い袋ぶくろをつかまれてしまったらしい。

　結蓮も戸と惑まどいながら席に座る。卓たく上じようには大きな鍋が置かれているだけだ。中身はよくわからないがたくさんの食材が入っているようだった。

「これはなんですか？」

「煮に込こみ鍋。前、一いつ緒しよにやろうって言ってたろ。結局あれきりできなかったからさ」

　そういえば以前、寝ね坊ぼうして職場に出てこない彼を自宅へ迎えにいった折、聞いたことがある。彼の故郷の料理で、璉れんではその煮込み鍋とやらを皆みなで囲んで食べるのだという。

　玉をくりぬいて作られた器うつわに、鍋の具が取り分けられる。できたてなのだろう、ほかほかと湯気が立っていた。

　興味深く口に運んだ結蓮は、すぐに感かん嘆たんの吐と息いきをもらした。

「おいしい……」

　菜っ葉や茸きのこ、肉などが甘あま辛からく味付けしてある。濃こいめの味が空っぽのお腹なかにしみていった。

「そりゃよかった。あ、厨ちゆう房ぼうにあった鍋、使えそうなやつ全部使っておかわりも作ったからね。いっぱい食べていいよ。今夜もこれから仕事だし、力つけとかなきゃ」

「はい。ありがとうございます」

　今日は朝から何も食べていなかった。それほど東宮御殿での資料読みに没ぼつ頭とうしていたのだ。

「で、太子殿でん下かのところで調べ物してたってのは、何か進展はあったの？」

　ちょうどそのことを報告しなければと思っていた。促うながされ、結蓮は表情をあらためる。

「公主様のお一人目の婚こん約やく者ですが、死因は何者かによる毒殺でした」

「毒殺……？」

「はい。犯人は捕つかまっておらず、その背景に誰がいるのかもわかりません。当時、璉れん国側との極ごく秘ひの話し合いにより、病死として事態を収めたようです」

　さすがに季すえ隆たかは驚おどろいたようだった。箸を持つ手が止まっている。

「普ふ通つう、異国で自分の国の皇子が殺されたんなら抗こう議ぎくらいはするもんだよな。それがないってことは璉のほうにも後ろ暗いものがあったってことか」

「璉には皇こう帝ていが二人いると仰おつしやっていましたね。そのあたりと何か関係があるのでしょうか」

「……ありうるな」

　彼は難しい顔で考え込む。思いがけない方向へ話が向いたことに戸惑っているようだ。

　早くも空からになった一いつ杯ぱい目の鍋を下ろし、翡翠かわせみ丸まるが二杯目の鍋を卓たくに置く。

「奥様、おかわりは？」

「いただきます」

　結ゆい蓮れんはうなずき、視線を戻した。行ぎよう儀ぎよく食べている四し郎ろうや、がっついている九く郎ろう、その他の従者たちに囲まれ、季隆は一人だけ黙もつ考こうしている。

「皇子様の毒殺事件の背景をもっと探るべきでしょうか」

「いや……、事件そのものは詳くわしく調べる必要はないと思う。背景ならだいたい見当はつくし。亡なくなった皇子は正帝の御み子こで、事件後に煌こうとの話し合いに乗ったのは幼帝側、つまり大将軍だろう。要するに、そういうことだよ」

　正帝の皇子が煌の公主と婚約したことで、正帝側の威い光こうが増すのを恐おそれた大将軍が皇子を抹まつ殺さつした。──そんな筋書きが脳のう裏りをかすめ、結蓮は眉まゆをひそめた。

「いいのですか。そこまでわかっておいでなら、璉の民たみとして申し立てをするべきでは」

「煌国側だって握にぎりつぶしてるんだから、申し立てても無む駄だだよ。証しよう拠こもないし、俺の妄もう想そうだって可能性もなくはない。だいたい、他国の皇子が朝ちよう廷ていで殺されたなんてことを煌国側が認めるわけないって」

　ひらひらと季隆は手を振ふる。結蓮は反論しようとしたが、彼の言うことが当たっているのに気付くとそれ以上何も言えなかった。

「それに結蓮ちゃん、俺たちの仕事は毒殺事件の捜査じゃない。公主周辺の怪異の解明だろ」

「それはそうですが……、この件とは関係はないのでしょうか？」

「あるとしたら、皇子の幽ゆう鬼きが公主に取り憑ついて悪さしてる……とか？」

　さらりと彼は言う。結蓮はぐっと箸を持つ手に力をこめた。

　皇子が怨おん霊りようになった。悲しいことだが、それだけの目に遭あったのだ、恨うらみを抱いだいてこの世に留とどまっていてもおかしくはない。

　翡翠丸が空の鍋を下ろし、ほかほかと湯気を立てる次の鍋を置いた。

「奥様、おかわりは」

「いただきます」

　口の周りを汚よごしている九郎を拭ぬぐってやりながら答えると、結蓮は真面まじ目めな顔で季隆を見た。

「あれから、鈴りん泉せん殿でんのほうはいかがでしたか」

「いろいろ調べてはみたけど、やっぱりわからなかった。結界がやぶられた形けい跡せきもなかったし。一応対処はしてきたけどね」

　行儀悪く頰ほお杖づえをつき、彼は軽くため息をついた。まだ箸は止まっている。結ゆい蓮れんと違ちがって、考え事をする際には食事を中断する癖くせがあるらしい。

「公主様のご様子は？」

「部屋から出てこなかったよ。やっぱり怯おびえてるんだろうな」

「……おいたわしい……」

　昨日夜中から丸一日詰つめていた結蓮たちは、他の封ふう陰いん官と交こう替たいで一時帰宅している。少し休んだらまた今夜半から出かけることになっていた。

　あっというまに空になった鍋を取り上げ、翡翠かわせみ丸まるが湯気をあげている次の鍋を置く。

「奥様、おかわりは」

「いただきます」

　結蓮も考え込みながらうなずきを返す。公主の輿こし入いれまでもう時間がない。それまでに怪かい異いを解明しなければならないのだ。しかしそれを思うと気持ちがふさいでくるのだった。

　行儀良く食べていた四し郎ろうが、ふと思い出したように言った。

「そういえば、ちい姫ひめ様。さきほど、臨りん崇すう怜れいさまからお届け物がありました」

「崇怜様から？」

　この別宅には祖父の許しがなければ誰だれも入れない。それは崇怜も知っているから、本宅に品物を預けていったのだろう。それで転送されてきたようだ。

　金銀細工のほどこされた美しい箱の中には、夜色の髪かみ飾かざりが収められていた。大おお粒つぶの藍らん宝ほう石せきと瑠る璃りを合わせた絢けん爛らんたるものだ。

　横からのぞきこんできた季すえ隆たかが、うわ、と目を瞠みはった。

「すげー高そう。こういうのが欲しかったの？」

「いえ、そういうわけでは……。これはお返しします」

「でもこれを持ってきたら結けつ婚こんするって言ったんだろ？」

「それは……、皇后様の教えを実行しただけなのですが、まさか本当に持っていらっしゃるとは思わなくて……」

「何、皇后様の教えって」

「子どもの頃ころに教えていただいたのです。もし将来、誰かに求婚されることがあれば、相手が用意できないような支し度たく金きんやお宝を婚約の品として要求しなさい、と。豊ほう家より財産のある方はいないから、それで相手の方は諦あきらめるだろう、と……」

　幸い、豊家当主の娘むすめに堂々と言い寄ってくる者はあまりいなかったが、ただ一人、崇怜だけは別だった。あまりにも日常的に言われるものだから、きっと挨あい拶さつ代わりの冗じよう談だんなのだろうと思っていたのだが。

「結婚したければ指定したお宝を持ってこいって？　まるで柚ゆず子こ姫ひめだな」

「柚子姫、とは？」

「璉れんのお伽とぎ噺ばなしだよ。絶世の美女に求婚した貴公子たちが、この世に存在しない宝物を要求されて捜さがしに行くんだけど、それぞれひどい目に遭ったあげく全員ふられるっていう」

　呆あきれと感心半々の顔で季すえ隆たかがつぶやく。結ゆい蓮れんが首をかしげると、彼は椅い子すの背にもたれながら笑った。

「でも崇すう怜れい様にはお宝を用意できるだけの財力があったってわけだ。あの皇子様とも幼なじみってやつなの？」

「いえ、崇怜様と初めてお会いしたのは業ごう焰えんの件の後です。武官になるため剣けん術じゆつ修しゆ行ぎようを始めた頃、師事していた元将軍のもとで偶ぐう然ぜんお会いして……。崇怜様も武人でいらっしゃるので」

「ふーん……。目指すものが同じ者同士、恋こいが芽生えたってわけだ」

　どことなく面おも白しろくなさそうに彼はぼやいた。結蓮はとっさに反論しようとしたが、

「奥様、おかわりは」

「あ、いただきます」

　翡翠かわせみ丸まるがするりと入ってきたため、なんとなく流れてしまった。

　そんなやりとりも目に入っていないようで、季隆は怪け訝げんそうに話を続ける。

「けど、俺には何も要求してないよね？　一応ちゃんと求婚したのに」

「あなたとのお話は祖父が持ち込んだ縁えん談だんです。家同士の結婚話を私が断るわけにはいきません。祖父に言われて求婚なさっただけでしょう？　個人的な求婚ではないのですから──」

「へー。家同士の結婚話ねえ」

　不満げに遮さえぎった季隆が、ふいに手を伸のばしてきた。

　顎あごに触ふれられ、軽く持ち上げられて、結蓮は驚いて彼を見つめた。

「じゃあ、自分の意志で君に求婚したら、俺にもお宝を要求してくれるの？」

　卓子つくえの向こうから身を乗り出し、彼はじっとこちらを見つめている。唇くちびるはやや笑っていたが瞳ひとみには真面目な色が浮うかんでいた。

　どういうことなのだろう。今の言いぐさはまるで、自分にも宝を要求しろと言っているようだったが、なぜ──と結蓮が戸と惑まどっていると、突とつ然ぜん、九く郎ろうが宙を飛んだ。

「ちい姫に何を勝手にさわっとるかーっ！」

「うわっ！」

　顔面に体当たりされ、季隆が悲鳴をあげてのけぞる。その拍ひよう子しに顎をつかんでいた手が離はなれていった。

「いってーな！　飯食ってる時くらい大人しくしてろ！」

「おまえが悪いんじゃろうがッ。ええい、放せーっ！」

　首根っこをつかまれた九郎がじたばたと暴れる。小さな従者たちはその騒さわぎに怯えたり笑ったり様々だ。

　箸はしを口に運びながら、結蓮はそれをぼんやりと眺ながめた。

　かつてこの屋や敷しきがこんなに騒がしかったことなど一度もなかった。季隆が来るまでは、小さな従者たちとさえ食しよく卓たくを囲んだことはなかったのだ。

　誰かと他愛たわいもない会話をしながら食事をするのがこんなに楽しいなんて、今まで知らなかった。

（……けれど、崇すう怜れい様とともに雪せつ南なん府ふに行くことになれば、この日常はなくなる……）

　もし本当に結婚宣言が認められ皇こう帝ていから命令が出れば、結ゆい蓮れんには拒こばむ術すべがない。

　そうなれば当然ながら豊ほう一族はその話に飛びつくだろう。もともと条件付きの契けい約やく結婚だった季すえ隆たかも婚約を辞退するはずだ。

　それに気づき、結蓮はどきりとした。

（そういえば、この人はどう思っているのかしら）

　崇怜が婚約者を名乗った時はさすがに驚おどろいていたようだったが、その後は特に何も言ってこない。止める様子もなければ自ら身を引く様子もない。

　内心せいせいしたとでも思っているのだろうか。だから何も言わないし、このままうやむやに婚約辞退まで待とうとしているのか──。

　そこまで考えて、はっとした。

（それが自然な流れだわ。季隆どのはお祖父じい様に縁談を押しつけられてお困りだったのだから、これを機に自由になれるのならいいことだもの。私があれこれ言う権限はない……）

　なのにどうしてこんな気持ちになるのだろう。これではまるで、何も言わない彼に不満を抱いているようではないか。

　そう思ってしまった自分を恥はじながら軽く頭を振ふる。

　きっと混乱しているのだ。崇怜が急にあんなことを言い出したから。自分はいつでも心構えをしておかなければならない立場なのに。

「奥様、おかわりは」

　翡翠かわせみ丸まるの声に、ふうとため息をついて応じる。

「いただきます」

「えっ、ちょっと待って。なんか横に空の鍋なべが積んであるんだけど、まさか──」

　九く郎ろうを小こ脇わきに抱かかえた季隆が、やっと気付いたように見み咎とがめた。

　湯気立つ鍋を卓たくにおきながら翡翠丸が冷静にうなずく。

「全部なくなりました。この鍋で最後っす」

「はっ!?　全部って、全部!?」

「へい。若さんがぼやぼやしてる間に」

「ちょ……、噓うそだろ!?　一体何日分の材料が入ってると思ってんだ！　白菜だけで十玉はあったんだぞ」

　愕がく然ぜんとなる季隆をよそに、翡翠丸が無表情のまま鍋の中身を取り分ける。

「そんなにがみがみ怒おこらんでも……。たった十五杯はいじゃないすか」

「碗わんに十五杯じゃなく鍋で十五杯だろ!?」

　物思いにふけっていた結蓮は、はたと我に返った。目をむいて従者を問い詰つめている季隆の手元には、まだ一いつ杯ぱい目の器うつわが置かれている。

「申し訳ありません！　またしても上官どのを差し置いて食べ尽つくしてしまいました。なんとお詫わびをすればいいか……」

「いや、いいんだよ、いいんだけど！　君の胃い袋ぶくろが心配でたまらないんだよ俺は。いっぱい食べろとは言ったけど、三日分くらいのつもりで作ってたから……」

　ともに食事をするようになってだいぶ慣れてきたはずなのに、やはりその時になると驚かずにはいられないらしい。

「はっ。お気き遣づかいありがとうございます。大変美味でした。季すえ隆たかどのがお作りになった料理だけはなぜかいくらでも食べられるため、こんな事態になってしまうのです」

　少し前までは食事を受け付けないこともよくあったのに、自分でも不思議だった。

　季隆は一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をしたが、すぐにそれを隠かくすように苦く笑しようした。

「……ならいいんだけどね」

　ぼやいた彼は少しくすぐったそうだった。







　夕食後の片付けを終えても、季隆は厨ちゆう房ぼうから出ようとはしなかった。

「あ、俺ついでに明日の仕込みもやってくから。すぐ終わるし、君は出勤準備してて」

　笑って手を振る彼に、結ゆい蓮れんは驚いて足を止めた。

　封ふう陰いん省しようでもほぼ毎日昼食を作ってくれる彼だが、そういえば翌日の仕込みもその時にやっていた。本人は趣しゆ味みの一いつ環かんだと言っていたからありがたくごちそうになっていたが、よく考えたら、上官にばかりこんなことをさせるのは申し訳ない。

「では私もお手伝いします。季隆どのお一人にやっていただくわけにはいきません」

「手伝ってくれただろ。皿洗いとか」

「それは当然のことですから。上官どのだけ残して一人で自室に戻もどるのは憚はばかられます」

「ほんと真面まじ目めだねー。ていうか君、料理できるの？」

　結蓮は一いつ瞬しゆん固まったが、真顔のまま答えた。

「経験はありませんが、ご指示をいただければ死力を尽くします」

「死力って。普ふ通つうにやってくれたらいいから。じゃあ、そうだな……、食材を切るくらいは初心者でもできるかな。そこの人にん参じんと芋いもと大根、適当に切ってくれる？」

　結蓮はうなずき、ざるの上に置かれた根菜を手に取ったが、ふと気付いて踵きびすを返した。

「すみません、太刀たちを持参するのを忘れましたので取ってきます」

「えっ？　太刀とか持ってきてどうするの」

「？　食材を切るのですが……」

　季隆の顔が引きつった。

「……あの。できればそこにある包丁で切ってほしいんだけど……」

　彼がおそるおそる指した先にはすでにそれが用意されていた。結蓮は難しい顔で包丁を見つめ、遠えん慮りよがちに手に取った。しばし観察し、諦あきらめて目を伏ふせる。

「恥ずかしながら、使い方がわかりません……」

「はいはい、お教えしますよ、お嬢じよう様さま」

　季すえ隆たかが苦笑しながら包丁を取り上げる。あらためて結ゆい蓮れんの手に握にぎらせ、自分の手を添そえた。

「こっちの手は、こう。丸めて押さえるんだよ。じゃないと指を切っちゃうから。それで切ってみて」

「はっ。──こうですか？」

　ダンッ！　と人参ごとまな板がまっぷたつに割れた。少々力を入れすぎたらしい。

「すみません。力の加減がわからず……」

「そ、そうだね。もうちょっと弱めでもいいかな」

　引きつりながら助言すると、季隆は結蓮の背後に回った。そのまま後ろから抱だき込む形で手を前に持ってくる。

「！」

　何事かと思わずびくりとすると、包丁を握った手に彼の手が重なってきた。同じように食材を押さえる手にもかぶさってくる。

「力抜ぬいてて。力んじゃだめだよ。見本を見せるから」

（……ああ、そういうこと）

　一いつ瞬しゆん動どう揺ようしてしまった。不ふ埒らちなことを、と投げ飛ばそうとした自分が恥ずかしく、ちょっと気まずい。

　そんな結蓮の気持ちなど気付いていないようで、結蓮の手ごと包丁を握った彼の手が動き出す。人参が小さく刻まれていき、トントントンと小気味のいい音が響ひびいた。

「なんというあざやかな手つき……！」

「そりゃあ、毎日やってることですから？」

　耳元でした声は楽しげに笑っている。時折遊ぶように左手で人参の向きを変えるが、右手の包丁は動きを止めない。形のそろった欠片かけらと、わざと不ふ揃ぞろいな欠片、二種類があっというまにできあがった。

「はい、人参は終わり。次は芋をやろうか。ぬめるから気をつけてよー？」

　これまたみるみる芋が刻まれていく。結蓮はその手て際ぎわの良さにひたすら感心していた。

　朝ちよう廷てい高官である彼が自ら厨房で食事を作る。なんて型破りな人だろうと今さらながら思う。だが彼にとってはこれが〝普通〟で〝日常〟なのだ。それを隠すことも恥じることもしない。これからもずっとこうして誰だれかのために食事を作る毎日を送っていくのだろう。

　そして、ふいに思う。

（この人が豊ほう家に媚こびないのは、ご自分をしっかりお持ちだから……かしら）

　皇こう帝ていにあだなす大将軍が支配する故国で、大家の出である彼は口に出せない苦労もしてきたことだろう。それでも修しゆ行ぎように邁まい進しんし、こうして留学まで果たしている。

（それほどの強い意志をお持ちだから、豊家なんて怖こわくないんだわ。きっと……）

　結ゆい蓮れんとの縁えん談だんを踏ふみ台にしようなんてことは、おそらく微み塵じんも考えていないだろう。婚こん約やく話にも未練などないに違ちがいない。だから何も言ってこないのだ。

（……でも、それではなぜ私との縁談をお受けになったの？）

　考えてみれば不思議な話だ。そもそも彼が持ちかけてきた契けい約やく結婚は、『縁談を断ったら豊ほう家ににらまれて朝廷から追い出される。それは困るから』というのが理由だったはずだ。

　確かめてみようか。──ふとそんな思いがわき、結蓮は背後を振り返った。

　傍そばに顔がある。手元に目線を落としていた横顔は思いのほか真面目な顔つきだったが、すぐに驚おどろいたようにこちらを見た。

「何？」

「……」

　結蓮は唇くちびるを開きかけ、迷うように彼を見上げた。

　──崇すう怜れい様とのお話が進めば、季すえ隆たかどのは私との婚約を解消なさるのですか？

　訊きいてみようと思った質問が喉のどの奥で空回りする。

　それを訊いてどうしようというのだろう。肯こう定ていが返ってくるに決まっている。

　万が一否定されたとしても、どうにもならないことだ。事は皇帝と豊家がからむ問題なのだから。

（これ以上この人に迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。ただでさえ偽ぎ装そう婚約などして助けていただいているのに……）

　こう見えて苦労人なのだ。彼の進む道を自分のせいで閉とざすようなことは絶対にしたくない。

「どうしたの」

　様子がおかしいと思われたのか、彼が真顔になる。つい無意識に見つめていたことに気づき結蓮は急いで前に向き直った。

「いえ。すみません」

「何か言いたいことがあるなら聞くよ。今ちょっと手がふさがってるから、もう一回自分でこっち向いて」

「……」

「こら。言うこときかないと、上官命令発動するぞ」

　結蓮はおずおずと振ふり返る。と同時に、季隆もひょいとのぞきこんできた。

　偶ぐう然ぜんにも互たがいの頃ころ合あいがぶつかり、間近で見つめ合う形になる。

　彼が一瞬たじろいだ顔をしたのを、結蓮はじっと見つめた。

（訊かなくていいはずのことを、どうして訊きたいと思っているのかしら……）

　偽装婚約の相手なのに、自分は一体、彼に何を求めているのだろう。

　結蓮が口を開くのを待っているのか、季隆も何も言わなかった。

　そのまま沈ちん黙もくが続き、気のせいか互いの距きよ離りが徐じよ々じよに近づいてきたように思った時──。

「でやああぁぁーっ!!」

　雄お叫たけびが飛んできた。

　見れば、転がるように駆かけてきたのは九く郎ろうだ。顔を真っ赤にして槍やりを構えた彼は、なみなみならぬ敵意の眼まな差ざしで季すえ隆たかに突とつ進しんした。

「きさまーッ、こんなところでちい姫ひめに手を出すとは、油断も隙すきもない奴やつめッ！」

「あーもー……邪じや魔ますんなよおまえはー。ちびっ子はもう寝ねろ！」

　九郎の攻こう撃げきをさっと避よけた季隆は、彼の首根っこをつまみあげると、髪かみをかきあげながら厨ちゆう房ぼうを出ていく。おそらく寝かしつけにいくのだろう。出ていくまで結ゆい蓮れんのほうを一度も見なかった。

　話はうやむやになってしまったが、それがかえって結蓮に決心させた。

（やっぱり、これは季隆どのにお話しすることじゃない。私の問題なのだから私が解決しなければ）

　今の結蓮には頼たのもしい相談相手がいる。彼に手紙を書くため、急いで厨房をあとにした。
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　したためたばかりの書簡をにぎりしめ、華か瑛えいはそっと部屋を出た。

　数日前の怪かい異い騒さわぎのせいで、御ご殿てんはいつになく人が多い。封ふう陰いん官たちが詰つめて守りを固めているのだ。彼らに見つからないように回かい廊ろうへ出ると、注意深く鈴すずを鳴らす。

　ややあって、庭のほうから童女が駆けてきた。公主宮から連れてきた女官見習いの彼女に、言い含ふくめて潜ひそませていたのだ。

「いい？　すぐにこれを届けてちょうだい。誰にも見つかってはだめよ？」

　こくりと童女がうなずく。すばやく駆け去るのを見届け、華瑛は息をついた。

　公主宮の中だけではなく皇こう宮ぐうへ来てまでも怪異が収まらない。これ以上ここにいるわけにはいかなかった。

（ここを出なければ、みんなに迷惑がかかってしまう。わたしだけを狙ねらってくれたらいいのに……）

　だが公主である自分一人では皇宮から脱だつ出しゆつするのは不可能だ。異能の力を持つ人に協力してもらう必要がある。童女に託たくしたのはその人への手紙だった。それも数度目の。

（あの方も身動きがとれないでおられるのね。でも、わたしには時間がない……）

　早く一人にならなければ。幼い頃ころに会った懐なつかしい封陰官も、彼の許嫁いいなずけである変わり者の女武官も、いびりに音をあげて逃にげ出すどころか公主を怪異から救うため奔ほん走そうしてくれている。このままでは彼らや他ほかの者も巻き込んでしまう。

「──公主様」

　冷たい声が響き、華瑛はびくりとして振り向いた。

　いつのまにか家令の李り青せい慎しんがそこにいた。華瑛を鋭するどく見つめている。

「今の書簡、どなたにお出しになったのですか？」

「……」

　華か瑛えいは青ざめて後ずさる。

　見られてしまった。どうしよう、どうしたらいい？

「公主様？」

　不ふ審しんそうに彼が近づいてくる。見つめられ、動けなくなって立ちすくんだ時だった。

　頭上の吊つり灯どう籠ろうが、バリン！　と派手な音を立てて砕くだけ散った。

　華瑛は悲鳴をあげてへたりこんだ。真上から少し位置はずれていたものの、破は片へんが降り注いでくる。

「公主様！」

　顔色を変えて駆けてきた青せい慎しんに、思わず叫さけんだ。

「近づかないで！」

　ぴたりと青慎が足を止める。華瑛は震ふるえる声を押し出した。

「……わたしの傍にこないで。……お願い……」

　公主の哀あい願がんを、彼は黙だまったまま聞いている。

　割れた灯籠の欠片を見下ろすその顔は、普ふ段だんよりはるかに険しかった。
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　翠すい玉ぎよくの御み使つかい様




　今日は御使い様にご相談したいことがあります。

　実は、私には親の決めた婚約者がいます。

　ところがつい最近、別の方からも求きゆう婚こんされるという事態が起こりました。

　その方のお父君は身分尊き御お方かたで、ご命令があれば、私はその方と結婚しなければならなくなります。

　婚約者には初めからご迷惑をかけていました。これを機に自由にしてさしあげるべきなのはわかっています。けれど、気が進まないのです。どうしてためらってしまうのかが、自分でもよくわからないのですが……。

　御使い様。結ゆい蓮れんはどうしたらよいのでしょう。

　太子殿でん下かの御ために武官を続けたいという思いと、お家の役に立つため結婚しなければという思いと、どちらも正直な気持ちです。けれど時々、苦しくなってしまうのです。







　読み終えた季すえ隆たかはしばし悩なやんだ。

（なんだこれ……。恋れん愛あい相談？）

　いや、本人にそのつもりがないのは重々承知している。相談内容と相談相手が同一人物なことなど彼女は夢にも思っていないだろう。

　湯ゆ吞のみ片手に休きゆう憩けいしていた劉りゆう博士はかせが、驚おどろいたように身を乗り出した。

「どうしたのよ、季すえちゃんたら。それ豊ほう舎しや人じんからの手紙でしょ？　真顔で読んでるなんてめずらしいじゃない」

「ほんとっすね。いつもはにやけながら読んでるのに」

「にやけてねえよ。いちいち観察すんな」

　目を据すわらせて言い返すと、劉博士と翡翠かわせみ丸まるがひそひそと内ない緒しよ話ばなしを始めた。いつもにやけてるわよね、などと確かく認にんする声が聞こえてきたが、気にせず椅い子すの背にもたれこむ。

　結ゆい蓮れんが崇すう怜れいとの縁えん談だんの件で心配していることをこの手紙を読んで初めて知った。あまりこの手の話を気にしない娘むすめだと思っていたから、正直なところ驚いた。

（そりゃそうか。あの子も中身は普ふ通つうの女の子なんだもんな）

　一見無表情な下に隠かくしているが、表に出さずに我が慢まんしているだけで本当はもっといろんなことを考えているのだろう。気づけなかった自分が鈍にぶすぎたのだ。

（何か言いたそうにしてたのは、これか……）

　先日の厨房でのことを思い出す。いつになく心細そうにしていたのはこういう理由があったかららしい。

　腕うでの中から見上げてきた結蓮と見つめ合った時、一いつ瞬しゆん、鬼おに狩かり姫ひめが出てきたのかと思った。

　それくらい彼女らしくなく艶つやめいた雰ふん囲い気きだったのだ。本人にはその気はなく、ただ悩んでいただけだったらしいが。

　あの美しい黒くろ紫むらさき水すい晶しようのような瞳ひとみに見つめられ、くらっときてしまったが、そんな場合ではなかったようだ。九く郎ろうのやつめ、とあの時は思ったものだが、邪魔してくれてよかったのかもしれない。悩んでいる彼女に余計なふるまいをするところだった。

（しかし……この文面からして、俺との婚こん約やくに少しは前向きになってきたと思っていいのか？　婚約解消するのが嫌いやだってことだよな、これ）

　まんざらでもない心地ここちになりながらも、最後の『苦しくなってしまう』という一文を見ると気が引き締しまる。誰だれにも助けを求めない彼女をしっかり守らなければと思う。

「──そういえば、あの子どこ行った？」

　少し前から姿が見当たらなかった。その隙に神鳥が手紙を運んできたので、留守にしてくれていてよかったとほっとしていたのだが。

「呼び出されて出かけてったわよ」

「誰に？」

　まさか崇怜かと思ったが、劉博士の答えは意外なものだった。

「詳くわしくは聞いてないけど……、豊ほう家のお偉えらいさんたちみたいだったわ」
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　その頃結蓮は、豊家の官かん吏りたちに呼ばれて封ふう陰いん省しよう近くの官府に来ていた。

「聞いたぞ、豊ほう舎しや人じん。雪せつ南なん王おう様に求婚されていたそうだな」

　待ち受けていたのは三人の官吏だ。皆みな、遠とお縁えんにあたるはずだが面識はあまりない。

　崇すう怜れいの結婚宣言はあくまで皇こう帝てい一家の前でされたものだったが、彼が豊家へ訪ねていったせいで嗅かぎつけられてしまったらしい。

「はっ。しかしながらお断りいたしました」

「なんだと。何を勝手なことをしているのだ」

　目をむいた年長の官吏に、結ゆい蓮れんはかしこまって答える。

「父の決めた許嫁がすでにおります。崇怜様のお話をお受けするわけには──」

「馬ば鹿かを申すな。相手は陛下の皇子だぞ。ただの官吏でしかない男と比べてどちらを選ぶべきか、考えずともわかるであろう！」

「そのとおりだ。きっと当主もまもなく婚約解消を言い渡わたされるはず。それより前から手を打っておくべきだ」

　やはりおそれていた展開になってきた。高官とはいえ季すえ隆たかは一官吏、しかも留学生だ。皇子であり将軍である崇怜と比べてどちらに益があるか、豊家の者には一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだろう。

「豊姓せいを名乗る娘が、この程度の判断もつかぬとは。辺境の国からきた留学生などわが一族の役に立つわけがなかろう」

　その言いぐさに、さすがにむっとした。

　季隆本人を知った上での評価ならまだしも、彼らはうわべだけしか見ていない。そんな人たちに彼を馬鹿にされるのは腹が立った。

「ですが、まだ確定ではありません。そのようなことを話されるのは橘たちばな様に失礼です」

　懸けん命めいに言うと、官吏たちは顔をゆがめて笑った。

「おまえはそんなことを考える必要はない。ただ雪南王様の機き嫌げんを損そこねないよう、それだけを肝きもに銘めいじておればいいのだ」

「でも──」

「口答えするな。こんな時くらい役に立とうとは思わないのか」

「はみだし者のくせに、まったく、母親と同じで使えぬやつよ」

「雪南王様の前でただ笑っていればいいものを、そんなこともできないというのか？」

　誰の子かもわからないまま身ごもった母と、その娘である結蓮は、豊家の人々には仇かたきのように嫌きらわれている。華か麗れいなる一族の中で醜しゆう聞ぶんともいえる存在なのだから無理もなかったが、そのぶん態度にも容よう赦しやがない。

　黙って責められながら、どうしたらよいかと考えていた時だった。

「皆、やめないか」

　凜りんとした声が割って入った。

　入ってきたのは崇怜その人だった。目を瞠みはる一同を厳しい顔で見回す。

「そのようなことを言う必要はない。強要された笑えみなど見せられたところで、私が喜ぶと思うか」

「雪せつ南なん王おう様、しかし──」

「私の愛いとしい人に無礼なふるまいをするとは、不ふ愉ゆ快かいだ。もう下がれ」

　豊ほう家の官吏たちは迷うように目を見み交かわす。これ以上不興を買うのは得策でないと悟さとったのか、深々と一礼して退室していった。

　結ゆい蓮れんは内心ほっとしたが、それも束つかの間、崇すう怜れいが眉まゆをひそめて詰つめ寄ってきた。

「あんなことを言われてつらかっただろう。私のせいで、本当にすまない」

「はっ……、おそれいります」

　抱だきつかれそうになるのをさりげなくかわし、一礼する。しかしすかさず手をとられた。

「私に対してそんなふうに礼をとる必要はない。おまえは私の妻になるのだから」

「──崇怜様。その件ですが……」

「婚こん礼れいの日取りも決めてある。衣装も用意した。おまえは身体からだ一つで私のもとにくればいい」

　彼の中ではもうそこまで進んでいるらしい。結蓮は顔を強こわばらせた。

　皇帝の命令に逆らうことはできない。だが太子の傍そばを離はなれるのもできない。

（自分でなんとかしなければ……）

　皇帝命令が下っていない今、崇怜自身に対してきっちりと求婚を断る。彼を納なつ得とくさせられれば縁談をなかったことにしてもらえるかもしれない。一つの賭かけだがやるしかない。

　小さく息を吸い込む。この件では誰も頼たよってはいけないのだ。

「崇怜様。私は豊家の娘として、父の決めた方ならどなたであっても嫁とつぐつもりでいます。ですが太子殿下の近衛を辞するつもりはございません。よって、この都を離れるわけにはいかないのです」

　たとえ夫となる人が太子舎しや人じんを辞職しろと言ってきても、都に残ってさえいれば何かあった時には皇こう宮ぐうに駆かけつけることができる。だから結蓮にとってそれだけが譲ゆずれない条件だった。

「雪南府へはご同行できません。どうかお許しください」

　精せい一いつ杯ぱいの誠意をこめて頭をさげる。

　崇怜はしばらく黙だまっていたが、悲しげに息をついた。

「……そんなに琮そう成せいのことが大事か？」

「無論です。太子殿下は煌こう国に唯ゆい一いつの御お方かた、お守りするのは民たみとして当然の義務です」

「即そく答とうか。おまえは本当に太子のことが好きなのだな」

　寂さびしそうに笑い、いくらか真面まじ目めな表情になる。

「しかし、いくら親の決めた相手とはいえ、あの男と結けつ婚こんしたいとは思っていないのだろう？　婚約は解消してくれ」

　結蓮は驚おどろいて彼を見つめた。

「他ほかの男と婚約していると思うだけでたえられないんだ。おまえが私の求婚を拒こばむのは琮成が理由だろう？　あの男は関係ないのだから解消しても問題はないはずだ」

「……」

「なぜ黙る？　まさか、嫌なのか？」

　眉をひそめる崇すう怜れいに、結ゆい蓮れんはとっさに答えられなかった。

　季すえ隆たかとの婚約は自分にとって有利な条件がそろっているから、もちろんそれもある。

　けれども思い出したのは、崇怜との縁えん談だんについて何も言わなかった季隆に〝不満〟を感じた自分だった。

（……不満？　私は季隆どのにそんなふうに思っていた……？）

　止めてほしいとでも思っていたのだろうか。偽ぎ装そう婚こん約やくの相手だというのに、まさか──。

　戸と惑まどっていると、ふいに肩かたをつかまれた。

「結蓮。太子のために私と結婚できないというのなら、それでもいい。だが他の男に惚ほれるのはだめだ。それは私は許さない」

　真しん剣けんな顔で見つめられ、目を見開いて見返す。

「いえ、崇怜様。惚れるなどと、私は……」

「結蓮」

　ぐいっと頰ほおをはさんで引き寄せられる。口づけられそうなほどの距きよ離りに結蓮は思わず身体を硬かたくした。

　間近にある瞳ひとみが、じっと見つめている。

「──私のものになれ」

　その瞬しゆん間かん、奇き妙みような耳鳴りがした。

　強きよう烈れつなめまいがする。ふらつきそうになるのをなんとか堪こらえた。

　またいつもの貧血かと思ったが、それにしては少し様子が違ちがう気がする。

　崇怜の目から視線をはずせない。まるで縫ぬい止められたかのようだ。

（……崇怜様……？）

　これは一体なんだろう。声が出せない。何かおかしい。

「！」

　ふいに、後ろから抱かかえるようにして背後へ引き寄せられた。

「口説き文句にしてはちょっと物ぶつ騒そうじゃありませんかね、雪せつ南なん王おう様」

　硬い声が耳元で響ひびく。

　はっと振ふり返ると、すぐ傍に季隆の顔があった。静かな目つきで崇怜をまっすぐに見ている。

　とたん、身体から力が抜ぬけてしゃがみこみそうになった。

「結蓮!?」

　季隆の腕うでが支えてくれると同時に、崇怜も驚いたように手を伸のばしてくる。

「どうした、気分が悪いのか？」

「いえ……、少しめまいがしただけです」

「可哀かわい相そうに、働き過ぎではないか？　私の胸で休むといい」

「もったいないお言葉です。しかしながら大事ございませんので」

　いつもの調子で抱だき寄せられそうになり、急いでそれをかわした。

　礼を言おうと振り向いてみると、季隆が無言のまま崇怜を見つめている。彼らしくもない、冷静だが怖こわい目だった。

「季すえ隆たかどの？」

　どうかしたのかと訊たずねようとした時、ばたばたと慌あわただしい足音が飛び込んできた。

「あっ、見つけた！　橘たちばな次官、大変です！」

　封ふう陰いん省しようの官服を着た若い官かん吏りだった。季隆を見ると青ざめた顔で訴うつたえる。

「公主様の御ご殿てんに怪かい異いが出たそうです！　急いでおいでください！」

　思わず息を吞のむ。なりをひそめていた怪異がまた出たのか。

　見れば季隆はすでに踵きびすを返そうとしている。

「結ゆい蓮れんちゃん、行くぞ！」

「はっ！　──崇すう怜れい様、失礼いたします」

　崇怜に向かって一礼すると、結蓮は上官を追って駆け出した。
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　飾かざり窓まどから差し込む月光が格こう子しの影かげを静かに落としている。一つだけ灯ともされた燭しよく台だいの明かりが時折ゆらめき、淡あわく室内を照らした。

　夜。結蓮は華か瑛えいに代わって彼女の寝しん所じよに待機していた。

　当の公主は別室に移されている。昼間の怪異騒さわぎで憔しよう悴すいしているため休ませるという名目だったが、季隆としては一つ試ためしてみたいことがあったらしい。

『怪異が起こるのは公主の周囲だけなんだろ。だったら今夜は俺が一晩傍について、何が起こってるのか見てみる』

　そして女官にすら知らせず公主の部屋を移した。彼の意図がわかったため、結蓮は自ら華瑛の部屋に潜ひそむことを申し出たのだった。

（結界に護まもられたこの御殿で怪異が起こるとは考えにくい。季隆どのは何者かが故意に起こしている可能性を捨てておられないのね）

　ならば今夜、公主が部屋を移ったことを知らない誰だれかが、彼女の寝所にまた仕し掛かけてくることも考えられる。結蓮はそれを見張ることにしたのだ。

　あたりはしんと静まりかえっている。月光のふりそそぐ音まで聞こえてきそうな静せい寂じやくだ。夜が更ふけていることに加え、昼間の怪異騒ぎのせいで怯おびえた住人たちが息をひそめているようにも思えた。

（……公主様はご無事かしら）

　昼間の悪あく霊りよう騒さわぎのことを思い出し、少し気持ちがふさいだ。

　報しらせを受けて駆けつけた時、公主御殿の一室は大風が吹ふいたかのように荒あれていた。女官たちがうずくまってすすり泣いており、彼女らに守られた華瑛が呆ぼう然ぜんとしていた。

『わらわがいるから、こんなことが起こるの』

　詳くわしく話を聞き出そうとした季隆に、彼女は青白い顔でそう言った。

『わらわが消えればいいのよ……』

　表情はなく、しかし目に涙なみだがにじんでいたのを覚えている。傍はた目めから見ても痛々しかった。

（一体何者だろう。公主様を苦しめているのは……）

　やはり怨おん霊りよう化した璉れんの皇子の幽ゆう鬼きなのか？

　できればそうであってほしくない。彼を想おもっていた公主のためにも──。

　突とつ然ぜん、ドォンという重い音があたりを揺ゆるがした。

（また出たか！）

　跳はね起きて寝所を飛び出す。音がしたのは華か瑛えいと季すえ隆たかがいる部屋のほうだ。

　回かい廊ろうの先、二人のいる部屋の窓に橙だいだい色いろの光が揺らめいているのが見えた。まるで火が躍おどっているかのようなそれを見て、顔色を変えて走る。

「公主様っ！」

　部屋の前にはどす黒い闇やみの塊かたまりのようなものがうごめいていた。中へ入るのを阻はばむかのようにあたりを黒々と覆おおっている。結ゆい蓮れんは太刀たちを構えた。

（これは一体……!?）

　その時、闇の向こうで白はく刃じんがきらめいた。

　塊を切り裂さくようにして何者かが襲おそいかかってくる。振り下ろされた一いち撃げきを結蓮はすかさず太刀で受け止めた。思いのほか重い斬撃に一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、すぐさま受け流して反撃に出る。だがそれも相手に止められた。

　かなりの手て練だれだ。それも悪あく霊りようではなく、まぎれもない人間。

　一いつ旦たん離はなれて体勢を整えながら、油断なく闇の奥を見み据すえた。こめかみを汗あせが伝っていく。

「何者か、姿を現せ！」

　太刀を構え直して一いつ喝かつすると、相手の殺気がゆるんだ気がした。

「その声は……豊ほう舎しや人じんですか」

　結蓮は目を見開く。聞き覚えのある声だ。

「家令どの……!?」

　公主御殿の若き家令、李り青せい慎しんの声だった。意外な人物だったことに驚いたが、即そく座ざに気を引き締しめる。

「ここで何をしておいでですか、家令どの」

　相手も同じく構えたのだろう、靄もやのむこうで再び殺気がみなぎった。

「それはこちらの申すこと。公主様の御殿でこのような夜更けに太刀を抜くとは」

「太刀を抜いているのはそちらもでしょう。しかもその太刀筋すじからして文官とはとても思えません。あなたは一体何者なのです？」

　一瞬の沈ちん黙もくのあと、硬かたい声が答える。

「私はただ、公主様に異変ありと知って駆かけつけてきただけのことです」

「それはおかしい。公主様が今夜こちらに寝所を移されているのは誰も知らぬこと。なぜあなたはご存じなのです」

　厳しい追つい及きゆうを邪じや魔まするかのように、闇の塊がうねりながら一筋盛り上がる。

　鋭するどく襲いかかってきたそれを薙なぎ払はらって切り込むと硬い手て応ごたえがあった。またもや相手に太刀を受けられたらしい。

　部屋から漏もれる橙の光が、ぼんやりと彼を照らし出す。斬きり結んでいる青せい慎しんは敵意をはらんだ目で結蓮をにらんでいた。

（まさか、一連の怪異騒ぎは彼が犯人では──!?）

　常に公主宮にいる彼ならば何かを仕込むことは可能だっただろう。だから今夜もここにいた。そう考えればつじつまは合う。

　部屋の中から悲鳴があがったのは、その時だった。

「──やめて!!」

　飛び出してきた誰かが目の前に立ちはだかる。結ゆい蓮れんは驚おどろいて太刀を引いた。

「公主様!?」

　長い髪かみを振ふり乱みだし、錯さく乱らんした様子の彼女は、まるで青慎を庇かばうように両手を広げている。

「ちがうの、先生は悪くない！　悪いのはわたしなの、だからやめてちょうだいっ！」

　必死の形相で叫さけぶと、彼女はふっと糸が切れたようにその場にくずれおちた。







　第四章　公主の秘密







　それきり、華か瑛えいは昏こん睡すい状態に陥おちいった。

　もとの寝所に戻もどされた彼女は、寝台の紗しや幕まくの向こうで二日も眠ねむり続けている。

「まずいな。相当消しよう耗もうしてる。早く解決しないと危ない」

　寝所の外からうかがいながら季すえ隆たかが真顔でつぶやく。結蓮はぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

　怪かい異いの起こった夜に見た橙の光は、彼が施ほどこした結界が放ったものだった。部屋の外から侵しん入にゆうしようとしていた悪霊を阻んでいたのだ。そしてあの黒い影こそがその悪霊だったらしい。飛び出してきた華瑛は季隆がすぐさま中に引き戻したが、悪霊に触ふれてしまったせいで気を失ったようだった。

「怪異を起こしていたのはやはり悪霊だったのですか」

「少なくとも〝人〟ではないね」

「……何か手だてはないのでしょうか。悪霊も逃のがしてしまいましたし……」

　そっと公主の部屋を出ながら結蓮は上官に訴うつたえる。悪霊を目の前にしながら取り逃にがしたことが激しい後こう悔かいとなって胸を騒さわがせていた。

「！」

　外に出たところで李り青せい慎しんと鉢はち合あわせし、思わず足を止める。

　回廊に控ひかえていた彼は二人に気付くと冷静な顔で一礼し、すぐに部屋の中に目を戻した。話しかけてくる様子はない。結ゆい蓮れんも会え釈しやくを返したが、彼に対する疑念は消えなかった。

　結蓮の反応に季すえ隆たかも気付いたらしい。渡わたり廊の中ほどまでくると足をとめた。

「あの先生があやしいと思ってるんだろ？　あの夜、現場に居合わせたから」

「……はい。あちらも私をあやしまれたらしく、公主様を守ろうと斬り合いになったと仰おつしやいましたが……、彼の太刀筋は武人のものでした。それで調べてみたのです」

　懐ふところから書簡を取り出す。太子にお願いして当時の極ごく秘ひ資料をあらたに見せてもらい、発見したものだ。

「彼は、公主様の最初の婚こん約やく者である璉れんの皇子の側近武官でした。しかし皇子が亡なくなる少し前に辞職しています。そしてなぜかその経歴を公表していません」

「ふむ……。ま、公表してればこれまでの聞き込みでわかってただろうしな」

　それは普ふ段だんの青慎を見ているだけではわからなかった事実だった。細身の身体からだからも日常のたたずまいからも、とても武官だったようには見えないのだ。

　手すりに背をあずけ、季隆が軽く腕うで組ぐみをして考え込む。

「君が気にしてるみたいだったから、俺も念のために彼の太刀を調べさせてもらったんだ。けど、ごく普ふ通つうの護身用の太刀だったよ。『神憑つき』じゃなかった」

　はっとして結蓮は彼を見つめた。

「季隆どのは、あの悪霊は神憑きの太刀から放たれたものだとお考えなのですか？」

「前から気になってたんだ。ここは結界に守られてるし、悪霊や妖よう怪かいがやすやすと入れるところじゃない。だけど現に悪霊は現れた。となるともとから中にいたとしか考えられない」

　神の宿る太刀。神を封ふうじた太刀。それらを神憑きの太刀という。

　悪神だけではなく妖怪の類たぐいも封じ込めることがあり、術師の力量によってはそれを使し役えきすることもできるのだと。すべては季隆自身から聞いたことだ。

　この春に、皇宮では神憑きの太刀にまつわる事件が起きた。それを機に軍で管理していた太刀をすべて調べ直し、まぎれこんでいた神憑きの太刀は封ふう陰いん省しようが回収して保管している。

「封陰省から盗ぬすまれた事実はないし、外部から持ち込まれたものだろうな。たぶん、公主の周辺にいる誰だれかの手で」

　結蓮の脳のう裏りに青せい慎しんの顔が浮うかぶ。

　華か瑛えいが倒たおれてからというもの、彼はずっと公主の部屋から離はなれない。かといって傍そばで看病するでもなく離れたところからうかがっているだけなのだ。少なくとも〝ただの家令〟とは思えない、異様さを感じさせる。

（それに、私に斬りかかってきた時の勢いも尋じん常じようではなかった）

　公主のいる部屋の前で太刀を片手に殺気をただよわせていた結蓮を見て、とっさに狼ろう藉ぜき者かと思ったと言っていたが、それにしても極きよく端たんではないだろうか。

「季すえ隆たかどの。もしや、璉れんの皇子を毒殺したのは……」

　緊きん迫ぱくした顔で声をひそめる結ゆい蓮れんに、季隆は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし、軽く眉まゆをあげた。

「なるほど。たとえばあの先生が公主に懸け想そうでもしてたとすれば、皇子が邪魔になって毒を盛ったって線もあるかもな。亡くなる少し前に辞職したってのも気になるし」

「璉の者に頼たのまれてというのは考えられませんか。皇子が亡くなったのは政争によるものだったのでしょう？」

「そうだとすると、公主宮の家令をやってるのはちょっとおかしくないか？　それに君も聞いただろ。あの時の公主の言葉」

　結蓮は黙だまり込む。確かにあの叫びのことは気になっていた。

〝先生は悪くない、悪いのはわたしなの〟──あれはどういう意味だったのだろう。

「つか、あの先生があやしいって前提で話してるけど、全然なんの証しよう拠こもないからね。決めつけてかかるのはよくないよ。失策のもとだ」

「……はい」

　もし別の者が糸を引いていたら。憶おく測そくだけで青せい慎しんばかりを追っていては取り返しのつかないことになるだろう。反省し、自分を戒いましめる。

「もう一度、公主御殿にいる者を徹てつ底ていして調べ直しますか」

「いや。あれだけ聞き込みしても大した話は出てこなかったんだ、たぶんみんな詳くわしい事情を知らないんだろう。第一、そんな時間もないしね」

　ぱらりと扇せん子すをたたむと、彼はそれを帯に差した。代わりに懐から何かを取り出す。

「それより、話を聞いてみたい人がいる。あの人なら何か知ってるかも」

「……なんです？」

　差し出された紙切れを見て眉をひそめる結蓮に、季隆は唇くちびるの端はしをあげてみせた。

「部屋で見つけた。とある人に宛あてた、公主の書きかけの手紙だ」
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　真昼だというのに闇やみにつつまれた御ご殿てんに、ぽっ、ぽっ、と明かりが灯ともる。来客がある時にだけ施される術だ。

　薄うす暗くらがりの中、灯火にぼんやりと浮かんだ琇しゆう有ゆうの顔は、どこか嬉うれしげだった。

「結蓮に橘たちばな氏。また来てくれたの。今日は何の用？」

　彼の歓かん迎げいに応こたえるように、季隆は笑え顔がおで書簡を取り出した。

「あまり時間がありませんので、単刀直入に申し上げます。琇有様、この書簡に心当たりがおありですよね？」

　薄く色のついた紙を広げる。途と中ちゆうまで書かれたそれを見て琇有がぎくりと目を瞠みはった。

「公主華か瑛えい様からあなた様に宛てたお手紙です。書きかけですが」

　季隆は見せつけるように宛あて名なを指で示す。口元は微笑ほほえんでいるが目は油断なく光っていた。

「〝琇しゆう有ゆう様の呪じゆ禁ごん術で皇こう宮ぐうの外へ逃がしてほしい。もうこれ以上待てない〟。これはどういう意味でしょう？　どうやら同じ内容を数度催さい促そくされているようですね」

　琇有はうろたえたように視線を泳がせている。結ゆい蓮れんは固かた唾ずを吞のんで彼を見つめた。

　華か瑛えいの一件にまさか彼が絡からんでいたのかと信じられない思いだったが、この様子からして本当に関係していたようだ。

「琇有様、何かご存じならお教えください！　公主様のお命が危ないのです」

　身を乗り出して訴える結蓮に、琇有はさっと目をそらす。

「……で、でも、誰にも口外しないでと言われているしー……」

「教えてくださらないなら、この部屋のとばりを全開にしますよ？」

　いつのまにか季すえ隆たかが窓にかかる黒いとばりをつまんでいる。今にもめくろうとするのを見て琇有は恐きよう慌こうを来きたした。

「やっ、やめたまえ！　僕が溶とけてしまってもいいのか！」

　暗くら闇やみ好きな彼は昼間の陽射しを恐おそれているのだ。それをわかった上で季隆は笑顔でとばりをめくりあげる。琇有が悲鳴をあげた。

「やめてえええ！　わかった、話すよ！　話すから！」

「琇有様、どうか落ち着かれてください」

　結蓮が慌あわてて水の杯さかずきを渡すと、彼はそれを一気に飲み干し、ぜいぜいと息をついた。

「……そこに書いてあるとおりだよ。皇宮から逃げたいから協力してと頼まれたんだ。僕の御殿にある池の水門を開いて、都の外に行かせてほしいって」

「やはり、水すい伯はくとの交こう渉しようがお出来になるんですね」

　季隆の確かく認にんに、琇有はこくりとうなずく。結蓮は驚おどろいて彼を見つめた。

「なぜ公主様はそんなことを？」

「理由は知らない。ここにいるとみんなを巻き込んでしまうからとだけ聞いた」

　華瑛からきた手紙のことをしぶしぶ話してくれた琇有だったが、それ以上は本当に知らないようだった。

　彼のもとを辞して公主御殿に戻もどりながら、結蓮は混乱する頭を懸けん命めいに整理した。

「皇宮をひそかに逃にげ出したいと思われるほど、采さい国への輿こし入いれがお嫌いやだったのでしょうか。巻き込んでしまうというのはどういう意味なのでしょう」

「公主しか知らない秘密があるみたいだな。君に難題を出して追い返そうとしてたのもたぶんそのへんが関係してるんだろう」

「そんな……、公主様しかご存じないのなら、調べようがありませんよ」

　当の公主は深い眠ねむりから目覚めないままだ。訊たずねるすべはない。

　腕組みして考え込んでいた季隆が、ぽつりとつぶやく。

「こうなったら最後の手段に出るか」

「と仰いますと？」

「……公主の夢に入って、手がかりを捜さがす」

　予想外の手段に、結ゆい蓮れんは目を瞠った。
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　寝しん所じよの四よ隅すみに置かれた香こう炉ろから、白い煙けむりと甘やかな匂においがたちのぼる。

　けぶるほどそれが漂ただよってきたところで、季すえ隆たかは取り出した霊れい符ふを灯にかざした。ジュッと音を立てて燃もえ尽つきたそれを翡翠ひすいの小皿で受け止め、皿ごと鎚つちで砕くだく。砂すな粒つぶ状になったものを翡翠の杯に入れて水に溶かした。

「はい、吞んで」

　差し出された杯を受け取り、結蓮は一気にあおる。正直、美味うまくはなかったが、仙せん薬やくというのはこういうものなのだろう。

　公主の目を覚ますため術をほどこすとの名目で女官たちは外に出されている。寝所にいるのは二人と、寝台に眠る華瑛だけだ。

　彼が公主の夢に入ると言い出した時、結蓮は初め反対した。無防備な記き憶おくを探さぐられるなんて誰だっていい気はしないだろう。ましてや相手は若い娘むすめ、しかも公主なのだ。

　けれども結局、華か瑛えいの命には代えられないと思い直し、それならばと自分も参加することにしたのだった。術師とはいえ男を一人で夢の中へ乗り込ませるわけにはいかない。

「最初の婚こん約やく者が亡なくなったのは、三年前……季節は今ぐらいだったな」

　すらすらと季隆が符に筆を走らせる。書き終わると、結蓮の手をつかんで立ち上がった。

「迷子になったらいけないから、離はなれるなよ。いいね」

　真面まじ目めな顔で念を押すと、作ったばかりの霊符を指に挟はさんで息をふきかける。

「夢む魂こん入符！」

　ボウッと勢いよく霊符に火がつく。

　それが燃え尽きた時、あたりの風景は一変していた。

「……これは……」

　霧きりがかかったような真っ白な空と地面。

　そこに大小様々な球体が数え切れないほど浮ふ遊ゆうしている。それぞれに違ちがった景色が映っており、中には動いている人の姿も見てとれた。

「あの球体の一つ一つが公主の記憶の場面だ。夢をのぞくってよりは、公主の意識にもぐって記憶を見せてもらうってほうが正しいかな」

　説明しながら季隆が歩き出す。何か捜すようにきょろきょろしている彼を結蓮は急いで追いかけた。

　浮遊する球体は時折ふんわりと風に乗ったように移動していく。迷子になったらいけないと言われた意味がわかった気がした。

「だいたいの日付も指定したんだけど、やっぱり少し前後してるっぽいな」

「そんなことまでできるのですか」

「きっちりその日にたどり着けるとは限らないけどね。何しろ生きた人間の記憶は生ものだから──と、あそこだ」

　奥まった場所にいくつか球体が集まって浮うかんでいた。そのうちの一つに見覚えのある景色が見える。

「西宮のようですね」

「うん。そこに公主がいる」

　球体の中で華か瑛えいが楽しげに笑っていた。誰だれかと話しながら庭を歩いているようだ。

「公主様ご自身の姿も映るのですね。てっきり公主様の視点の場面かと思っていました」

「まあ、夢ってそういうもんだろ？　多少不思議だったり理り不ふ尽じんだったり。──隣となりにいるの、ひょっとして璉れんの皇子じゃないか」

　華瑛の隣には見知らぬ若者が寄り添そっている。皇子の朝服をまとっているところをみると間ま違ちがいないだろう。当時の華瑛は十四、五歳だったはずだが、彼のほうは二十歳はたちをすぎたくらいに見えた。

「仲はよさそうだな。それもかなり」

「そうですね」

　球体の中の二人はにこにこしながら話している。政略で決められた結けつ婚こんとはいえ仲睦むつまじい間あいだ柄がらだったようだ。

　二人の場面はあちこちに散らばっていた。皇子が公主に勉強を教えているところ。弓きゆう術じゆつの稽けい古こをする皇子を眺ながめている公主。庭の池で船遊びをしているところ。意識を集中させれば会話も聞き取れたから、そのどれもが楽しい場面だったというのが伝わってきた。

（どちらかというと兄妹きようだいのようなご関係だったのかしら……？）

　見聞きした限りでは、恋れん愛あいというより親愛に近い関係だったようだ。

　さらに進んでいくと、時折、球体の中に李り青せい慎しんの姿が出てくるようになった。

　しかし彼と皇子が一いつ緒しよにいる場面はあれど、公主の姿はない。まるで彼女が青慎のことを拒こばんでいるかのような不自然さだった。

「この頃ころから何か因いん縁ねんがあったのでしょうか」

「みたいだね。──あ」

　季すえ隆たかが立ち止まる。彼の視線の先には、打って変わって悲しい場面が広がっていた。

　豪ごう勢せいな料理が並ぶ食しよく卓たくと、床ゆかに散らばった皿。椅い子すから転げ落ちた皇子が血を吐はきながら苦しんでいる。その唇くちびるは「食べるな」と必死に訴うつたえていた。そして、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた華瑛が、ふらりとへたりこむ姿。

（これは、皇子が亡くなった時の場面……）

　泣きながら皇子にすがる華瑛を周りの者たちがひきはがしている。見ているのがつらくなり、結ゆい蓮れんは目を伏ふせた。あれほど仲の良かった婚約者が目の前で絶命したのだ。心に大きな傷を負ったことだろう。

「結蓮ちゃん、あれ」

　ふいに季すえ隆たかが声をうわずらせた。

　ふわりと移動してきた球体。そこにはそれまでとまったく違う光景があった。

　他ほかに誰もいない部屋の中、華か瑛えいが男と二人きりで向き合っている。彼女の顔は見えないが、緊きん張ちようしているのが伝わってきた。

　やがて堪こらえきれなくなったように華瑛が唇を開く。見ていた結ゆい蓮れんは、一いつ瞬しゆん耳を疑った。

　──先生のことが、好きです。

　そう言ったように聞こえたのだ。

（先生？　って、まさか……）

　男が動どう揺ようしたように身じろぐ。今まで見えなかった顔が球体の中に映り込んだ。

　それは、間違いなく李り青慎だった。冷然とした顔立ちが驚きよう愕がくに染まっている。

「……驚いたな。あの二人、恋こい仲なかだったのか」

　季隆のつぶやきに、結蓮は思わず唾つばを飲み込んだ。

　公主と家令の奇き妙みような関係。その理由はこれだったのか。

「ではやはり、家令どのが公主様のご結婚を妨ぼう害がいするために一連の事件を起こされたと？」

「もしくは、別の男と結婚したくない公主の自作自演だったとか」

「そんな！」

　抗こう議ぎしようとした結蓮を、季隆は軽く制した。

「ほんとのところはわからないよ。本人たちにしかね。だから急いで戻ろう」

　言うなり術式を解く準備を始める。思わぬ手がかりを見つけて彼も気が急せいているようだ。

　結蓮は深呼吸してあたりを見回した。先刻の衝しよう撃げき的な場面はいつのまにかどこかへ移動してしまったようで見当たらなかった。

　ぽかりと空いたそこへ別の球体が浮遊してくる。他の球体の陰かげに隠かくれそうになっているが、中に可愛かわいらしい少女の姿が見えてなんとなく気になった。

（これは……もう少し昔のご記憶かしら）

　映っている華瑛の顔が幼い。まだ十歳を少し過ぎたくらいに見える。

　彼女は物もの陰かげに隠れて何かを眺めていた。視線の先にいたのは二人の若い官かん吏りだ。

　何気なく見つめた結蓮は軽く目を瞠みはった。

（季隆どの？）

　今よりだいぶあどけない感じがするが本人に間違いない。過去に華瑛に召めし出されたことがあると言っていたから、おそらくその時の場面だろう。

　季隆の隣にいる若者は、彼よりも少し年上だろうか。封ふう陰いん官服を着ているが、見かけない顔だった。

（どなただろう。今の封陰省にこんな方がいたかしら……）

　少なくとも結蓮は面識がない。そもそも、いるとしたら季隆を訪ねてきているはずだ。球体の中の二人はずいぶん親しいように見えた。

「──夢魂還かん符ぷ！」

　呪じゆ文もんが耳を打ち、結ゆい蓮れんは我に返る。

　気付けば夢の世界はかき消え、香こうのただよう公主の寝しん所じよに戻もどっていた。
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　公主の夢から出た二人は、ひそかに李り青せい慎しんを呼び出した。

　華か瑛えいを苦しめる怪かい異いの正体。婚こん礼れい直前に病死した婚こん約やく者たちの謎なぞ。そして毒殺された一人目の許嫁いいなずけ。おそらく彼はそれらの事情を知っている。

　深夜。静まりかえった御ご殿てんの一室で、季すえ隆たかが抑おさえた声で切り出した。

「あなたは璉れんの皇子の側近武官だったそうですね。なぜそれを隠しているんです？」

　青慎の近寄りがたいような冷たい面おも立だちに動揺が走った。だがすぐさま無表情の下に隠す。

「他の者が無む闇やみに口にして、皇子の死を公主様に思い出させては困るからです」

「公主にとって皇子の死が大きな傷になっていると？」

「当然でしょう。公主様はまだお若かった。許嫁を亡くされるというのがどれほどおつらかったことか」

「目の前で血を吐いて絶命するのを見たから、ですか？」

　青慎がはっと息を吞のむ。強こわばった顔で季隆をにらんだ。

「なぜそれを──」
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「それに加えて罪悪感もあるんですかね。許嫁がそんな非ひ業ごうの死を遂とげたのに、ご自分は他の男に恋こいをしていたから」

「……」

「公主が誰に恋していたか。あなた知ってますよね、先生」

　青せい慎しんの顔からは血の気が引いている。そんな彼を季すえ隆たかはじっと見つめていた。

「公主が好きだったのは皇子じゃなく、皇子の側近だった李り青慎、つまりあなただ。あなたもそうなんじゃないんですか？　だから今も家令として傍そばにいる」

「……」

「時間がないんです、話してくれませんか。昔、あなた方の間に何があったのか。おそらくそれが公主の周りで起こる怪異を解く手がかりになる」

　思えば彼は怪異を解明にきた結ゆい蓮れんたちを歓かん迎げいしていなかった。むしろ近づくのを疎うとんでいたようだった。彼が怪異騒さわぎの首しゆ謀ぼう者しやだからなのではと疑っていたが、もしかしたら他に理由があったのかもしれない。

　黙だまり込んでいた青慎が、ふっと観念したように目を閉じる。

「……わかりました。お話しします」

　冷静沈ちん着ちやくな家令に徹てつしてきた彼から仮面がはがれた瞬しゆん間かんだった。







　華か瑛えいと青慎の出会いは、華瑛が城下にいた頃ころにさかのぼるという。

「かつて学士を目指していた頃、勉学のかたわら近所の子どもたちに簡単な学問を教えていたことがあります。そこへ公主様も通っておられました」

　生母を亡なくした後、華瑛は母方の実家に引き取られている。職人の家いえ柄がらだったはずだが、そういう私し塾じゆくに通っていたということは、〝皇女〟はずいぶんのびのびした暮らしをしていたのだろう。興味深く結蓮は聴きき入った。

「ごく短い間のことです。やがて公主様は皇后様によって後宮に引き取られていき、私はそのまま城下で勉学に励はげみました。そして数年が過ぎ、なんとか学士の末席に加わった頃、恩師から頼たのまれて留学中の皇子に武官として仕えることになりました」

「それが公主様のお一人目の婚約者だった……」

「はい。璉れんことばに通じていたのを見込まれたようでした。武術の心得は平へい凡ぼんでしたが、なぜか皇子は気に入ってくださったので。それでお供をするようになり──皇子の婚約者となっていた公主様と再会したのです」

「不ぶ躾しつけなことを聞きますが、先生と公主は城下にいた頃から相愛の仲だったわけですか？」

　季隆の質問は本当に不躾なものだったが、それだけ彼も焦あせりがあるのだろう。青慎が皮肉げに唇をほころばせる。

「まさか。互たがいになんとも思っていませんでしたよ。ただ、公主様は城下でのお暮らしをひどく懐なつかしんでおられた。それで私が時折話し相手になっていただけのことです」

「最初はそうだったんでしょう。でも公主はいつしかあなたに恋をしていた。たぶん、あなたも」

　静かな指し摘てきに、青せい慎しんは束つかの間沈ちん黙もくした。冷静な表情のまま目を伏ふせる。

「……気持ちを打ち明けられた時は驚おどろきました。あってはならないことですから」

　昔なじみとはいえ、相手は今や一国の公主になった人。しかも隣りん国ごくの皇子と婚約中で、その皇子は自分の主。──彼の動揺は推おし量れる。

　だが公主もつらかったはずだ。彼女の告白を思い出し、結ゆい蓮れんは眉まゆをひそめた。

『意地っ張りだったから、誰だれにも気付かれないようにしていたわ。ずっと我が慢まんしていたのよ。婚約も決まっていたのだけれどね。でも、一度だけ気持ちを打ち明けたことがあった』

　あれは璉れんの皇子ではなく彼のことを語ったものだったのだ。

「しかしすぐに心を決めました。婚礼を控ひかえた公主様が私のせいで気を惑まどわしている。急いで彼女の前から消えなければ、と。その足で皇子のもとに赴おもむき、辞職を願い出ました。皇子は何も仰おつしやることなく送り出してくださった。……おそらく私たちのことを気付いておられたのでしょう」

　淡たん々たんとした声が、悲しい恋をより際きわだたせるかのようだった。

　政略結けつ婚こんが決まっているのに別の人に恋をした公主。仲睦むつまじい婚約者が自分以外の男に恋をしたのを知った皇子。恋してはいけない人を愛し、それゆえに去らなければならなかった武官。誰の立場にたっても切なさと苦しみが募つのる。

「皇子が亡くなったという報しらせを聞いたのは、それから間もなくのことです。残された公主様がどうなさっているのかと思うと、自然と公主宮に足が向かっていました。公主様の悲ひ嘆たんは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものでした。とてもお一人にはしておけなかった……」

「それで公主宮の家令になられたのですか」

「家令でなくとも、なんでもよかったのですが。公主様をお側そばで見守ることができるなら」

　そう言った青慎の顔には苦いものが浮うかんでいた。そうして華か瑛えいに仕えつつも、互いに楽しい日々ではなかったことだろう。

　季すえ隆たかが試ためすように問いを投げる。

「皇子に毒を盛ったのはあなたじゃないかと疑ってたんですけどね。公主との恋こい路じに邪じや魔まだから、恋こい敵がたきを葬ほうむったんじゃないかって」

「馬ば鹿かな……！　私は返しきれないご恩を皇子に受けた身。天に誓ちかってそれはありえません」

「じゃあ他ほかに心当たりは？」

「……」

「ひょっとして、皇子の死は自害だったのかもしれないと疑ってたんじゃないですか？」

　青慎は詰つまったように口をつぐんだ。目にはためらいが浮かんでいる。

　やがて彼は抑えた声で答えた。

「公主様は、皇子はご自分が心変わりしたせいで絶望して命を絶たれたのではと思っておられた。その後の結婚話が破は綻たんしたのも、周辺で怪異が起こるのも、皇子の幽ゆう鬼きの仕し業わざなのではとも。そしてそのことを受け入れておられました。それゆえにあなた方のことを寄せ付けようとなさらなかったのです」

　なるほど、と季すえ隆たかが低くつぶやく。

「封ふう陰いん官と護衛が近くにいては、皇子の幽鬼を調ちよう伏ぶくされてしまうから……ってわけですか」

「……巻きこむのを恐れておられたのです。どうかお察しください」

　ようやく公主の言動の意味がわかって、結ゆい蓮れんは信じられない思いだった。そして彼女を苦しめていたものの正体に衝撃を受けていた。

　季隆がそれきり黙り込んだので、結蓮は代わって問いを投げた。

「家令どの。あなたも一連の件は皇子の幽鬼が起こしたものとお考えなのですか？」

「──いえ。皇子はそのような御お方かたではないと私は思っています。あの御方が公主様を悲しませることをされるわけがない」

　毅き然ぜんとした声だった。かつての主を知るからこその確信に満ちた答えだ。

「そのことを、公主様には？」

「申し上げましたが、聞き入れてくださいません。皇子に対する罪悪感に支配されておられるようで……」

　苦く悩のうのにじむ目を伏せ、彼は声を落とした。

「むしろ望んでおいでなのかもしれない。そうであることで楽になりたいと……。橘たちばな様を招かれた時、死出の別れのおつもりでお会いになるのだとわかりました。この頃ごろはよくそうして古いお知り合いにご連れん絡らくなさっておいででしたから。ならば私もご一いつ緒しよするまでだと、目を離はなさないようにしていたのですが」

「そんな……！」

　皇子の悪あく霊りように取り殺されるつもりなのだろうか。禁きん忌きの恋をしてしまった自分をそうして罰ばつするつもりなのか。公主も、彼も──。

「惚ほれた女がそんな状態なのに、ほったらかしてまた嫁よめに出すのか」

　それまで黙っていた季隆がゆっくりと口を開いた。

　なじるような声だった。彼にしてはめずらしく厳しい目つきをしている。

「もし四度目の相手も死んだらどうする？　また皇子の幽鬼に取り殺されたと公主は自分を責めるぞ。それを延々繰くり返すつもりか、あんた。心中しようなんて考える前に、他にやることがあるだろ」

　青せい慎しんは硬かたい顔つきで目をそらした。感情を押し隠かくすように細く深い息をはく。

　絞しぼり出すように吐はき捨てた声には、どうにもできないことへの怒いかりがにじんでいた。

「……あの方は公主だ。皇こう帝ていの娘むすめだぞ。一いつ介かいの使用人でしかない私に何ができるというんだ」

　誰かに責められるまでもなく何度も自身が問うてきたことなのだろう。それまで冷静で完かん璧ぺきな家令を繕つくろっていた彼が初めて見せた激しい心情に、結蓮は思わず二人の間に割って入った。

「落ち着いてください。お二人が言い争っても何も解決しません。確かに公主様をこのまま采さい国へお送りするわけにはいきませんが、かといって家令どのを責めるのは筋が違ちがうのではないですか。公主様がお相手では、私たちにはどうすることもできないのですから」

　まさか家令の彼に公主を連れて逃にげろとそそのかすわけにはいかない。そうなれば二人は罪人として追われるはめになる。

　だが、こんな事情を知っては何も聞かなかったことにして公主を輿こし入いれさせるのもできない。八方ふさがりといってよかった。

　公主の寝しん所じよのほうを見やった季すえ隆たかが、息をついて視線を戻もどした。

「──あのお姫ひめ様さま、死相が出てる」

　はっと青せい慎しんが顔をあげる。

「死なせてから後こう悔かいしても知りませんよ、先生」

　突つき放すように言い残し、季隆は踵きびすを返していってしまった。

　追いかけようとして、結ゆい蓮れんは思い直して振ふり向く。青ざめて立ちつくしている青慎に声をかけるべきかと思ったが、結局は何も言わずにその場を後にした。

　がんじがらめになっているのは彼も同じだ。今はそっとしておいたほうがいいだろう。







　回かい廊ろうの角にある四阿あずまやに背中が見えた。後ろ姿だけでも雰ふん囲い気きがささくれているのを感じる。

「季隆どの」

　追いついて声をかけたものの、なんと続けたらいいのかわからず結蓮は言い淀よどんだ。

（さっきはああ言ったけれど、この人の言い分も否定できない。でもそれをおおっぴらに主張するのは朝官として間ま違ちがっているし……）

　以前の結蓮ならためらわず青慎の側に立っていたはずだ。しかし今はそれができなかった。

　思えば、華か瑛えいを訪ねていった時、彼女はいつも窓辺にいた。あれは青慎を見ていたのではないだろうか。客人を案内してきて、けっして部屋には入らず去っていく家令の姿を。

　ぐるり、と季隆が急に振り返った。真顔のまま、まっすぐにこちらを見つめている。

「もし俺が同じ立場だったら」

「──え？」

「君が何者だろうと一緒に逃げる。どこかに隠されたら追いかけて助け出す。誰の娘だろうが知ったことじゃない」

　突とつ然ぜんの宣言だった。その真しん剣けんな声とまるで愛の告白のような言葉に、結蓮は虚きよを衝つかれた。

　どういう意味だろうかとたじろぎながらも、急いで言葉を探す。

「それは…………恐きよう縮しゆくです」

　がくっ、と季隆がうなだれる。

「真面まじ目めに返すなよ……」

「え？　冗じよう談だんだったのですか？」

「……いや、本気ですけど」

　ぼそりと言うと、彼はがしがしと髪かみをかきあげた。

「あーもう、調子狂くるうな！　とにかく仕事だ、仕事！」

　どこか不自然に顔をそらして歩き出す。横顔は多少不ふ機き嫌げんさが残っていたが、すでに頭の中は切り替かえているようだった。部下がついてこないことに気付いたのか怪け訝げんそうに振り向く。

「どうした？」

　結ゆい蓮れんはその場から動くことができずにいた。公主を救うためすぐにでも駆かけ出さなければと頭では思うのに、もう一つの思いがそれをためらわせている。

「……公主様を無事にお助けできれば、何もなかったように嫁とついでいかれるのでしょう。ですがそれが本当に最良の道なのかどうか……わからなくなりました」

　国のために他国へ嫁ぐ彼女を以前なら心から尊敬し祝福しただろう。だが公主は〝公主〟という生き物ではなく、生身の人間なのだ。誰だれかに恋こいをして、それが叶かなわず涙なみだを流すことだってある。そのことを知った今、華か瑛えいの心を無視してただの〝公主〟として見ることができなくなっていた。

（今なら公主様のお気持ちが少しわかる気がする……）

　意に染まぬ結けつ婚こん話。それを嫌いやだと言えない自分の立場。条件は違えど、崇すう怜れいとの結婚話が浮ふ上じようしてうろたえている自分と同じなのではないか。そう気付いたから。

　なかなか集中できずにいたのは、きっと無意識に重ねていたからなのだ。

「煌こう国の名を背負っておられる御方に、了りよう見けん違ちがいの肩かた入いれをしているのはわかっています。ですが──」

　こつん、と額に何かが当たった。

　季すえ隆たかの扇せん子すだ。その向こうで彼はいつもの飄ひよう々ひようとした顔をしていた。

「彼女が公主であってもなくても、助けたいと思うだろ？　それが答えだよ」

「……」

「俺たちの仕事は公主の命を救うこと。後のことを決めるのは公主自身。そしてあの先生だ」

「ですが……」

　彼女は公主だ。選せん択たく肢しはないといっていい。

「とにかく生きてさえいればどうにだってなる。けど死んだらそこで全部終わりだ。経験者のいうことだから間違いない」

　口を挟はさもうとした結蓮を遮さえぎるように、彼はにやりと笑う。

「お兄さんの言うこともたまには当たるよ？　だから信じて。俺たちの仕事をしよう」

　おどけているようでそうでない声が、心にしみこんだ。

　確かに、公主の怪かい異いを解明することと輿入れの件は別ものとして考えるべきかもしれない。自分の任務を終えてもいないのに尊き方の恋こい路じの心配をするのは傲ごう慢まんなような気がした。

　あの方を死なせてはいけない。何もかも、その後で始まる話だ。

　ふっと心が軽くなり、同時に引き締しまる。

「──はっ。全力を尽つくします！」

　迷いが消えたのを感じながら、結蓮はきりりと上官を見つめ返した。
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　華か瑛えいの眠ねむる寝所は封ふう鎖さされ、皇子の霊れいを誘おびき出すための香こうが薫たかれた。部屋の外には封ふう陰いん官が待機し、万一悪あつ鬼きが逃げた場合に備えている。

「出てきたら一いつ旦たん、君が引きつけてくれ。その隙すきに封ふう神じんする準備をするから」

　季すえ隆たかの指示にきびきびとうなずく。彼が自分の力を信じて任せてくれるのはやはり嬉うれしい。

「幽ゆう鬼き相手に太刀たちの攻こう撃げきが効くでしょうか」

「今回の場合、悪霊化して実体化しかかってたからね。刺さしても斬きっても有効だろう」

「……わかりました」

　いくら華瑛を苦しめている悪霊でも、もとは璉れんの皇子だ。彼のたどった悲運を思うと少しためらいはあるが、今はそんなことはいっていられない。

　木の香かのような匂においが漂ただよい始める。うっすらと緑がかった煙けむりが部屋に満ちていく。

　華瑛のいる寝しん台だいの前で季隆が呪を唱える。結ゆい蓮れんは太刀を手にしてその背後に控ひかえた。

　低く唱える呪が流れる中、華瑛の呼吸が苦しげに速くなった。

　小さくうめき声がもれる。その唇くちびるから黒い靄もやのようなものが噴ふき出した。

「よし、かかった！」

　柄えの長い呪具を手にした季隆が、靄にむかってそれを突き出す。からめとるようにしてぐいと引くと、華瑛の口から信じがたい大きさの靄が飛び出てきた。

「頼たのむ！」

「はい！」

　勢いのまま壁かべにたたきつけられたそれを目がけ、結蓮は床ゆかを蹴けった。

　意志を持ったようにうごめく靄を太刀で一ひと突つきすると、確かに手て応ごたえがあった。そのまま壁に縫ぬい止めるべく力をこめる。

　呪具を放ほうりやり、季隆が短たん剣けんを取り出す。鞘さやを払はらいながら叫さけんだ。

「ちょっと我が慢まんして、すぐ引き受ける！」

「了りよう解かいです！」

　彼がこの悪あく霊りようを短剣に封ふうじこめれば事件は解決する。自身の腕うでに切りつけて刃はに血を含ふくませるのを横目で見ながら、結蓮は柄つかを握にぎる手に力をこめた。

　突然、靄が二つに分ぶん裂れつした。一方がさらに幾いく筋すじにも分かれ、縄なわのようにうねりながら飛びかかってくる。

（そう簡単にはいかないか！）

　一太刀で動きを止められるとは思っていなかった。攻撃を避よけ、襲おそいかかる靄を次々に切り落とす。だがすぐさま靄は再生し、結蓮を捕とらえようと絶え間なく襲ってくる。

　ちらりと見れば、季隆は空中に霊符を描えがき始めていた。あれが済めば封神の術式を発動できる。霊符を描き終わるまではこちらに注意を引きつけておかねばならない。

（もう少し……）

　わざと挑ちよう発はつするように、靄の縄を五、六本ほどまとめて叩たたき斬った。怯ひるんだように引いた靄がまとまって一いつ斉せいに飛びかかってくるのを、正面から薙なぎ払う。

　実体化しかかっている悪霊は、切りつけるたび奇き妙みような手応えがした。湿しめった土にずぶりと一いつ瞬しゆん吞のまれるような感覚だ。長く続けば体力も握あく力りよくも奪うばわれるだろう。次の手に移ったほうがいいかと、厳しい目を相手に向けた時だった。

　それまで沈ちん黙もくしていたもう一方の靄から、突とつ如じよ、無数の物体が飛んだ。

「──っ！」

　雨のように降り注ぐそれをとっさに避け、振り向いて目を瞠みはる。

　今まで立っていた場所に突き刺さっているのは、鋭するどく尖とがった木の欠片かけら──杭くいのようだった。床や壁、近くの調度にえぐられたような傷がついている。以前見た怪異の奇妙な痕あとと同じだ。

　人であった悪霊に風や木を使った攻撃ができるものなのだろうか。あれは本当に皇子の幽鬼なのか？

　浮うかんだ疑念に気を取られた一瞬、隙を突つかれ、次の攻撃を避け損そこなった。

「くっ！」

　肩かたに杭が次々に突き刺さる。その衝しよう撃げきで思わず膝ひざをついてしまった。

　霊符を描いていた季すえ隆たかが、はっとこちらを見る。

「どこやられた！」

　結ゆい蓮れんは急いで立ち上がった。肩に刺さった杭を引き抜ぬく。ぼたぼたっと血が滴したたるのがわかったが、歯を食いしばってこらえた。

「大だい丈じよう夫ぶです！　早く続きを！」

　彼が作っていた空中の霊符が消えている。作成中は呪じゆ文もん以外を口にするのは禁じられているのだ。彼の気をそらしてしまったのを悔くやみながら叫ぶ。

「すみません、続けてください！　もう遅おくれはとりません！」

　二つに分裂した靄。一方は形を自在に変えることができ、もう一方は木の杭を飛ばす。それだけわかればもう失敗はしない。

　伸のび上がった縄が大きくうねりながら横へ飛んでいく。季隆をめがけていくそれを、結蓮はすかさず切り捨てた。床に落ちた靄の塊かたまりを思いきり遠くへ蹴りやる。

（やつも馬ば鹿かではないはず。私が囮おとりになっていることにもう気付いただろう。ならば……）

　ごくりと喉のどを鳴らす。縄に変化するほうはなんとか止められるが、杭を降らせるほうの攻撃は太刀一本では手に負えない。あちらが攻撃してきたら、それこそ身体からだを張るしかない。

（大丈夫……何があっても死にはしないんだから）

　人ではない〝何か〟であるこの身体は、いくら傷を受けてもすぐにふさがってしまう。心臓を一突きされても死ななかったことさえある。この体質をもう一つの〝武器〟にするほかない。

　黒い靄の片方が不気味にふくらむ。とっさに結蓮は走った。

（──来た！）

　杭の雨が降り注ぐ。太刀で薙ぎ払いながら季すえ隆たかの前へ飛び出した。

　瞬しゆん間かん、

「出いでよ、火か具ぐ鎚つち日ひ子この命みこと！」

　季隆の叫びとともに、無数の杭が一気に燃え上がった。

　ゴウッとすさまじい音を立てて燃え尽きたそれらを結ゆい蓮れんは驚おどろいて見つめる。呆ぼう然ぜんと振ふり返り、季隆が先ほどとは違ちがう短剣を手にしているのに気付いた。

「……今、召しよう喚かんの霊符を描いておられませんよね。どうして……」

　太刀に宿った神や妖よう怪かいを呼び出すには、空中に霊符を描いて術式を解かねばならないはずだ。

　短剣を収めた彼は大きく息をついた。目に見えて顔色が悪くなっている。

「急ぎだったから無理やり召喚した。ちょっと体力は使うけど、まあ、裏うら技わざってことで」

　結蓮は太刀を握る指先が冷たくなるのを感じた。

　自分のせいだ。任されたことをまっとうできなかったから、彼に余計な力を使わせてしまった。これでは一いつ緒しよに戦う意味がない。

「申し訳ありません……！　私がやるべきことなのに──」

「いやー、火具鎚さんは結構きかん気な神様だからさ。もともと喚よぶのに力いるんだよ」

　笑ってそう言うと、彼は結蓮の肩に軽く手をのせた。杭に貫つらぬかれたそこはじっとりと青い血で濡ぬれているが、傷はもうふさがっている。

　彼も気付いたのだろうか。少し黙だまったが、すぐに視線を前へ戻もどした。

「いつも言ってるだろ。封ふう陰いん官は二人一組行動が原則。片方ができないことがあっても、もう片方が補って任務を遂すい行こうすればいい。今みたいにね」

「……」

「君は俺にはできないことをやれる。太刀で妖怪を斬れるなんてなかなかできないんだよ。頼たよりにしてるんだから、これくらいで下を向くな。まだ終わってないぞ」

　彼の目は油断なく黒い靄に向けられている。火神の攻撃を受けて怯んだようにうごめくそれを、結蓮も鋭く見つめた。

（そうだ。今は落ち込んでいる暇ひまはない！）

　自分に求められているのは太刀の腕だけ。ならばそれを完かん璧ぺきにこなせばいい。

「わかりました。あちらの悪霊をなんとしても止めます。しかし、もう一方のものはどうすればいいでしょう」

「それなんだよねー。ちょっと今日は人手不足だな。認にん識しきが甘かった。翡翠かわせみ丸まるを持ってきてれば風であれを飛ばせたかもしれないのに」

　彼が攻こう撃げきの武器とするのは神や妖怪を宿らせた懐かい剣けんだ。量を多く持てるものではないし、術式を解くために神通力を使わなければならないので無闇に発動できない。それで相手に合わせて使し役えきする懐剣を選んでいるらしい。

「外にいる封陰官を呼びますか？」

「いや、こいつが逃にげたら困るし、外は固めててもらわないと」

　ため息をつくと、彼は気を取り直したように短剣を構える。

「あっちのやつは俺が結界で抑おさえる。そのせいで公主にかけてる結界がゆるむかもしれない。君はそっちも見てくれると助かるんだけど」

「承知しました」

　太刀たちを構え、黒い靄もやに向き直る。背中合わせになった季すえ隆たかも片方の靄へ呪具を構えた。

　彼が呪具を飛ばすと同時に、結ゆい蓮れんは靄に斬きりかかる。背後で杭を放つ靄が翠みどりの光に囚とらわれたのがわかった。時を同じくして、華か瑛えいを護まもっていた蒼あおい光が薄うすくなる。

（結界が！）

　敏びん感かんに悟さとったらしく靄の縄が寝台に伸びた。結蓮はすかさずその前にすべりこむと、靄を斬り捨てる。

「っ！」

　蒼い光にかすめた腕うでが、びりびりと痺しびれた。太刀を取り落としかけるほどの痛みに驚いて身体を退くと、隙すきをつくように靄がそこから入ろうとする。

（あそこの結界がゆるんでいるのか）

　しかしそこを護ろうとすると別の位置から靄が攻撃を仕し掛かけてくる。結蓮が応戦するとちょうど結界に触ふれる、絶ぜつ妙みような角度だった。相手は結蓮の身体を使って結界を破ろうとしているらしい。そして中へ入り、華瑛を取り戻すつもりなのだろう。

　背中や軸じく足あしが結界に触れ、痺れを通り越こしてじくじく痛む。だが結蓮は一歩も引かなかった。

「公主様は渡わたさない……！」

　武官の名にかけて、公主を悲しい運命から救いたい。そして、相棒と呼んでくれる人の信しん頼らいを裏切りたくない。その一心で太刀を握にぎりしめる。

　その時、淡あわい緑の煙けむりを割って誰だれかが駆かけてきた。

　封ふう陰いん官が応おう援えんにきたのかと一いち瞥べつした結蓮は、思わず目を瞠った。

「──家令どの!?」

　太刀をたずさえ、息を切らして飛び込んできたのは李り青せい慎しんだった。蒼い光に護られた華瑛と、その前に立ちふさがる結蓮、襲いかかる黒い靄をすばやく見やり、自身も太刀を構える。

「豊ほう舎しや人じん、これは!?」

「公主様に憑いた悪あく霊りようです。一いつ旦たん引き離はなしましたが、公主様を取り戻そうと狙ねらっています」

「なっ……」

　襲おそってきた靄の縄なわを彼は無意識の動きで叩たたき斬った。その拍ひよう子しに結界に触れたらしく、顔をゆがめる。

「お気をつけて！　その青い光は結界壁へきです。悪霊が破ろうとしていますが、やつの動きを止めれば、季隆どのが封ふうじてくださいます」

　結蓮の叫さけびに、彼は苦しげにしながらもうなずいた。

　二人になったことで楽になるかと思いきや、靄の攻撃はさらに激しさを増していく。

　結界に触れて苦く悶もんしながらも青慎は公主の傍そばを離れようとしない。元武官だったという彼だが、さすがに悪霊と戦ったことはないだろう。彼の身体が心配になり、庇かばおうと結ゆい蓮れんが前へ出た時だった。

　靄が再び分ぶん裂れつし、ぼうっと燐りん光こうを放った。

　それは徐じよ々じよに人の形をとり、やがて青年の姿に変わる。

　目を疑った結蓮の後ろで、青せい慎しんが硬かたい声をあげた。

「皇子……！」

　まぎれもなく、華か瑛えいの夢の中で彼女と一緒にいた璉れんの皇子だ。どこか悲しげな顔でこちらを見つめている。

「結蓮ちゃん、どうした！」

　もう一体の靄を抑えていた季すえ隆たかが叫ぶ。結蓮はごくりと唾つばを吞のんだ。

「璉の皇子が現れました……！」

　皇子の幽ゆう鬼きはじっと華瑛を見つめていたが、やがて結蓮たちに向かって口を開いた。懸けん命めいに何かを訴うつたえているようだ。しかし内容が聞き取れない。

　結蓮は戸と惑まどいながらそれを見ていた。

（私が戦っていたのは皇子の悪霊だったはず。けれどこの方は攻撃してこない……。なぜ？）

　一方では黒い靄が暴れている。青慎が一ひと突つきし、壁かべに縫ぬい止めたが動きは収まらなかった。

　傍へ来た季隆も驚いた様子で幽鬼を見つめている。

「悪霊の正体は皇子じゃなかったってことか」

「何を仰おつしやっているかわかりますか」

「いや……、聞き取れない。悪霊の邪じや気きが強すぎるんだ」

　三人がかりで抑えるのがやっとの強力な悪霊だ。さすがの季隆も苦戦しているらしい。

　皇子の幽鬼はなおも何かを訴えかけている。華瑛を見る眼まな差ざしは必死さがあふれていた。

（公主様のことで知らせたいことがおありなのだわ。けど、どうすれば……）

　唇くちびるをかんだが、その瞬間、ひらめいたことがあった。

「季隆どの！　確か呪じゆ禁ごん道どうには幽鬼を人に一時的に宿らせる術がありましたね」

　翠すい玉ぎよくの御み使つかい様にいつか弟で子し入りする時のために、呪禁道を勉強したことがある。その中にそんな術があったのを思い出したのだ。

「皇子の幽鬼を私に憑かせてください。そうすれば私の口から皇子のお言葉が聞けるはずです」

　彼ほどの術師ならそれくらいの術はお手の物だろう。彼と青慎しかいないこの場では自分がその役を担になうのは当然の選せん択たくだ。万が一皇子が璉ことばを話した場合、自分では理解することができない。

　季隆は驚おどろいた顔でこちらを見たが、すぐにきっぱりと言い放った。

「だめだ」

「なぜです」

「あれは誰にでもかけていい術じゃない。被ひ術じゆつ者しやの負担が大きすぎる。第一、君はすでに一体を中に宿して──」

　険しい顔で言いかけ、しまったというように口をつぐむ。

　それきり黙り込んだ彼を不思議に思いながらも、結ゆい蓮れんは毅き然ぜんとして見み据すえた。

「季すえ隆たかどの、私は術師としてのあなたを尊敬しています。封ふう陰いん官は標的を封じられれば命の危険も恐おそれないと仰った、その強さを見習いたいと思いました」

　業ごう焰えんをともに倒たおした時、封陰官としての覚かく悟ごや才能を見せられて心が揺ゆさぶられたのを今も鮮せん明めいに思い出せる。あの時彼がくれた言葉の数々は結蓮にとっては宝物だ。

「私たちの仕事は公主様の命を救うことだと、つい先ほども仰ったばかりでしょう。それなのに私ごときの命を惜しんで任務を放ほう棄きされるおつもりですか！」

　彼が心配してくれているのは伝わってきたし、時折めまいを起こす体質を知っているからこそのことなのもわかる。だが今はそんなことを言っている場合ではないはずだ。

「お願いします。私を相棒だと本当に思ってくださっているのなら、どうかその務めを果たさせてください」

　こんな時に役にも立てないで何が相棒だろう。それに、尊敬しているからこそ彼にはそんな判断間ま違ちがいをしてほしくなかった。一番大事なことはなんなのか、彼にもわかっているはずだから。

　季隆は迷うような顔つきで黙だまっていたが、やがて小さく息をついた。

「わかった」

　懐ふところから霊れい符ふを取り出し、一枚を選んで抜ぬき取る。それを結蓮の胸に当て、もう一方の手は顔の前で印を結んだ。

「──一つ言っておく。誰の命だろうと〝ごとき〟扱あつかいはするな。もちろん君の命もだ」

　硬い横顔が、ちらりと流し目をくれる。

「倒れそうになったら俺に向かって倒れてこい。いいね」

　その力強い眼差しに、勇気づけられた思いで結蓮はうなずいた。

「はい！」

　季隆が印を結んだ右手を幽鬼に向ける。指で霊符を押し当てられたあたりが、じわりと熱くなったのを感じた。

「召しよう魂こん符ふ！」

　ボッと音を立てて霊符に青い炎ほのおが灯ともる。

　燃え尽つきるでもなく、ほのかに熱を感じるだけのそれを不思議に思った時、がくん、と何かにぶつかられたような衝しよう撃げきがあった。よろめきそうになるのをなんとか堪こらえる。

（……っ、幽鬼が入った……？）

　周囲の音が少し遠くなったような気がした。まるで何か薄うすい膜まくを通したかのようだ。

「……すまない、武官どの。少しの間お借りする」

　自分の口が勝手に動き、別人の声をつむぐ。

　やわらかい男の声だった。どうやら成功したようだ。

「璉れん国皇こう帝てい陛下の、四の宮様でいらっしゃいますね？」

　季すえ隆たかの問いに、結ゆい蓮れんの中に入った皇子がうなずく。それが璉での彼の呼こ称しようだったらしい。

「時間がない、私の話をまず聞いてくれ。華か瑛えいに取り憑ついているのは守り刀に宿っていた『何か』だ」

（──刀？）

　やはり季隆のにらんだとおり、神憑きの太刀たちがからんでいたのか。

　彼も厳しい目をしてこちらを見た。

「宮様、守り刀とは？」

「かつて私が華瑛に贈おくった懐かい剣けんだ。気付いたのは死した後だった。どうにかして伝えなければと周囲で守っていたが、それを気取られてやつに取り込まれた。以来、姿を現すこともできなくなってしまった」

「なるほど……それで封ふう陰いん官の目にも留まらなかったわけですね」

　こくりと皇子がうなずく。結蓮の中に彼の無念さが同調して広がった。『何か』に囚とらわれ、封陰官に助けを求めても届かないもどかしさが。

「やつも華瑛の神通力に阻はばまれて人を食くらえずにいた。しかし華瑛の力が弱まっている今、やつは解放されようとしている」

　今まで犠ぎ牲せい者しやが出なかったのは、華瑛が無意識に止めていたからだったのか。彼女の婚こん約やく者たちの死も、それなら無関係の可能性が高い。

「宮様、その懐剣は今どこに？」

「華瑛の身近にあるはずだが……」

「李り先生、心当たりは」

　てきぱきとした問いに、青せい慎しんが考えるように目を落とす。

「確か、鏡台のどこかに」

「捜さがしてください、俺が代わります」

　言うなり季隆が呪具を飛ばす。太刀に縫い止められていた悪あく霊りように突つき刺ささったのを見て、意図を察した青慎が急いで身を翻ひるがえした。

（季隆どの）

　隔へだたった意識の中から思わず呼びかける。結蓮に皇子の幽鬼を宿らせて留とどまらせ続けながらさらに悪霊の動きを阻んでいる彼には、一体どれほどの負担がかかっているだろう。顔色がひどく青い。

　ややあって青慎が捜し出してきた懐剣は、美しい螺ら鈿でんの施ほどこされたものだった。

「ちょっと手が離はなせないんで、鞘さやを払はらってもらえます？　それで柄つかをはずして、刀身を見せてください」

　青慎が言われたとおりに懐剣を分解する。見下ろした季隆が緊きん迫ぱくした声をあげた。

「これだな、間違いない。とするとこいつは悪霊じゃないぞ。妖よう怪かいだ」

（妖怪!?）

　結ゆい蓮れんの問いに応じるように、彼は刀身をこちらに向けさせた。

「山奥に棲すむといわれる狒ひ々ひの妖怪、深しん撚ねん。ここに銘めい打うってある。この懐剣に封ふうじられてたんだ。宮様、この懐剣をどこで手に入れられました？」

「そんな……、それは私が煌こうへ来て間もない頃ころにもらったものだ」

「誰だれにです？」

「それはわからない……。この朝ちよう廷ていにいる者だということしか──」

　皇子は困こん惑わくし、動どう揺ようしているようだ。結蓮もまた同じだった。

　妖怪の宿った懐剣を譲ゆずったとしたら、それは皇子に対してなんらかの悪意があったということではないだろうか。しかもそれは朝廷の誰かだという。

（ひどい。一体誰がそんなことをしたというの？）

　呆ぼう然ぜんとしてしまったが、ふと思い出して眉まゆをひそめる。

（そういえば、さっき深撚と仰おつしやったけれど……どこかで聞いた名だわ。どこだったかしら）

　山奥に棲む狒々の妖怪。確かそう言っていた。

（……狒々？）

　はっと息を吞のむ。先日、太子に奏上された陳ちん情じよう書をもとに出かけた里で、狒々と戦った。その時に聞いた名だ。

　あの時の狒々の言葉からして、深撚というのがもとは頭かしらだったのだろう。あの狒々たちは若い娘むすめを好んで食べるのだ。つまり深撚は華か瑛えいを食らうために憑いていたということか。

「武官どの、それは本当か!?」

　皇子が動揺したように声をあげる。結蓮の思考と同調したらしい。季すえ隆たかと青せい慎しんが怪け訝げんそうに見たので、結蓮は必死に訴うつたえた。

（皇子様、しばし私と代わっていただけませんか。皇子様の無念は代わりに晴らすとお誓ちかいいたします）

「……わかった。そなたにお頼たのみする」

　ふっと聴ちよう覚かくがもとに戻もどる。身体からだの自由が利きくようになり、結蓮は急いで顔をあげた。少しだけ動きがもたつくのは皇子が憑いているせいか。

「深撚という名を聞いたことがあります。先日私が倒した狒々どもの頭だった妖怪です」

　突とつ然ぜん声が変わった結蓮に、季隆が目をむいた。

「何勝手に入れ替かわってんだ。どんだけ負担になってると──」

「聞いてください。あの狒々どもは若い娘を生け贄にえとして求め、食らっていました。公主様に取り憑いたのもそれが目的かもしれません」

　華瑛は皇帝の娘、つまり龍りゆう神じんの血を引いている。皇帝一族はその類たぐい希まれなる血のせいで妖怪に餌えさとしてつけ狙ねらわれるのだ。深撚が彼女に目をつけたとしても不思議ではない。

　季隆が厳しい顔になって黒い靄もやへ目を走らせた。

「そうか。取り憑いたはいいが、あんな姿になっちまったから今まで食えずにいたってところかな」

　隣となりにいた青せい慎しんの顔が引きつる。せっぱ詰つまった様子で寝しん台だいにいる華か瑛えいを見た。

「そこまでわかったんならのんびりしてられない。結ゆい蓮れんちゃん、動けるか？」

「はっ！」

　季すえ隆たかが深しん撚ねんの器うつわだった懐剣に血を含ふくませる。意図を察し、結蓮は太刀を手に身構えた。

「手順はさっきと同じだ。準備が終わるまで君が引きつけてて」

「了りよう解かいです」

「私は何をすれば」

　青ざめた顔で詰め寄る青慎に、彼はすばやく指示を出す。

「いくつも術をやってるんで、公主にかけた結界が吹ふき飛ぶかもしれません。その時のためについててもらえますか」

　分ぶん裂れつした深撚をそれぞれ呪じゆ具ぐと結界で止めながら、結蓮に皇子の幽ゆう鬼きを宿らせている。おまけに華瑛に結界もかけ続けているのだ。この上封ふう神じん術まで発動させるのは至難の業わざだろう。

　華瑛の傍そばに青慎がつくと、季隆は妖怪を止めていた呪具をゆるめた。

　とたん、靄が攻こう撃げきを再開する。すかさず結蓮は太刀をひるがえして応戦した。
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（今度こそ、仕留めてやる！）

　皇子が分裂したことで妖怪の本ほん性しようが露あらわになってきたのか、靄が徐じよ々じよに薄れていく。

　今、目の前にいるのは靄の縄なわをあやつる巨きよ大だいな狒ひ々ひだった。

「邪じや魔まをするな、人間ふぜいが。我は周しゆう方ほう山ざんの神ぞ」

　真っ赤な目玉がぎらぎらと光っている。華か瑛えいのいる寝台に靄の縄が飛ぶのを見て、結ゆい蓮れんは勢いよく断たち切った。

「よこせ。それは我の餌だ」

　さび付いたような声が響ひびき、黒い靄がぶるぶると震ふるえる。

「何年もかけて我が育てたのだ。その娘の絶望と恐きよう怖ふ、充みち満ちた今、さぞや美味な身体になったことだろう」

「……貴様……」

「人間ごときの幽鬼に長年邪魔されていたが、そのぶん楽しみが延びただけのこと。おかげで馳ち走そうにありつける。ククク……」

　次々と襲おそいかかってくる縄を斬きり捨てながら、結蓮は靄をまとう狒ひ々ひをにらみ据すえた。

　誰の命だろうと〝ごとき〟扱あつかいするなと言った季すえ隆たかの言葉が、胸に迫せまってよみがえる。死してなお公主のことを守り続けてきた皇子を嘲ちよう笑しようされ、身体が熱くなった。

　視界の端はしで季隆が霊れい符ふを描えがき終えようとしているのを確かく認にんし、太刀たちを逆手に持ち替える。

　ただ一いち撃げき、それだけでいい。あとは彼がこの妖怪を封じてくれる。

　それは無意識の信しん頼らいだった。意識下の思いよりも深い、自分でも気付かないうちに芽生えた篤あついものだ。

「黙だまるがいい。人の恋こい路じを邪魔する愚おろか者、その罪を思い知れ！」

　重心を低くして靄に突とつ進しんする。伸びてきた縄があちこちに巻き付き、杭くいとなった先せん端たんが腕うでや肩かたに突き刺さってきたが、足を止めなかった。

　業ごう焰えんを倒たおした時もこうしてぶつかっていった。だがあの時の燃えるような復ふく讐しゆう心ではない、使命感に似た思いが心をたぎらせている。

　ねらい澄すまして一突きすると、勢いあまって壁かべに激げき突とつした。妖怪の咆ほう哮こうが響き渡わたる。

「いましどころへ帰き還かんせよ！　周しゆう方ほう山ざん深しん撚ねん！」

　季隆の呪が唱えられた瞬しゆん間かん、黒い靄がざぁっと霧む散さんした。

「ギャアァァァ!!」

　絶叫とともに靄が懐かい剣けんに吸い込まれていく。

　すべて消えると、季隆は刀身に指で何か書き付け、「印」とつぶやいた。

「……」

　華瑛の傍にいた青せい慎しんが額に汗あせをにじませて身体を起こす。季隆の術が発動した瞬間、彼女の結界が吹き飛び、その衝しよう撃げきが彼を襲ったのだ。それでも彼は逃にげるどころか華瑛に覆おおい被かぶさって護まもっていた。

　寝しん所じよには静せい寂じやくが舞まい降りていた。

　太刀を壁から引き抜ぬき、結蓮はふらりと振ふり返る。

　終わったのだ。それを実感し、じわじわと疲ひ労ろうが押し寄せてくる。

「よし、次は君だ。皇子の幽鬼を出すから、こっちに来て」

　季隆の言葉にうなずこうとして、結蓮は足を止めた。

「待ってください。まだ……」

　皇子が何か伝えたがっている。それを感じ、意識を明け渡した。再び音が遠くなる。

「……礼を言う。二人に言わねばならないことがあったものだから」

　男の声になったのを聞いて、季すえ隆たかがぎょっとした。

「だから、勝手に入れ替わるなって言ってんだろ！」

「すまない、術師どの。もう少しだけでいいのだ」

　皇子は驚おどろいた顔をしている青せい慎しんに目を向けた。彼が喜んでいるのが心に直じかに伝わってくる。

「ああ、やっと言える。華か瑛えいが眠ねむっているのが残念だが、おまえから伝えてあげてくれ。私が死んだのは自害ではない。恨うらみを抱いだいたこともないと」

　皇子、と青慎がつぶやく。

「おまえはわかっていたようだな。璉れんの政争に巻き込まれたあげくの謀ぼう殺さつだと。こればかりは仕方がない。そういう星の下に生まれたのだと受け入れている」

　彼の声は静かだった。それが虚きよ勢せいや見み栄えでないことは、意識を共有している結ゆい蓮れんにはよくわかった。

「華瑛の気持ちにも気付いていたよ。だがどうしてやることもできなかった。おまえのことも」

「……」

「私がいなくなってから、おまえがこの子をずっと守ってきたことは知っている。苦しかったことだろう。だが、これからも護ってやってくれないか。私もおまえと同じでこの子を放っておけないのだ」

　皇子が微笑ほほえんだのが結蓮にも伝わってくる。優やさしい気持ちが満ちていた。

　青慎は思いを堪こらえるようにそれを見つめていたが、やがて深々と頭をたれた。

「はい。必ず……！」

　彼の手はいつのまにか眠る華瑛の手を握にぎりしめている。皇子の思いが流れ込んできて、結蓮ははっとした。

　──私が頼まずとも、そうしてくれるつもりだったのだろうな。

（皇子様……）

　青慎が寝所に駆かけつけてきた時から、あるいはもっと前からわかっていたのかもしれない。華瑛をずっと見守ってきた彼には──。

　皇子が季隆に向き直る。そこで初めて結蓮は彼が傍にきていることに気付いた。

「二人にも感謝している。ありがとう」

　それが皇子の最後の言葉だった。

　術が解かれ、身体からだが軽くなる。とたん、かつてない疲労がどっと押し寄せてきた。たまらずふらついてしまうと、さっと季隆が支えてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい、私は……。あなたこそ大丈夫ですか？」

　彼の手はこんなに大きくて頼たのもしかっただろうか。初めて気づいたような心地ここちでどきりとしたら、それまで支えてくれていた彼が急によろめいた。

「いやー無理。鼻血噴ふいて倒れそう」

「そんなっ、しっかりしてください！」

　軽口のように言っているが顔色は真っ青だ。慌あわててのぞきこむと、へなへなと力のない様子でもたれかかってきた。

「うーん。また口移しの気付けしてくれたら治るかも」

「……え？」

　以前やられた、口から口に気力を注入するあれをやるのか。

　あの時、間近で見つめ合った彼の目が綺き麗れいだったのを思い出し、少し動どう揺ようする。

（でも……、放っておくわけにはいかないし……）

　しばし迷ったが、すぐに心を決めた。それで彼が回復するなら安いものだ。

「わかりました。では失礼しまして」

「うわっ!?」

　顔を近づけようとしたとたん、彼は慌てたように後ずさった。

「うそうそ、冗じよう談だんだって！　いつもは冷たい目で見るのに、なんで今日だけ真面まじ目めに聞くの」

　焦あせった顔で見ているところからして、どうやらおふざけだったらしい。

　一体どれが本気でどれが戯ざれ言なのかと結ゆい蓮れんが困こん惑わくしていると、彼は苦く笑しようして肩に手を回してきた。

「でも倒れそうなのは本当。だから肩だけ貸して」

　声にも腕にも力が感じられない。彼も死力を尽つくしたのだと伝わってきて、結蓮は急いで支えた。

　倒れそうになったら俺に向かって倒れてこい、と言われたことを思い出し、なぜか落ち着かなくなる。どうして普ふ段だんはこんなふうなのに、いざとなると頼もしいのだろう。

（でも、この人がああ言ってくださるから安心して私は戦える。感謝しなければ……）

　静かになった部屋の中、寝しん台だいの上で華か瑛えいがゆっくりと瞼まぶたをあげる。

　彼女を見つめる青せい慎しんと、彼に気付いた華瑛が目を合わせた。これまで避さけていただろう彼が傍にいるのに、彼女は驚いたそぶりを見せなかった。

「……夢を見ていたわ」

　ぽつり、とつぶやく。

「……皇子様の夢……」

　彼女の瞳ひとみから涙なみだがこぼれた。

　子どものように泣き出す華瑛を、青慎が耐たえるような眼まな差ざしで見つめている。切なさと愛あい憐れんのにじむ、しかし苦しみを解放したかのような表情だった。

　璉れんの皇子は、最後に公主の夢の中へ会いにきたのかもしれない。

　公主と家令の仮面を初めて取り去った二人を見守りながら、結蓮はふとそう思った。







　終章　縁えん談だんのゆくえ







　御み簾すの向こうからかかったのは無む慈じ悲ひな言葉だった。

「豊ほう結ゆい蓮れんとの結けつ婚こんは認められぬ」

　かしこまってそれを聞いた崇すう怜れいは目を瞠みはった。まったくもって予想外の言葉だったのだ。

　母の喪もは明けた。自分の妃きさきとなるのに結蓮なら家格も問題ないはずだ。豊家とていっそう皇こう帝てい一族に忠義を尽くすことだろう。反対される理由がないのに。

「おそれながら、陛下。私と豊結蓮は数年前から約束をかわした間あいだ柄がらです。一体何が問題なのですか」

「豊諭ゆ迅じんによれば、結蓮にはすでに許嫁いいなずけがいるそうだ。それを奪うばってまで結婚するというのか？」

「それは……っ」

　あの老人が勝手に決めたことだ。そう反論しかけて、口をつぐむ。

　臣下の許嫁を奪ったとなれば人心が離はなれていく。父はそれを懸け念ねんしているのか。

　ただの王でしかない自分には許されない行いなのだ。彼女の結婚を何度もぶちこわしにしている太子とは立場が違ちがうのだから。

「諦あきらめよ。婚約はもう決定している」

　非情な促うながしに、崇怜はのろのろと顔を伏ふせる。

　──これしきのことで諦めるわけにはいかない。皇帝に反対されたくらいで。

　不ふ遜そんな思いを抱いだきながら、それを押し隠かくして深々と拱きよう手しゆ一礼した。

「……御ぎよ意い」

　これでだめなら、別の方法を考えるまでだ。
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　太子に召めし出された結蓮は、思いがけない事実を聞かされることになった。

「公主様の輿こし入いれが取りやめに……!?」

　壇だん上じようの琮そう成せいが、なんともいえないといった顔つきでうなずく。

「橘たちばな次官の報告を聞かれた陛下がそうご判断された。姉上はどうやら、そういった怪かい異いに憑つかれやすいご体質らしい」

（え……!?）

　初耳である。上官から聞かされていなかったことに驚おどろいていると、琮成が事の次し第だいをかいつまんで話してくれた。

　公主の怪異解明の責任者として奏上にきた季すえ隆たかいわく。

　一連の怪異の原因は懐かい剣けんに宿っていた妖よう怪かいで、何かの拍ひよう子しに放たれ、公主に恋れん着ちやくして憑いてしまった。彼女はもともと憑かれやすい体質であり、これからも同じことが起こる可能性が高い。そうなれば彼女の身体に障さわるのはもちろんのこと、周囲にも被ひ害がいを及およぼすおそれがある。

　それを聞いた皇帝は、その場で華か瑛えいと采さい国太子の結婚をやめることを宣言したという。

　ずいぶんと思い切った判断だと結ゆい蓮れんは驚いたが、しかしすぐに納なつ得とくした。

（確かに、そんな状態でいらっしゃるのに煌こうの公主として嫁とつがせるわけにはいかない。相手は一国の太子なのだし）

　もし采国の後宮でも同じことが起きれば、それこそ大問題になってしまう。未然に防ぐのが賢けん明めいといえるだろう。

「ですが、では公主様は今後どのような待たい遇ぐうに……？」

　四度目の縁談もやぶれ、今後の結婚もこれでは望めない。気の毒だが居場所がなくなってしまうのではないか。

「姉上は、母上の嘆たん願がんにより城下にお戻もどりになることになった」

「城下に……!?」

　これにはさすがに仰ぎよう天てんせずにはいられなかった。絶句する結蓮に琮そう成せいは冷静な目を向ける。

「誤解するな。皇こう宮ぐうを追われるわけではない。母上は、姉上を自由の身にしてさしあげたいのだ」

　采との縁談が取りやめになった直後、皇后が皇帝に奏上したのだという。

　思えば華瑛の人生は波乱に満ちたものとなってしまった。それもこれも、もとをただせば自分が彼女を皇宮に引き取ったせいではないか、と。

『お願いでございます、陛下。華瑛を、あの子がもといた世界に戻してあげてくださいまし。あの子を公主にと勧すすめたのはあたくしでございます、都合の良いことをとお怒いかりになるでしょうが……、華瑛に罪はございませぬ。お咎とがめはどうかあたくしだけにお与あたえくださいまし』

　皇后はそう言って涙ながらに懇こん願がんしたらしい。

　華瑛を引き取ったのは同情もあっただろうが、豊ほう家の息のかかった公主を求めてという理由も多分にあっただろう。なぜなら皇后には女子がおらず、他国との取り引きで豊家に有利をもたらす存在を欲ほつしていたからだ。

　皇后自身は華瑛を公主として慈いつくしんでいたが、一族の思惑おもわくに巻き込んだことを悔くいていたのかもしれない。五年の眠ねむりについていた間、華瑛を守ることができなかったことも。

「だが事は一国の太子との破談だ。生半な理由では皆みな納得しないだろう。といって妖よう怪かい云うん々ぬんの件も公言できない。ゆえに、急な病に倒たおれて療りよう養ようするため都を離れるということになった」

「さようでございましたか……」

　朝官としては慌あわてるべきことだろうに、結蓮はひそかに安あん堵どしていた。

　城下の暮らしをひどく懐なつかしんでいたと青せい慎しんが言っていたのを思い出したのだ。華瑛にとってはこれが最善の道なのだろうと素す直なおに思えた。

「そこで、おまえに頼たのみがある。姉上をおまえの屋や敷しきであずかってほしいのだ」

　太子の言葉に、再び驚いて顔をあげる。

「仮にも公主であった人を気安く城下に住まわすのは、いろいろと無理がある。その点おまえの屋敷なら都合がよい。母上も、姉上のことは豊ほう家で面めん倒どうを見ると陛下にお誓ちかいなされた」

　なるほど、だから皇帝も承知したのだろう。ただ生家に戻すだけではどこからか公主のことがもれるおそれがある。だが豊家ならその手の秘密をもらすことはない。

「姉上を頼むぞ、結ゆい蓮れん」

「はっ。おまかせください」

　静かに命じた太子に、結蓮は深々と一礼した。







　書庫に戻ると、窓辺にいた季すえ隆たかがぎくりとした様子で振ふり返った。

「おかえり。太子殿でん下かのお話はどうだった？」

　彼の頭上で鳥がはばたいている。飛んでいくそれを何気なく見やりながら結蓮は答えた。

「すばらしいお話でした。ですが、驚きました。まさか公主様が妖怪に憑かれやすいご体質だったとは。なぜ教えてくださらなかったのですか？」

　季隆が無言のまま、ふいっと目をそらす。

　わざとらしく外の景色に見入っている彼を見つめ、結蓮は目を瞠った。

「まさか……噓うそなのですか？」

　今度は振り返り、にこりと笑う。結蓮はめまいを覚えた。どうりで聞いた覚えのない話だと思ったら。

「信じられません……！　畏おそれ多くも皇帝陛下と皇后様、太子殿下のお三方に対して、なんという暴ぼう虐ぎやく不ふ遜そんなふるまいを……っ」

　わなわなと拳こぶしをふるわせるのを見て、季隆が慌てたように手を振る。

「噓じゃないって！　公主がそういう体質なのはほんとなんだよ。だから狙ねらわれたわけだし。ただちょっと大げさに報告しただけだって」

「つまり偽いつわりではありませんか！」

「方便だ！　こうでもしなきゃ縁談を壊こわせないだろ。俺だって、公主がもしほんとに采さいの後宮で妖よう怪かい騒さわぎを起こしたら困るんだから」

　結蓮は眉まゆを寄せて彼を見つめた。公主の怪異解明を任された者として、そうなっては困るというのは本心だろう。しかし。

（……後のことを決めるのは公主様ご自身だと仰おつしやっておきながら。結局、この人が公主様を救われたというわけね……）

　封ふう陰いん官という立場を最大限利用はしたが、彼は皇帝に対して〝進言〟したわけではない。決めたのは皇帝自身だから結蓮が文句を言う筋合いもない。彼の巧うまさに思わずため息が出た。

「あなたという人は……」

　公主の行く末を気にしていた者が目の前にいるのに。公主を助けたことを自じ慢まんしたり恩着せがましく言ったりしないのだから、本当にわからない人だ。

「……ありがとうございました」

　振り上げられた拳を避よけるように扇せん子すを構えていた彼が、ひょいと顔を出す。

「え？　何が？」

　とぼけるつもりらしい。彼がなぜだか悪ぶるのは短いつきあいだがもう慣れている。結ゆい蓮れんは仕方なく話を続けることにした。

「公主様の一件は解決しましたが、采さい国との関係が心配です。縁えん談だんが破談になったことで両国の間に亀き裂れつが生じはしないでしょうか」

「師し匠しようから聞いたんだけど、あっちの太子様のほうでも何か問題が起きてるらしい。縁談どころじゃないみたいだし、たぶん不問になるんじゃないか？」

　突とつ然ぜん現れいつのまにかいなくなっていた伝説の聖仙は、彼にそんな情報をもたらしていったらしい。結蓮は表情をあらためた。

「一体何があったのでしょう？」

「さあねー。そこまでは俺も──」

「結蓮！」

　会話を遮さえぎるように声が飛んできた。

　回かい廊ろうの向こうから崇すう怜れいが駆かけてくる。いやに悲しげな顔で書庫に飛び込んでくると、ひったくるようにして結蓮の両手をとった。

「無力な私を許せ、結蓮。ようやくおまえを雪せつ南なん府ふに連れていけると思ったのに」

「いかがされましたか、崇怜様」

「だがこのまま引き裂さかれたりはしない。私を信じて待っているんだぞ」

　熱い眼まな差ざしで見つめられ結蓮は困こん惑わくした。何やらひどく動どう揺ようしているようだが、わけがわからない。

「雪南王様。うちの妻に何かご用でもおありですか？」

　存在を完全に無視されていた季すえ隆たかが結蓮の肩かたを抱だき寄せる。無理やり視界に入ってきた彼に、初めて気づいたように崇怜は瞬またたいた。

「ああ、いたのか。まったく見えていなかった」

「そうですか。最初からいたんですけどねえ」

「崇怜様、何かあったのですか？」

　重ねて結蓮が問うと、彼はようやく落ち着いたのかため息まじりにうなずいた。

「先ほど皇こう帝てい陛下に拝はい謁えつしてきたんだが……、おまえとの結けつ婚こんを許可してくださらなくてな。婚礼は延期ということになりそうだ」

「え……」

　ここしばらく胸を占しめていたもう一つの事こと柄がらに、思わずぽかんとする。

（陛下のお許しが出なかったということは、つまり縁談もない……？）

　崇すう怜れいばかりか豊ほう家の一部の者もすでにその気になりかけていたが、皇帝が許可しないというのなら結婚はありえないことになる。もちろん、気が変わって許可を出される可能性もなくはない、が──。

（雪せつ南なん府ふにいかなくてもいいの？）

　胸のつかえが取れたような心地ここちで頰ほおが緩ゆるんでしまう。と、ぐいと手に力がこめられた。

「結ゆい蓮れん、私は絶対に諦あきらめない。なんとしても陛下のお許しをいただき、おまえを迎むかえに来るよ。私の妻はおまえだけ、おまえの夫は私だけだ。そうだろう？」

「……いえ、崇怜様。私は──」

「だから心配せずに待っていろ。私は今から各所に根回しをしてくる。いいな？」

　有う無むを言わさない口調で念を押すと、彼は足早に去っていった。

　またもや無視された季すえ隆たかは「どんだけ眼中にないんだよ……」と呆あきれたようにつぶやくと、息をついて視線を戻もどした。

「ほっとしてる？」

　どきりとして結蓮は彼を見る。

　心を見み透すかされたのかと思った。だがそんなわけはないと思い直し、急いで気を引き締しめる。

「はっ。雪南府へ行けば太子殿下のお側そばを離はなれることになります。そうならずに済むのは幸いです」

「そっちかい！」

　はぁー、とため息をつくと、季隆は諦めたように扇子を帯に差した。

「太子殿下のこと好きすぎだろ」

「近衛が殿下をお慕したいして何が悪いのですか」

「悪くないけどさぁ」

　不満げにぼやいていたが、ふと肩の力が抜ぬけたように息をついた。

「……俺はほっとしたよ。あの皇子様に君を攫さらわれずに済んで」

　独り言のようにつぶやいて、ふいにこちらを見て笑う。

　いつものふざけた笑えみではないことに結蓮は一いつ瞬しゆんたじろいだ。

　なんと答えようか、言葉を探して迷う。表向きは何も言わなかったが本当は心配してくれていたのか。少し胸が熱くなる。

「それは……、……かたじけない」

　ぶっと彼が噴ふき出した。驚おどろいて顔をあげると、彼は爆ばく笑しようしていた。

「かたじけないって！　なんつう返事だよ、それ」

「はっ……、申し訳ありません」

「もー、ほんとに面白いわ、結蓮ちゃんは」

　涙なみだを浮うかべて笑いながら肩に手を回してくる。結蓮はちらりと見たが、何も言わなかった。いつもなら小言を言いたくなる行こう為いなのに、なぜだか今はそう思わない。

（たぶん、公主様の一件が嬉うれしかったから……ね）

　そう理由付けて自分を納なつ得とくさせようとしていると、聞き覚えのある鳥のはばたきがした。

　真しん君くんに借りた神鳥が舞まい降りてくる。脚に紙が結びつけられているのを見て結ゆい蓮れんは目を輝かがやかせ、季すえ隆たかはぎくっとしたように身体からだを離した。

「季隆どの、御み使つかい様からのお返事がきました！」

「そ、そうみたいね」

　動揺したふうの彼をよそに結蓮は喜び勇んで手紙を開く。

「相変わらず美しい字です……。『今回の任務もよく頑がん張ばったね。でも怪け我がをしないよう気をつけなさい』……なんてお優やさしいお言葉。いつも私のことを見守ってくださっているのですね。こんなことを言われたらますます好きになってしまいます……」

　感動のあまりつい音読してしまいながらうっとりしていたが、ふと気付いて彼を見上げた。

「なぜ私より先にあなたが赤面されているのですか？」

　ざっと顔をそらし、季隆はすたすたと書庫を出て行く。

「なんでもないです。……ちょっと散歩してくる」

「──？」

　またもや急に敬語になってしまった彼を、結蓮は首をかしげて見送ったのだった。
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　それから数日後、豊ほう家別べつ邸ていに一台の馬車がひっそりと到とう着ちやくした。

　降り立った若い男女を出で迎むかえ、結蓮はあらたまって一礼した。

「ようこそおいでくださいました。公主様、家令どの」

「もう公主じゃないわ。名前で呼んでちょうだい」

　華か瑛えいが照れたように微笑ほほえむ。皇こう宮ぐうで会った時よりもはるかに地味な身なりになっていたが、それがかえって彼女の魅み力りよくを引き出しているようだ。少し恥はずかしそうに頭をさげる。

「これからお世話になります。それと、いろいろとありがとう。意地悪してごめんなさい」

「無礼をはたらきましたことをどうかお許しください」

　隣となりで一礼した青せい慎しんも雰ふん囲い気きが変わっていた。今までの堅かたさがずいぶん薄うすれている。

　華瑛の横暴は、護衛となった結蓮たちを怪かい異いに巻き込む前に追い出すためにしたことだと、今ではわかっている。青慎の冷たい態度も彼女を思ってのことだったということも。

　二人に頭をあげてもらい、結蓮は交こう互ごに見つめた。

「おかげんはいかがですか？」

「もう平気よ。本当に、憑きものが落ちたという感じだわ」

「それはようございました。拙せつ宅たくには使用人がいませんので、お二方にはご不便をおかけするかと思いますが……」

「皇后様にうかがったわ。あなたも大変な身の上なのね」

　同情したように眉まゆをひそめ、一転して笑顔になる。

「わたしたちのことは気にしないで。城下にいたころは自分のことは自分でしていたし、不便はないわ。このお屋や敷しきの主人はあなたなんだから、あなたが嫌いやだと思うことは絶対しないし。わたしたち、外へ出てはいけないのよね？」

「はい。ほとぼりがさめるまではそうなさったほうがよろしいかと。その代わり、ご所しよ望もうのものがございましたらなんでも届けさせます」

「ありがとう」

　やわらかく笑って礼を言うと、彼女はおずおずといった様子で続けた。

「実はね、このまま一生お世話になるわけにもいかないし、働き口を捜さがそうと思っていて……。昔みたいに場所を借りて学問所を開こうかって、先生と話していたの。わたしもお手伝いをして」

「公主様も？　ですが……」

　いくら城下に下りたとはいえ、公主を働きに出すのはさすがに気が引ける。

「だったらこの屋敷の家令になってもらったらいいんじゃない？　屋敷にこもったままでも出来る範はん囲いでさ。働き口にもなるし、結ゆい蓮れんちゃんも助かるだろ？」

　卓子つくえに行ぎよう儀ぎ悪わるく寄りかかりながら季すえ隆たかが口をはさむ。結蓮もすぐに賛成した。

　これまで差配をしてくれていた爺じいやが引退して以降、屋敷のことは放置状態になっている。公主宮の家令をしていたほどの人が務めてくれるのは願ってもないことだった。

「お願いできませんか？」

「それは……私でよろしければ、承うけたまわりますが」

「じゃあ、わたし侍じ女じよになるわ。掃そう除じや洗せん濯たくもやれるわよ」

　目を輝かせた華か瑛えいに、結ゆい蓮れんは驚いて首を振ふる。
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「いけません。公主様にそのようなことをさせるなど」

「もう、公主じゃないって言ってるでしょ」

「あ……申し訳ありません」

「わたしのほうがあなたをお嬢じよう様さまって呼ばなきゃいけないのよ。敬語を使うのもあべこべだし」

「何を仰おつしやいます。公主様がそのようなこと」

「公主じゃないったら」

　平行線をたどるやりとりに、季すえ隆たかが苦く笑しようして割って入る。

「どっちも急に変われやしないって。徐じよ々じよに慣れていけばいいんだよ」

「そのとおりよ、橘たちばな。いいことを言ったわ」

「え、俺のことは呼び捨てですか。一応女主人の婚こん約やく者なんですけど」

　しかも彼に対しては微び妙みように態度が大きい。面めん食くらう季隆に、華瑛は挑ちよう戦せん的な笑みを見せる。

「昔みたいに仲良くしたいから、昔と同じ態度を取ることにしたのよ」

「へー……さようですか」

「華瑛」

　冷静な声で呼ばれ、華瑛がびくりと身じろぐ。聞き慣れない呼び方に結蓮もどきりとした。

「橘様はお優しいからお咎とがめにならないだけだ。きちんとけじめはつけなさい」

　青せい慎しんが静かな目をしてたしなめる。城下にいた頃ころの彼はこんなふうに彼女を諭さとす〝先生〟だったのだろうと思わせる、自然な態度だった。

　頰を染めた華瑛が、しおらしくうつむく。

「はい……ごめんなさい」

「いやいや、いいんですよ。急にしゅんとされても対応に困りますんで」

「そうよね！　やっぱり橘は話がわかるわ」

　とたんに笑顔を取り戻もどした彼女に、結蓮も思わず笑みをこぼす。

　新しい住人が増えた別宅は、ますますにぎやかになりそうだった。
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「はーい、お邪じや魔ましますよー」

　陽気な声とともに季隆が両手いっぱいに書物を抱かかえて入ってきた。その後ろには背に大きな葛籠つづらを背負った翡翠かわせみ丸まるもいる。

　とたん、九く郎ろうが敵意むきだしで槍やりを構えた。

「おのれ、きおったな！　ちい姫ひめを騙だまして部屋にまで入り込むとはッ」

「これ、やめなさい。ここしか部屋が空いていないのだから、しょうがないでしょう」

　客間を華か瑛えいと青せい慎しんに明け渡わたしたため、季すえ隆たかは今日から結ゆい蓮れんの部屋で一いつ緒しよに住むことになった。

　といっても部屋は寝しん室しつと居間が二つずつある造りなので、居住空間は別々だ。それほど抵てい抗こうはなかった。

　客間から荷物を運んだだけでばてたらしく、季隆は居間に置かれた寝ね椅い子すにさっそく寝転がっている。それを物もの珍めずらしげに小さな従者たちが遠巻きにしていた。

「そういうわけだから、みんなもよろしくお願いね。お客様にはこちらにお渡りにならないよう伝えているから、怯おびえなくていいのよ」

　長ちよう袍ほうを着込んだ幼児がぞろぞろしているのを見られるのはさすがにまずいので、客人たちにはその点だけお願いしている。

　従者たちは神しん妙みような顔でうなずいたが、九く郎ろうだけは槍を放そうとしない。

「わしは騙されんぞッ。こやつめ、なんだかんだでちい姫に近づくつもりなんじゃ！　言っておくがな、ちい姫の寝所に一歩でも入ろうものなら、わしがぎたぎたにしてやるからなッ」

　むきになってわめく九郎に、寝椅子でごろごろしていた季隆がにやりと笑う。

「そんなもん、おまえらが寝た後でいくらでも……くっくっく」

「なぁ──!?　この色しき魔まめぇ──ッ！」

「九郎、やめなさい。みんな、翡翠かわせみ丸まるどのをお手伝いしてあげて」

　だらけている主人をよそに翡翠丸は一人で荷物の整理をしているはずだ。結蓮が気を遣つかって従者たちを差し向けると、九郎は「おまえの部屋にいたずらしてやるからな！」と捨て台詞ぜりふを吐はいて真っ先に行ってしまった。

　寝椅子に転がっていた季隆がそっと身体を起こす。

「やっと二人きりになれたね」

「あなたも荷に解ほどきをなさったらいかがです」

「冷たいなあもう」

　ぶつぶつ言いながら、彼は結蓮の手元に目をやった。

「何書いてたの？」

「御み使つかい様へのお手紙ですが」

　とたん、ぎくりとしたように彼は目をそらす。

「今日はどの香こうを薫たきしめようか悩なやんでいたところです」

「ああ、香をね……。いや、ちょっと待った。香はまずいよ！　今までと違ちがって近すぎるし、ばれるって！」

「何がですか？」

　ぐっと詰つまった様子で、彼はいきなり立ち上がった。

「俺やっぱり荷物の整理してくるわ。翡翠丸が寂さみしがってると思うし」

「あ……、あの！」

　翡翠丸とはそんな人だったかと疑問に思いつつも、結蓮も急いで立ち上がる。

　彼に言おうと思って言えずにいたことがあったのだ。

「私も安あん堵どしています。あなたとの婚約が反ほ故ごにならずに済んでよかった、と」

「……えっ」

　季すえ隆たかが面食らった顔になる。それきり黙だまってしまったので、結ゆい蓮れんは少し慌あわてた。

　急にこんなことを言ったから困っているのだろうか。まさか、崇すう怜れいとのことで〝不満〟に思っていたのを気付かれている？

　そんな思いがよぎり、早口に付け加えた。

「太子殿でん下かのお傍そばにこれからもいられるのですから」

「結局それかい！」

「いえ、あの、そうなのですが、違うというか」

　言葉を探すが、うまく出てこない。ただ感謝と安堵の気持ちを伝えたかっただけなのに。〝不満〟に思ってしまったから後ろめたいのだろうか。

「──それって、この前の質問の返事？」

「……そうです」

　崇怜との縁えん談だんがなくなり、ほっとしているかと訊きかれた時。本当はうなずきたかった。素す直なおに謝意を示せなかったことを後こう悔かいしていたのだ。

　季隆は少しあらたまったような声で続けた。

「俺のこと尊敬してるって言ったの、あれ本当？」

　深しん撚ねんと戦った時のことか。しかしなぜ今さら、と不思議に思いつつもうなずく。

「無論です。噓うそをついてどうするのですか」

「……俺でいいの？　御み使つかい様じゃなくて？」

　微妙に彼は目をそらしている。言われた意味がよくわからず、結蓮は首をかしげた。

「あなたのことも御使い様のことも、どちらも尊敬しています。私を導いてくださるという点では変わりありませんから」

「……ふーん。じゃあ俺のことも御使い様くらい好きなんだ？　俺にも毎日おはようとおやすみ言ってるもんな」

　にやりと笑ってのぞきこまれる。結蓮は冷静にそれを見た。

「その点では御使い様のほうが数段上です」

「うわー。気持ちいい断言っぷり」

　大げさに嘆なげきながらも、彼は心なしか機き嫌げんが好よさそうだった。

　ぽん、と結蓮の頭に手をのせ、笑ってのぞきこんでくる。

「ありがとね。俺も嬉うれしい」

　彼を見上げ、結蓮はこくりとうなずいた。

　また子どものような扱あつかいを、と思いつつも、言いたいことが伝わって安心する。

　あの時言えなかったことが言えたのは、きっと、部屋が近くなったせいだけではないだろう。
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　翠すい玉ぎよくの御み使つかい様




　お元気でいらっしゃいますか。結ゆい蓮れんは元気にしています。

　先日は相談に乗っていただいて、ありがとうございました。

　貴き方との縁談は立ち消えになりました。一安心しています。

　けれど、許嫁いいなずけの方を自由にしてさしあげられる機会だったのに、私はそれをためらってしまいました。

　婚こん約やくを解消してほしくない、そう思ったのです。

　これは、あの人のことを尊敬しているからなのでしょうか。

　あの人は前と変わらない態度で、私も何も変わっていないはずなのに、どうしてそんなふうに思うようになったのか。自分でも不思議です。

　けれど、あの人の迷めい惑わくにならない範はん囲いでなら、もう少し許嫁でいてほしいなと思います。

　御使い様、これってやっぱりいけないことでしょうか？







　手紙を託たくした神鳥が翼つばさをはためかせて飛んでいく。

　それを見送り、結蓮は空の青さに見入っていた。

　遠く離はなれのほうからはかすかに物音がしている。華か瑛えいたちが引っ越こしの片付けをしているようだ。彼女のやわらかくなった表情を思いだし、思わず笑えみがこぼれた。

　皇こう帝ていの娘むすめである彼女が身分違いの恋こいをして、国を賭かけた騒そう動どうのあげくその人と結ばれた。大問題になりかねない事件だったが、そんな彼女に対して祝福している自分がいる。

（やっぱり何かが変わってきているみたい……）

　以前ならけっして思わなかっただろう。これはやはり、公主を一人の人間として見つめ、掟おきて破りの政略結けつ婚こん解消まで持っていった上官と一いつ緒しよにいたせいか。

　影えい響きようを受けているのを感じつつも、それを嫌いやだとは思わなかった。

（私も、もっと本質を視みられるようにならなければいけない。まだまだ未熟だ……）

　太子を護まもるため、いずれ大将軍になった時のために。世間知らずで頭の堅かたいままではきっと職務をまっとうできない。それではだめなのだ。

　あのものぐさで悪ぶるのが大好きな上官のもとでなら、いつかそうなれるだろうか。

（そういえば……私、御使い様に毎日ご挨あい拶さつしていることをあの人に話したかしら？）

　ふと先刻の会話を思い出して首をひねっていると、厨ちゆう房ぼうのほうから良い匂においがただよってきた。香こうばしいこれは揚あげ物だろうか。

「結蓮ちゃーん、ごはんだよー」

　のんびりとした声に呼ばれ、急いで窓辺を離れる。

「──はい！」

　声がはずんでしまうのは、けっして彼の料理が楽しみだからというだけではない。

　にぎやかな食しよく卓たくと、その向こうで笑って待っていてくれる人がいるからだということに、結ゆい蓮れんは気づき始めていた。
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　豊ほう家別べつ邸ていを飛び立った神鳥は、進路を迷うように上空を数度旋せん回かいする。やがて、手紙を届ける相手が今飛び立ったばかりの屋や敷しきにいると気付くと、軽かろやかに舞まいおりた。

　しかし敷地に入る寸前、突とつ然ぜん飛んできた網あみにからめとられ、ギィと鳴いて落下する。

　それを地上で受け止めたのは朝服姿の若者。雪せつ南なん王おう崇すう怜れいだった。

　手紙が括くくりつけられているのを見ると、ためらいなくほどいてそれを開く。無言のまま中身に目を通し、眉まゆをひそめた。

「翠すい玉ぎよくの御み使つかい様……か」

　それが結蓮が憧あこがれる恩人の呼び名であることは知っている。彼女がその恩人に熱をあげるあまり、自分の求きゆう婚こんにためらっていることも。

　今回の求婚に対してもどうも反応が鈍にぶいと思っていたら、いつのまにか恩人と再会していたのか。いや、再会はないとしても、文面からして手紙をやりとりする仲にはなっているらしい。しかもこの内容──。

「いけないな。これは……」

　たまたま屋敷を訪ねてきたら思わぬ発見だ。このまま知らなかったら大変なことになるところだった。

　自分にはけっして見せない結蓮の恋こい心ごころがにじんだそれを眺ながめ、唇くちびるに笑みを浮うかべる。

「……誰だれであろうと、私たちの恋こい路じは邪じや魔まさせないからな。結蓮……」

　ぽつりとつぶやくと、崇怜は手紙を懐ふところにねじこんだ。







　あとがき







　こんにちは、清家未森です。六蓮国二巻をお届けできることになりました。読んでいただきありがとうございます！

　もともと登場人物の多い本作ですが、さらに新キャラが出てきました。補足というかおさらいをさせてもらいますと、皇こう帝ていの子どもたちの兄弟順は、上から崇怜、琇有、華瑛、琮成……となってます。ちなみに他ほかにも兄弟姉し妹まいはいます。

　結蓮以外にも女の子を登場させられて個人的には嬉うれしかったです。考えてみると、結構女子率が低いんですよね。乙女おとめ系な殿との方がたはいるのですが。

　今回、動どう揺ようしまくり突つっ込こまれまくりのヒーローですが、この先ちゃんと恰かつ好こいい見せ場が出てくるよう、皆みなさんも応おう援えんしてやってくださいませ。カバーイラストが素す敵てきすぎて、内容とのギャップにちょっとどきどきしておりますが、Ｉｚｕｍｉ先生の描えがかれる男前な彼にふさわしい恰好良さを目指して私も頑がん張ばります。

　それではまた、次巻でもお会いできますように。





清家未森　　


















本文イラスト／Ｉｚｕｍｉ










六ろく蓮れん国こく物もの語がたり




皇こう宮きゆうの噓うそつき公こう主しゆ








清せい家け未み森もり
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